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 危 険  

通 知 

 警 告  

 注 意  

安全上のご注意 

 

● システムの構築やプログラムの作成などは、このマニュアルの記載内容をよく読み、書かれている指示

や注意を十分理解してから行ってください。誤操作により、システムが故障することがあります。 

● このマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、手近なところに保管してください。 

● このマニュアルの記載内容について疑問点または不明点がございましたら、最寄りの弊社営業またはSE

までお知らせください。 

● お客様の誤操作に起因する事故発生や損害については、弊社は責任を負いかねますのでご了承くださ

い。 

● 弊社提供ソフトウェアを改変して使用した場合に発生した事故や損害については、弊社は責任を負いか

ねますのでご了承ください。 

● 弊社提供以外のソフトウェアを使用した場合の信頼性については、弊社は責任を負いかねますのでご了

承ください。 

● ファイルのバックアップ作業を日常業務に組み入れてください。ファイル装置の障害、ファイルアクセ

ス中の停電、誤操作、その他何らかの原因によりファイルの内容を消失することがあります。このよう

な事態に備え、計画的にファイルのバックアップを取っておいてください。 

● 弊社製品が故障や誤動作したりプログラムに欠陥があった場合でも、使用されるシステムの安全が十分

に確保されるよう、保護・安全回路は外部に設け、人身事故や重大な災害に対する安全対策が十分確保

できるようなシステム設計としてください。 

● 非常停止回路、インターロック回路などはPLCの外部で構成してください。PLCの故障により、機械の

破損や事故の恐れがあります。 

● 運転中のプログラム変更、強制出力、RUN、STOPなどは十分安全を確認してから行ってください。誤

操作により、機械の破損や事故の恐れがあります。 

● このマニュアルでは、安全上の注意事項のランクを潜在危険の重大度によって、「危険」、「警告」、

「注意」、「通知」と区分しています。 

 

  警告表示の定義 
 

：この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重大な傷害を引き起

こす危険の存在を示す。 

 

：この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重大な傷害を引き起

こすおそれのある危険の存在を示す。 

 

：この表示を無視して誤った取り扱いをすると、軽度の傷害または中程度の傷害

を引き起こすおそれのある危険の存在を示す。 

 

：この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人身傷害とは関係のない損害を

引き起こすおそれのある危険の存在を示す。 

 

なお、  注 意 、  通 知   に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能

性があります。どれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。  
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「重大な傷害」、「軽度の傷害または中程度の傷害」、「人身傷害とは関係のない損害」について、具体

的な内容を以下に示します。 

重大な傷害 

失明、けが、やけど（高温、低温）、感電傷害、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび治療のた

めに入院、長期の通院を要するもの 

軽度の傷害または中程度の傷害 

治療のために入院や長期の通院を必要としないけが、やけど、感電傷害など 

人身傷害とは関係のない損害 

周囲の財物の損傷、弊社製品の故障や破損、データの損失など、人身傷害以外の損害 

 

安全上の注意事項は、安全性を確保するための原則に基づいた、弊社製品における各種対策を補完する重

要なものです。弊社製品やマニュアルに表示されている安全上の注意事項は、十分に検討されたものです

が、それでも、予測を超えた事態が起こることが考えられます。操作するときは指示に従うだけでなく、

常に自分自身でも注意するようにしてください。また、弊社製品の安全な運転および保守のために、各種

規格、基準に従って安全施策を確立してください。 
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１．   このマニュアル内の警告表示 

このマニュアルの中に書かれている警告とその記載箇所を、以下にまとめて示します。 

 

 １．１ 「通知」と表示されているもの 

（１章、1-3ページ） 

通 知 

この製品は、PCsがRUN中にプログラム、内部レジスター値の書き換えができますが、安易に書

き換えると設備の破損などの重大な事故を引き起こす場合があります。書き換えに際しては、設

備の状態などをチェックし、問題がないことを確認してから実施してください。 

 

（２章、2-4ページ） 

通 知 

ラダー図システムをインストールする前に、すべてのWindows®上で作動するプログラムを必ず

終了してください。ウイルス監視ソフトウェアなどメモリーに常駐しているプログラムも必ず終

了してください。終了しないでインストールすると、インストールでエラーが発生する場合があ

ります。その場合は、「２. ２ ラダー図システムアンインストール」の手順でいったんアンイ

ンストールし、すべてのWindows®上で作動するプログラムを終了してから再度ラダー図システ

ムをインストールしてください。 

 

（２章、2-6ページ） 

通 知 

● Windows®でアンインストール中に［共有ファイルを削除しますか？］画面が表示された場

合は、  いいえ  ボタンをクリックし、共有ファイルを削除しないでください。 

● ラダー図システムを再インストールする場合は、必ずアンインストールしてから、再インス

トールしてください。 

 

 

 



 

 

このページは白紙です。 



 

このマニュアルは、以下のプログラムプロダクトの説明をしたものです。 

 

＜プログラムプロダクト＞ 

S-7895-02「S10V ラダー図システム」（01-38） 

 

  



 

来歴一覧表 

(1/2) 

改訂No. 来歴（改訂内容および改訂理由） 発行年月 備考 

E ・ラダーシンボル検索機能追加 

・クロスリファレンス機能追加 

・一括名称変更機能追加 

・実I/O変換機能追加 

・タイマー点数変更（512点→2048点） 

・コメント表示サイズ変更機能追加 

2005.8 「S10V ラダー図

システム」（01-

09）以降 

F ・使用デバイスリスト表示追加 

・ラダー実行速度優先コンパイルオプション追加 

・ラダーコンバートチェック機能追加 

2006.7 「S10V ラダー図

システム」（01-

11）以降 

イーサネット通信にOPTETモジュール追加 「S10V ラダー図

システム」（01-

12）以降 

使い勝手改善 「S10V ラダー図

システム」（01-

14）以降 

G ラダーコンバート拡張機能追記（NX対応など） 2007.8 「S10V ラダー図

システム」（01-

16）以降 

H ・ラダー／HI-FLOW統合版使用デバイスリスト機能追加 

・クロスリファレンスにドッキング機能追加 

・ラダー／HI-FLOW統合版クロスリファレンス機能追加 

2008.12 「S10V ラダー図

システム」（01-

19）以降 

「S10V HI-FLOW

システム」（02-

05）以降 

・TUC設定値一覧／編集機能追加 

・オンラインモニター専用モード追加 

・MCS機能追加 

「S10V ラダー図

システム」（01-

20）以降 

I ・アナログカウンタ登録モジュール種別にLWA435（14

ビットアナログ）AIを追加 

・アナログカウンタ登録モジュール種別にHSC-2100シリー

ズを追加 

2009.5 「S10V ラダー図

システム」（01-

21）以降 

J 使用デバイス印刷（プレビュー表示）にオプション（未使

用デバイスは印刷しない）を追加 

 

2010.2 「S10V ラダー図

システム」（01-

30）以降 
 
  



 

(2/2) 

改訂No. 来歴（改訂内容および改訂理由） 発行年月 備考 

K ・LIW/LOWレジスター追加 

・HS.RI/Oサポート 

・LWA423サポート 

2011.6 「S10V ラダー図

システム」（01-

32）以降 

・LIW/LOWレジスター追加 

・一括名称変更機能の制限事項追加 

・FD機能改善追加 

・S10Vインデックスレジスター重複検索ツールの使用方法

追加 

・メッセージ見直し 

「S10V ラダー図

システム」（01-

33）以降 

L サポートOSにWindows® 7（32bit）を追加 2012.9  

M サポートOSにWindows® 10（32bit）を追加 2017.7  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記追加変更の他に、記述不明瞭な部分、単なる誤字・脱字などについては、お断りなく訂正しました。



 

このページは白紙です。 
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は じ め に 
 

S10V ラダー図システムをお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

このマニュアルは、S10V ラダー図システムにおける操作方法について記述してあります。 

このマニュアルは、下記バージョンのシステムに対応しています。 

 

システム名称およびバージョン 

S10V ラダー図システム For Windows® 01-38以降 

 

ラダー図のプログラム（命令語の説明）については、下記マニュアルを参照してください。 

 

＜関連マニュアル＞ 

ソフトウェアマニュアル プログラミング S10V ラダー図 For Windows®（マニュアル番号  

SVJ-3-121） 

ソフトウェアマニュアル オペレーション HI-FLOW For Windows®（マニュアル番号 SVJ-3-132） 

 

＜商標について＞ 

・Microsoft®, Windows®は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商

標です。 

・Ethernet®は米国Xerox Corp.の登録商標です。 

・SuperHは、ルネサス エレクトロニクス株式会社の登録商標です。 

 

＜記憶容量の計算値についての注意＞ 

● 2n計算値の場合（メモリー容量・所要量、ファイル容量・所要量など） 

1KB（キロバイト）＝1,024バイトの計算値です。 

1MB（メガバイト）＝1,048,576バイトの計算値です。 

1GB（ギガバイト）＝1,073,741,824バイトの計算値です。 

● 10n計算値の場合（ディスク容量など） 

1KB（キロバイト）＝1,000バイトの計算値です。 

1MB（メガバイト）＝1,0002バイトの計算値です。 

1GB（ギガバイト）＝1,0003バイトの計算値です。 

このシステムは、パーソナルコンピューター上で動作し、ラダー図のアプリケーションプログラ

ムの作成、修正などを行うためのツールです。 
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＜用語の定義＞ 

PCs：Programmable Controllersの略です。 

S10V、S10、およびS10miniシリーズなどのPLCの総称です。 

PLC：Programmable Logic Controllerの略です。 

プログラム内蔵方式でシーケンス制御をする工業用電子装置です。 

S10V、S10、およびS10miniシリーズもPLCに該当します。 

Nコイル：パソコン上に表示されたシートにシンボルを貼り付け、PCs上で実行できる形態に変換したラ

ダープログラムです。 

コンパイル：ラダー図のアプリケーションプログラムをPCsで実行できる形態（Nコイル）に変換しま

す。 

シート：ラダー図のアプリケーションプログラムなどを作成するための用紙で、パソコン上で管理しま

す。 
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このマニュアルは、Windows®パソコン（以下、PCと略します。）プログラミングのユーザーを対象とし

ています。 

 

１. １ S10V ラダー図システム For Windows®の概要 

 

S10V ラダー図システム For Windows®（以下、ラダー図システムと略します。）は、一般的なWindows®

上で作動するアプリケーションと等価なオペレーションによって、S10V上で動作する水平ラダープログラ

ムの作成、修正、モニター、デバッグなどを行うためのツールです。 

 

 

１. ２ サポート対象ハードウェア 

 

ラダー図システムがサポートするPCsは、S10Vシリーズだけです。 

2シリーズ、4シリーズ、S10miniシリーズでは、使用できません。 

 

 

１. ３ 必要なハードウェアとソフトウェア 

 

ラダー図システムを使用するためには、以下のハードウェアおよびソフトウェアが必要です。 

・Microsoft® Windows® 2000 operating system、Microsoft® Windows® XP operating system、Microsoft® 

Windows® 7（32bit）operating system、またはMicrosoft® Windows® 10（32bit）operating systemが動作す

るPC 

・PC搭載のRAM（メインメモリー）は64MB以上（Windows® 2000使用時） 

・PC搭載のRAMは128MB以上（Windows® XP使用時） 

・PC搭載のRAMは1GB以上（Windows® 7（32bit）、Windows® 10（32bit）使用時） 

・20MB以上の空きハードディスク容量 

・S10V LPUモジュール 

・S10V 電源モジュール 

・S10V マウントベース 

・PCとPCs（S10V）間の接続ケーブル（RS-232Cクロスケーブル、D-sub9ピン使用コネクター） 

・必要に応じたRI/Oステーション、電源、マウントベース、カード、および配線ケーブル 

 

（注）PCとS10Vをイーサネット経由で接続する場合は、S10V マウントベースにET.NETモジュールまた

はCMUモジュールが必要です。 
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通 知 

この製品は、PCsがRUN中にプログラム、内部レジスター値の書き換えができますが、安易に書

き換えると設備の破損などの重大な事故を引き起こす場合があります。書き換えに際しては、設

備の状態などをチェックし、問題がないことを確認してから実施してください。 

 

この製品を使用するユーザーは、Windows®環境およびユーザーインタフェースについての知識

が必要です。このシステムは、Windows®標準に従っています。このマニュアルは、基本となる

Windows®の使用法を習得しているユーザーを対象にして記述されています。 

 

● サスペンド機能を持つPCを使用する場合は、サスペンド機能をOFFにしてください。この

システムを実行中にサスペンド機能が動作すると、正常に動作しないことがあります。 

● RAMの空きメモリー容量が不足すると、アプリケーションエラーが発生する場合がありま

す。アプリケーションエラーが発生する場合は、空きメモリー容量をチェックし、少ない場

合はRAMを増設してください。 
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２. １ ラダー図システムインストール 

 

２. １. １ 前提条件 

ラダー図システムをインストールする前に、「S10V 基本システム（P.P.型式：S-7895-38）」がイ

ンストールされていることを確認してください。インストールされていない場合は、インストールし

てください（インストールされていない状態では、ラダー図システムのインストールができませ

ん）。 

 

２. １. ２ インストール 

インストールの手順を以下に示します。 

① ラダー図システム（P.P.型式：S-7895-02）のCD-ROMをCD-ROM装置に挿入します。 

②  スタート  ボタンの［ファイル名を指定して実行(R)...］をクリックします。 

 

 

 

図２－１ ［ファイル名を指定して実行］のクリック 

 

③ ［ファイル名を指定して実行］ダイアログボックスが表示されます。「名前」の欄に「CD-

ROMのドライブ名:¥Disk1¥setup」を入力し（下図は、CD-ROMのドライブをGに割り当てた場合

を示しています。）、  OK  ボタンをクリックします。 

 

 

 

図２－２ ［ファイル名を指定して実行］ダイアログボックス 



２ 始めるにあたり 

 

2-3 

④ インストーラーの画面が表示されますので、ガイダンスに従って操作してください。 

 

 

 

図２－３ インストーラーメイン画面 

 

⑤ インストールが正常に終了すると、セットアップ完了のメッセージ（図２－４参照）が表示さ

れますので、  OK  ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

図２－４ インストール完了時の画面 

 

⑥ 以上でラダー図システムのインストールが完了しました。 
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通 知 

ラダー図システムをインストールする前に、すべてのWindows®上で作動するプログラムを必ず

終了してください。ウイルス監視ソフトウェアなどメモリーに常駐しているプログラムも必ず終

了してください。終了しないでインストールすると、インストールでエラーが発生する場合があ

ります。その場合は、「２. ２ ラダー図システムアンインストール」の手順でいったんアンイ

ンストールし、すべてのWindows®上で作動するプログラムを終了してから再度ラダー図システ

ムをインストールしてください。 

 

インストール後、インストールしたプログラムの画面は表示されませんので、必要に応じてデスク

トップにショートカットを貼り付けてください。 
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＜Windows® 7（32bit）、Windows® 10（32bit）でのインストール時の留意事項＞ 

Windows® 7（32bit）またはWindows® 10（32bit）搭載のPCへラダー図システムをインストール

する場合は、PCの初期状態から最初に作成した管理者アカウントでWindows®にログオンし、ラ

ダー図システムCDのDISK1フォルダーに格納されている“setup.exe”をダブルクリックします。

“setup.exe”を起動すると、以下のダイアログボックスが表示される場合がありますので、  

 はい  ボタンをクリックしてセットアッププログラムを実行してください。 

 

 

 

このシステムはユーザー別アプリケーションには対応していないため、必ず管理者アカウントで

ログオンしてからインストールしてください。 

標準アカウントからユーザーアカウント制御（*）を使用してインストールしたり、標準アカウ

ントからユーザーアカウント制御を使用して作成した管理者アカウントでログオンしてからで

は、正しくインストールされない場合があります。 

PCの初期状態から最初に作成した管理者アカウントでログオンしてからインストールしてくだ

さい。 

インストールしたユーザーアカウントとは別のユーザーアカウントでログオンした際に、プログ

ラムメニューの中にインストールしたプログラムが表示されない場合は、PCの初期状態から最

初に作成した管理者アカウントでログオンし直し、プログラムを一度アンインストールしてか

ら、再度インストールしてください。 

また、新規にアカウントを作成する場合は、ユーザーアカウント制御を使用せずに管理者アカウ

ントでログオンしてください。 

 

（*）ユーザーアカウント制御は、標準アカウントに一時的に管理者権限を与えることができる

機能です。 

 

再インストールする際に、読み取り専用ファイルの検出メッセージが表示される場合は、  はい  

ボタンをクリックして、上書きしてください。 
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２. ２ ラダー図システムアンインストール 
 

ラダー図システムのバージョンアップ時などは以下の手順でアンインストールしてください。 

(１) Windows® 2000からのアンインストール 

Windows®の［コントロールパネル］を開いてください。［アプリケーションの追加と削除］をダ

ブルクリックし、［プログラムの変更と削除］タブで“S10V ラダー図システム”を選択し、  

 変更と削除  ボタンをクリックしてください。 

［ファイル削除の確認］画面が表示されますので、  はい  ボタンをクリックしてください。 

(２) Windows® XPからのアンインストール 

Windows®の［コントロールパネル］を開いてください。［プログラムの追加と削除］をダブルク

リックし、［プログラムの変更と削除］タブで“S10V ラダー図システム”を選択し、  変更と削除   

 ボタンをクリックしてください。 

［ファイル削除の確認］画面が表示されますので、  はい  ボタンをクリックしてください。 

(３) Windows® 7（32bit）、Windows® 10（32bit）からのアンインストール 

Windows®の［コントロールパネル］を開いてください。［プログラムのアンインストール］をク

リックし、“S10V ラダー図システム”を選択し、  アンインストールと変更  ボタンをクリックし

てください。 

［ファイル削除の確認］画面が表示されますので、  はい  ボタンをクリックしてください。 

 

通 知 

● Windows®でアンインストール中に［共有ファイルを削除しますか？］画面が表示された場

合は、  いいえ  ボタンをクリックし、共有ファイルを削除しないでください。 

● ラダー図システムを再インストールする場合は、必ずアンインストールしてから、再インス

トールしてください。 
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２. ３ システム立ち上げ 

 

インストールしたラダー図システムは、Windows®の  スタート  ボタンに自動的に登録されます。 

 スタート  ボタンから［Hitachi S10V］－［S10V ラダー図システム］をクリックして起動してください

（図２－５参照）。 

 

 

 

図２－５ S10V ラダー図システムの起動 

 

 

 

図２－６ S10V ラダー図システム起動時の画面 
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２. ４ システム終了 

 

ラダー図システムの終了は、［ファイル］メニューから［アプリケーションの終了］をクリックしてくだ

さい（図２－７参照）。システムが終了（ラダー図システムの画面が閉じる）すると、Windows®の画面に

戻ります。 

 

 

 

図２－７ ラダー図システムの終了 
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２. ５ S10V S10Toolsシステムインストール／アンインストール 

 

S10V S10Toolsシステム（以下、S10Toolsシステムと略します。）のインストール手順は、ラダー図シス

テムと同じです。インストール手順は、「２. １ ラダー図システムインストール」を参照してください。 

S10ToolsシステムのP.P.型式は、S-7895-01となっていて、S10Toolsシステムが動作するオペレーティング

システム、前提条件は、ラダー図システムと同じです。また、アンインストールについてもラダー図システ

ムと同じ手順です。詳細は、「２. ２ ラダー図システムアンインストール」を参照してください。 

S10Toolsシステムは、ラダー図システムとHI-FLOWシステムを1枚のCD-ROMにパッケージしたもので

す。使用方法についての詳細は、各マニュアルを参照してください。 
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ラダー図システムは、PC上でアプリケーションプログラム（ラダープログラム）をラダーシートという

概念で扱います。 

 

 

３. １ ラダーシート 

 

ラダーシートは、Nコイル単位で管理されます。NコイルはN00～NFF（16進、256個）作成できます。N

コイルは、Nコイル一覧のNコイルNo.をダブルクリックすることで切り替わります（ダブルクリックされた

Nコイルのラダーシートがアクティブ状態になります）。複数のシートを同時に編集することはできませ

ん。 

 

 

 

図３－１ ラダーシート 

 



３ ラダー図のシート 

 

3-3 

ラダープログラムは、ラダーシンボル（下図のラダーシンボルバーから選択できます）をシート（ラダー

シート）に貼り付けることで作成します。詳細は、「４. ３ ラダーシート編集機能」を参照してくださ

い。 

 

 

 

図３－２ ラダーシンボルバー 
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ラダーシートの機能とその使用方法の概要について説明します。詳細は、ラダー図システムのヘルプを参

照してください。 

 

 

４. １ ラダー図システムメイン画面の構成 

 

ラダー図システムメイン画面の構成を示します（図４－１参照）。ラダー図システムのメイン画面は、

「メニュー」、「ツールバー」、「モードバー」、「ラダーシンボルバー」、「Nコイルウィンドウ」、

「ラダーシート」、「アウトプットウィンドウ」、「ステータスバー」、「クロスリファレンスウィンド

ウ」で構成されています。 

 

 

 

図４－１ ラダー図システムメイン画面の構成 

 

４. １. １ メニュー 

メニューには、以下に示す機能があります。 

 

 

 

図４－２ メイン画面メニュー 

 

● ファイル：ラダーシートの保存、読み込み、印刷などのファイル機能のメニューです。 

● 編集：ラダー回路の表示要素に対する編集機能のメニューです。 

● 表示：ラダー回路の表示形式に関する機能のメニューです。 

ステータスバー 

ツールバー 

メニュー 

モードバー 

Nコイルウィンドウ 
ラダーシート 

アウトプットウィンドウ 

ラダーシンボルバー 

クロスリファレンスウィンドウ 
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● ビルド：PCsとのラダープログラムの送受信に関する機能のメニューです。 

● RUN中書換：ラダー回路のRUN中書き換え機能のメニューです。 

● ユーティリティ：各種ユーティリティ機能のメニューです。 

● ウィンドウ：ラダーシートウィンドウに対する機能のメニューです。 

● コメント：PI/Oコメント機能のメニューです。 

● ヘルプ：ヘルプ機能のメニューです。 

 

４. １. ２ ツールバー 

ツールバーには、以下に示す機能があります。 

 

 

 

図４－３ ツールバー 

 

● 新規ファイル：ラダーシートを新規に開きます。 

● ファイルを開く：既存の水平ラダープログラムを選択し、開きます。 

● 保存：現在、開いているラダープログラムファイルを保存します。 

● 切り取り：ラダーシート上のカーソル位置にあるラダーシンボルを切り取ります。 

● コピー：ラダーシート上のカーソル位置にあるラダーシンボルをコピーします。 

● 貼り付け：コピーまたは切り取りをしたラダーシンボルを、ラダーシート上のカーソルがある

位置に貼り付けます。 

● クリア：ラダーシート上のカーソル位置にあるラダーシンボルを削除します。 

● 行挿入：ラダーシート上のカーソル位置の上方に1行、行を追加します。 

● 行削除：ラダーシート上のカーソル位置にある行を、1行削除します。 

● ステップ挿入：ラダーシート上のカーソル位置の左方に1ステップ、セルを追加します。ただ

し、空きエリアがない場合は追加できません。 

● ステップ削除：ラダーシート上のカーソル位置のセルを削除し、左方にセルを詰めます。ただ

し、コイルは左方に詰められません。 

● 行コメント挿入：行コメントを挿入します。 

● 行コメント編集：行コメントを編集します。 

● 行コメント削除：行コメントを削除します。 
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● 元に戻す：直前に行った動作を元に戻します。行コメントの挿入／編集／削除は戻せません。 

● やり直し：直前に行った動作をやり直します。行コメントの挿入／編集／削除はやり直せませ

ん。 

● 検索：指定したレジスターに合致するラダーシンボルを検索します。 

● 拡大：ラダーシートの表示倍率を拡大します。 

● 縮小：ラダーシートの表示倍率を縮小します。 

● 等倍：ラダーシートの表示倍率を等倍にします。 

● 印刷：印刷種別画面を表示します。 

● バージョン情報：バージョン情報を表示します。 

● トピックの検索：トピックの検索画面を表示します。 

● 部分コンパイル：現在アクティブ状態のNコイル（ラダーシート）だけをコンパイルします。 

● 一括コンパイル：すべてのNコイルをコンパイルします。 

● モニタ開始：ラダー回路図のモニターを開始します。オンラインのときだけ選択できます。 

● モニタ停止：ラダー回路図のモニターを停止します。オンラインのときだけ選択できます。 

● モニタ値を16進数で表示／モニタ値を10進数で表示 

      ：ラダー回路図のモニター時のモニター値の表示形式を切り替えます。 

（10進数または16進数） 

● I/Oコメント表示／I/Oコメント非表示：I/Oコメント表示／非表示状態を切り替えます。 

● 行コメント表示／行コメント非表示：行コメント表示／非表示状態を切り替えます。 

 

４. １. ３ モードバー 

モードには、以下の機能があります。 

 

 

 

図４－４ モードバー 

 

● 通信状態：ラダー図システムの通信状態を表示または設定します。 

通信状態には、「オフライン」モード、「オンライン」モード、「オンラインモニ

ター専用」モードの3種類があります。 

● 送受信方法：送受信方法（オンラインモードのときだけ有効）には、「一括送受信」モードと

「RUN中書換」モードがあります。通常は「一括送受信」モードを選択します。 
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４. １. ４ ラダーシンボルバー 

ラダーシンボルバーは、ラダーシートに貼り付けるラダーシンボル（接続線も含みます）から構成

されます。詳細は、「４. ３ ラダーシート編集機能」を参照してください。 

 

 

 

図４－５ ラダーシンボルバー 

 

４. １. ５ Nコイルウィンドウ 

Nコイル一覧を表示します。Nコイル一覧は、「NコイルNo.」アイコン、「ラダー行数」、「コメ

ント」から構成されます。 

NコイルNo.アイコンの色は、背景色（ラダープログラムなし状態）、赤色（ラダープログラム未コ

ンパイル状態）、青色（コンパイル済み状態）となります。 

ラダー行数は10進数で表示されます。 

Nコイルコメントは、半角で最大32文字表示されます。Nコイルに対するコメントがない場合、コ

メント欄は空欄となります。 

 

 

 

図４－６ Nコイルウィンドウ 
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４. １. ６ アウトプットウィンドウ 

コンパイル結果などを表示します。 

 

４. １. ７ ステータスバー 

ステータスバーの構成を以下に示します。 

 

 

 

図４－７ ステータスバー 

 

● 通信状態：通信状態を表示します。通信状態の詳細は、「４. ５. ２ オンライン／オフライ

ン／オンラインモニター専用／オンライン待ちモードの切り替え」を参照してくだ

さい。 

● ラダーシート状態：何らかのラダーシートが開いている場合は、「編集中」となります。 

すべてのラダーシートが閉じている状態で「プログラムなし」となりま

す。 

● 通信種類：S10VとPCとの通信で使用している通信種類を表示します。通信の種類には 

「RS-232C」と「イーサネット」の2つがあります。 

通信の種類は、［通信種類］画面で変更します。［ユーティリティ］メニューから

［接続PCs変更］をクリックすると［通信種類］画面が表示されます。 

● 通信ポート：S10VとPCの通信時に使用されるポートを表示します。 

RS-232C：COM1～COM4のどれかが表示されます。［通信種類］画面で選択した

PC側のCOMポートが表示されます。 

イーサネット：S10V側のIPアドレスが表示されます。CMUモジュールまたは

ET.NETモジュールに設定してあるIPアドレスです。RS-232Cと同

様に［通信種類］画面で設定します。 

 

４. １. ８ クロスリファレンスウィンドウ 

クロスリファレンスの検索を行います。クロスリファレンス機能の詳細は、「４. ３. ３ クロス

リファレンス［ラダーのみ］」を参照してください。 
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４. ２ ラダーシートファイル機能 

 

ラダーシートのファイル機能は、プルダウンメニューから提供します。 

 

 

 

図４－８ ［ファイル］メニューをクリック 

 

ファイル機能の項目と内容を以下に示します。 

 

表４－１ ［ファイル］メニュー一覧（1/2） 

 

No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

1 ﾌｧｲﾙ 新規作成  新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成画面を開きます。 
2 開く  指定されたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙを読み込みます。 
3 閉じる  現在ｱｸﾃｨﾌﾞになっている画面を閉じます。 
4 上書き保存  現在ｱｸﾃｨﾌﾞになっている画面のﾃﾞｰﾀを保存しま

す。編集は続行します。 
5 名前を付けて保存  現在ｱｸﾃｨﾌﾞになっている画面のﾃﾞｰﾀ名を違う名前

で保存します。編集は続行します。 
6 印刷 回路図 回路図を印刷します。 
7 容量表示 容量状態を印刷します。 
8 LPET LPETを印刷します。 
9 TUC設定値 TUC設定を印刷します。 

10 使用ﾃﾞﾊﾞｲｽ 使用ﾃﾞﾊﾞｲｽを印刷します。 
11 ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽ ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽを印刷します。 
12 ｺｲﾙﾘﾌｧﾚﾝｽ ｺｲﾙﾘﾌｧﾚﾝｽを印刷します。 
13 EXFET ｼｽﾃﾑ拡張演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾘｽﾄを印刷します。 
14 UFET UFETを印刷します。 
15 I/Oｺﾒﾝﾄ I/Oｺﾒﾝﾄを印刷します。 
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表４－１ ［ファイル］メニュー一覧（2/2） 

 
No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

16 ﾌｧｲﾙ 
（続き） 

印刷 
（続き） 

ｱﾅﾛｸﾞｶｳﾝﾀ ｱﾅﾛｸﾞｶｳﾝﾀｰ割り付け情報を印刷します。 
17 ｲｰｻﾈｯﾄ通信

設定 
ｲｰｻﾈｯﾄ通信設定情報を印刷します。 

18 印刷ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ 回路図 回路図の印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
19 容量表示 容量状態の印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
20 LPET LPETの印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
21 TUC設定値 TUC設定の印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
22 使用ﾃﾞﾊﾞｲｽ 使用ﾃﾞﾊﾞｲｽの印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
23 ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽ ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽの印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
24 ｺｲﾙﾘﾌｧﾚﾝｽ ｺｲﾙﾘﾌｧﾚﾝｽの印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
25 EXFET ｼｽﾃﾑ拡張演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾘｽﾄ印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
26 UFET UFETの印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
27 I/Oｺﾒﾝﾄ I/Oｺﾒﾝﾄの印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 
28 ｱﾅﾛｸﾞｶｳﾝﾀ ｱﾅﾛｸﾞｶｳﾝﾀｰ割り付け情報の印刷ｲﾒｰｼﾞを表示しま

す。 
29 ｲｰｻﾈｯﾄ通信

設定 
ｲｰｻﾈｯﾄ通信設定情報の印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 

30 印刷詳細設定  各印刷の詳細を設定します。 
31 ﾍﾟｰｼﾞﾚｲｱｳﾄの設定  ﾍﾟｰｼﾞﾚｲｱｳﾄを設定します。 
32 ﾌﾟﾘﾝﾀの設定  ﾌﾟﾘﾝﾀｰを設定します。 
33 CSV出力 容量表示 容量状態をCSV形式でﾌｧｲﾙに出力します。 
34 TUC設定値 TUC設定をCSV形式でﾌｧｲﾙに出力します。 
35 ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽ ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽをCSV形式でﾌｧｲﾙに出力します。 
36 ｺｲﾙﾘﾌｧﾚﾝｽ ｺｲﾙﾘﾌｧﾚﾝｽをCSV形式でﾌｧｲﾙに出力します。 
37 I/Oｺﾒﾝﾄ I/OｺﾒﾝﾄをCSV形式でﾌｧｲﾙに出力します。 
38 ｱﾅﾛｸﾞｶｳﾝﾀ ｱﾅﾛｸﾞｶｳﾝﾀｰ割り付け情報をCSV形式でﾌｧｲﾙに出力

します。 
39 ｲｰｻﾈｯﾄ通信

設定 
ｲｰｻﾈｯﾄ通信設定情報をCSV形式でﾌｧｲﾙに出力しま

す。 
40 ﾌｧｲﾙ名1､2､3､4....  過去のﾌｧｲﾙを表示します。 
41 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの終了  このｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了します。 
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４. ２. １ クロスリファレンス付き回路図印刷 

クロスリファレンス付き回路図の印刷は、図４－９に示す［ファイル］メニューから［印刷詳細設

定］をクリックし、［印刷詳細設定］画面で「クロスリファレンス付き印刷」を設定することでプリ

ンターへ出力できるようになります。クロスリファレンス付き印刷設定後、［ファイル］メニューか

ら［印刷］－［回路図］をクリックし、プリンターへクロスリファレンス付き回路図を出力します。 

また、［ファイル］メニューから［印刷プレビュー］－［回路図］をクリックした場合にも同様に

クロスリファレンス付き回路図を画面に表示します。 

 

 

 

図４－９ ［ファイル］メニューから［印刷詳細設定］をクリック 

 

(１) クロスリファレンス付き回路図印刷時の印刷詳細設定 

クロスリファレンス付き回路図をプリンターに出力する際の出力指定、出力フォーマットは、［印

刷詳細設定］画面の［回路図］タブをクリックした画面から行います。ここで［クロスリファレンス

付き印刷］チェックボックスをチェックすることによって、クロスリファレンス付き回路図をプリン

ターに出力できるようになります（印刷対象となるNコイルは、この画面のNコイルリスト中の選択

されたNコイルです）。 
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図４－10 ［印刷詳細設定］画面 

 

●  全て選択  ボタン 

Nコイルリスト中のラダーシートが存在する（ラダー行数が表示されている）Nコイルがすべ

て選択されます。1部のNコイルを印刷したい場合は、このボタンを使用しないで、印刷したい

Nコイルをクリックして選択します。 

●  全て未選択  ボタン 

Nコイルリスト中のNコイルがすべて未選択となります。 

● ［クロスリファレンス付き印刷］チェックボックス 

このチェックボックスをチェックすることによって、クロスリファレンス付き回路図をプリン

ターに出力します。また、プリンター出力時のフォーマット指定（サーチ対象、出力方法）が

可能となります。 

● サーチ対象 

クロスリファレンスで印字するサーチ対象の印字形式を指定します。 

指定方法には「接点を区別して印字」と「接点を区別しないで印字」の2種類があります。 

デフォルト：「接点を区別して印字」 

● 出力方法 

サーチ結果の出力方法を指定します。 

指定方法には「ブロック番号で出力」と「コイル番号で出力」の2種類があります。 

デフォルト：「ブロック番号で出力」 
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● 行コメント付き印刷 

チェックすると、行コメントがある場合に行コメントも印刷します。 

(２) クロスリファレンス付き回路図 

(１) の［印刷詳細設定］画面で、［クロスリファレンス付き印刷］チェックボックスをチェックし

た状態で、［ファイル］メニューから［印刷］－［回路図］をクリックすると、下図に示すようなク

ロスリファレンス付き回路図がプリンターに出力されます。 

 

 

 

Y000 
XW000 = YW000 

R000 MOV 
F 

Y000 R000 ADD 
XW000 + H00FF = RW000 

N000 [B] 0004 K000 

K001 
N000 [B] 0004 

Y001 
N000 [B] 0001 

Y000 R0V00 V000 

Y000 
N000 [A] 0001 

[B] 0002 

R000 K000 K001 C000 

CU00 

NZ01 

N000 [A] 0001 
[B] 0002 

N000 [B] 0004 

(00001) 

(00002) 

(00003) 

(00004) 

S 

コイルに対応する 
クロスリファレンス 

F 

S 
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（注1）クロスリファレンスの印字対象 

回路図に出力されるクロスリファレンスは、ラダープログラムのコイルに対応したクロス

リファレンスを出力します。対象となるコイルを以下に示します。 

 

＜クロスリファレンスの印字対象コイル＞  

（*1）対象となる出力コイルを以下に示します。 

Y：外部出力 

R：内部レジスター 

M：拡張内部レジスター 

T：オンディレイタイマー 

U：ワンショットタイマー 

C：アップダウンカウンター 

G：グローバルリンクレジスター 

N：ネスティングコイル 

P：プロセスレジスター 

E：イベントレジスター 

Z：ゼットレジスター 

LB：ワークレジスター 

LR：ラダーコンバーター専用ワークレジスター 

シンボル 
対象／ 

対象外 

：キープリレーリセットコイル 対象 

：キープリレーセットコイル 対象 

：出力コイル（*1） 対象 

：演算ファンクション 対象外 

 

 

 

（注2）クロスリファレンスの印字項目 

回路図印刷時に出力されるクロスリファレンスの印字項目を以下に示します。 

 

表４－２ クロスリファレンス印字項目 

 

No. 項目 印字形式 備考 

1 コイルのレジスターを使用し

ているネスティング番号 

N*** 

              

***：16進数3桁 

2 コイルのレジスターを使用し

ているシンボル種別 

[A]：A接点    [C]：コイル 

[B]：B接点 

演算ファンクションは

対象外（*2） 

3 コイルのレジスターを使用し

ているブロック番号 

**** ****：10進数4桁 

4 コイルのレジスターを使用し

ているブロックの出力コイル

名称 

出力コイル名称（コイルとコイル

で使用しているレジスターを下記

形式で印字） 

例： 

演算ファンクションは

対象外 

（*2）[C]：コイルについては、ネスティング間で二重コイルを使用できるため、ネスティング間で二

重コイルが使用された場合に表示されます。 

R 

F 

S 

 

R050 
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（注3）クロスリファレンスの印字フォーマット 

クロスリファレンス出力時に下記印字フォーマットが指定できます（「図４－10 ［印刷

詳細設定］画面」で指定します）。 

(１) サーチ対象の印字形式指定 

・クロスリファレンスで印字するサーチ対象の印字形式を指定します。 

・指定方法には「接点を区別して印字」と「接点を区別しないで印字」の2種類があ

ります。 

［接点を区別して印字］ 

 

Y100の接点をA接点、B接点区別して印

字します。 

 

 

 

［接点を区別しないで印字］ 

 

Y100の接点をA接点、B接点区別しない

で印字します。 

 

 

 

(２) 出力方法の指定 

・サーチ結果の出力方法を指定します。 

・指定方法には「ブロック番号で出力」と「コイル番号で出力」の2種類がありま

す。 

［ブロック番号で出力］ 

 

 

 

 

 

 

［コイル番号で出力］ 

クロスリファレンスリストを「コイル番

号」で出力する場合、探した接点の存在

するブロックのすべての出力コイル名称

を出力します。 

Y100 N000[A]0002 

[B]0010 

Y100 N000 : 0002 0010 

Y100 N000[A]0002 

[B]0010 

Y100 N000[A]      R043 

[B]      Y20C 
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４. ２. ２ 使用デバイス印刷（プレビュー表示） 

(１) 使用デバイス印刷（プレビュー表示）の概略 

現在開いているラダープログラムで使用しているデバイス（レジスター）を全Nコイルから検索し

てその使用有無を印刷（プレビュー表示）する機能です。印刷（プレビュー表示）する前に［印刷詳

細設定］画面で印刷（プレビュー表示）対象のデバイスを選択できます。また、印刷（プレビュー表

示）対象に選択したデバイス種別の中で、未使用のデバイス種別を印刷（プレビュー表示）対象外に

もできます。 

（注）デバイス種別のIW、OW、およびAレジスターは使用デバイス印刷（プレビュー表示）はサ

ポートしていません。 

(２) 使用デバイス印刷（プレビュー表示）の操作手順 

前回設定した印刷対象種別と印刷オプションをそのまま使用する場合は、①～④の操作は不要で

す。⑤の操作から行ってください。 

① メイン画面の［ファイル］メニューから［印刷詳細設定］をクリックしてください。 

 

 

 

図４－11 ［ファイル］メニューから［印刷詳細設定］をクリック 
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② ［印刷詳細設定］画面が表示されます。［デバイス］タブをクリックしてください。 

 

 
 

図４－12 ［印刷詳細設定］画面 

 

③ 印刷対象のデバイス種別を選択（チェック）してください。チェックマークの入っているデバ

イス種別が印刷（プレビュー表示）対象となります。 

 

 
 

図４－13 ［印刷詳細設定］画面の［デバイス］タブ1 

 

 全て選択  ボタンをクリックすると、すべての印刷対象種別チェックボックスにチェック

マークが入ります。 

 全て未選択  ボタンをクリックすると、すべての印刷対象種別チェックボックスのチェック

マークが外れます。 
  

クリック 

印刷対象のデバイス種別をチェック 

（チェックマークを入れる） 
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＜未使用のデバイス種別を印刷（プレビュー表示）対象外とする場合の設定＞ 

選択した印刷対象のデバイス種別のうち、現在開いているラダープログラムで使用中のデバイス

種別だけを印刷（プレビュー表示）対象としたい場合は、印刷オプションの［未使用のデバイスは

印刷しない］チェックボックスをチェックして、チェックマークを入れてください。 

 

 

 

図４－14 ［印刷詳細設定］画面の［デバイス］タブ2 

 

例えば、印刷対象に選択したデバイス種別の中で、“J”および“Q”のレジスターがラダープロ

グラムで使用されていない場合は、“J”および“Q”のレジスターは、印刷（プレビュー表示）対

象外となります。 

一度設定した印刷対象種別および印刷オプションは、変更されるまで保持されます（ラダー図シ

ステム立ち上げ時、前回設定した印刷対象種別および印刷オプションが保持されます）。 

 

④ ［印刷詳細設定］画面の以下のボタンのどちらかをクリックしてください。 

 OK  ボタン：［デバイス］タブで設定した印刷対象種別および印刷オプションが有効とな

り、［印刷詳細設定］画面が閉じます。 

 キャンセル  ボタン：［デバイス］タブで設定した印刷対象種別および印刷オプションが無

効となり、［印刷詳細設定］画面が閉じます。 

＜使用デバイス印刷＞ 

⑤ メイン画面の［ファイル］メニューから［印刷］－［使用デバイス］をクリックすると印刷画

面が表示されます。印刷画面の  OK  ボタンをクリックすると印刷画面が閉じ、使用デバイス

リストが印刷されます。印刷画面の  キャンセル  ボタンをクリックすると印刷画面が閉じ、使

用デバイスリストは印刷されません。 

チェック 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

 

4-17 

＜使用デバイス印刷プレビュー表示＞ 

⑥ メイン画面の［ファイル］メニューから［印刷プレビュー］－［使用デバイス］をクリックす

ると使用デバイスリスト印刷プレビュー画面が表示されます。下記のボタンのどれかをクリック

してください。 

 印刷 ：使用デバイス印刷プレビュー画面を印刷します。 

 次ページ ：使用デバイス印刷プレビュー画面の次ページを表示します。 

 前ページ ：使用デバイス印刷プレビュー画面の前ページに戻ります。 

 ２ページ ：使用デバイス印刷プレビュー画面を2ページ単位で表示します。 

 １ページ ：使用デバイス印刷プレビュー画面を1ページ単位で表示します。 

 拡大 ：使用デバイス印刷プレビュー画面を拡大表示します。 

 縮小 ：使用デバイス印刷プレビュー画面を縮小表示します。 

 閉じる ：使用デバイス印刷プレビュー画面を閉じます。 

(３) 使用デバイス印刷（プレビュー表示）の見方 

 

 

 

レジスター種別： 

レジスター種別を表示します。印刷（プレビュー表示）対象のレジスター種別は［印刷詳細設

定］画面で設定します。 

使用／未使用状態： 

ラダー回路上で該当のデバイスが1つ以上使用されていれば“*”で表示されます。 

未使用の場合は“.”で表示されます。 

(４) その他 

● CR、CU、CDレジスターは、C0レジスターに読み替えて使用／未使用状態を印刷（プレビュー

表示）します。 

● NM、NZレジスターは、N0レジスターに読み替えて使用／未使用状態を印刷（プレビュー表

示）します。 

使用デバイスを検索したラダープログラムファイルと格納場所 

使用／不使用状態

レジスター種別 

デバイス名称

C:\Hitach\S10V\LDC\S10VLadder1.wsvl 
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４. ３ ラダーシート編集機能 

 

ラダーシートの編集機能は、シンボルバーとプルダウンメニューによって提供します。基本的な操作を以

下に示します。 

(１) ラダーシンボル（A接点など）を選択し、位置を指定してラダーシートに貼り付けます。 

(２) 貼り付けたラダーシンボルのパラメーターを設定します。 

(３) (１)と(２)を繰り返し、または行単位、範囲指定などを行い編集します。 

 

 

 

図４－15 ［編集］メニューをクリック 
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編集機能の項目と内容を以下に示します。 

 

表４－３ ［編集］メニュー一覧 

 
No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

1 編集 元に戻す  直前に行った動作を元に戻します。 
2 やり直し  直前に行った動作を繰り返します。 
3 ｽﾃｯﾌﾟ挿入  指定位置に空きｽﾃｯﾌﾟを挿入します。 
4 ｽﾃｯﾌﾟ削除  指定ｽﾃｯﾌﾟを削除後、左詰めをします。 
5 ｽﾃｯﾌﾟｸﾘｱ  指定ｽﾃｯﾌﾟをｸﾘｱｰします。 
6 行挿入  指定位置の上に1行を挿入します。 
7 行削除  指定された1行を削除します。 
8 切り取り  選択した範囲を削除し、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにｺﾋﾟｰします。 
9 ｺﾋﾟｰ  選択した範囲をｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにｺﾋﾟｰします。 

10 貼り付け  ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにｺﾋﾟｰされた行を指定位置に貼り付けます。 
11 すべて選択  表示中の回路をすべて選択状態にします。 
12 行ｺﾒﾝﾄ挿入  行ｺﾒﾝﾄを新規挿入します。 
13 行ｺﾒﾝﾄ編集  行ｺﾒﾝﾄを編集します。 
14 行ｺﾒﾝﾄ削除  行ｺﾒﾝﾄを削除します。 
15 検索  開いているNｺｲﾙで指定したｼﾝﾎﾞﾙを検索します。 
16 ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽ 

[ﾗﾀﾞｰのみ] 
 指定したｼﾝﾎﾞﾙをﾗﾀﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから検索します。 

17 ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽ 
[ﾗﾀﾞｰ/HI-FLOW] 

 指定したｼﾝﾎﾞﾙをﾗﾀﾞｰおよびHI-FLOWﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから検索

します。 
18 使用ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘｽﾄ  指定したﾃﾞﾊﾞｲｽの使用有無を表示します。 
19 PI/O一括設定  ｼﾝﾎﾞﾙに割り付いたﾚｼﾞｽﾀｰを一括して変更します。 
20 TUC設定値一覧  TUC設定値の一覧表および変更を行います。 
21 一括名称変更  すべてのNｺｲﾙで指定した文字列を置換します。 
22 Nｺｲﾙｺﾋﾟｰ  指定したNｺｲﾙをｺﾋﾟｰします。 
23 Nｺｲﾙ削除  指定したNｺｲﾙを削除します。 
24 ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ  ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｰを設定します。 
25 キー入力検索 

設定 
 通常キー入力からシンボルを検索するか設定します。 
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編集で使用するシンボルが存在するラダーシンボルバーを示します。 

 

 

 

図４－16 ラダーシンボルバー 

 

ラダーシンボルバー左から 

・A接点 

・B接点 

・立ち上がりエッジ接点 

・立ち下がりエッジ接点 

・NOT 

・比較（EQU） 

・比較（NEQ） 

・比較（LT） 

・比較（GT） 

・比較（LE） 

・比較（GE） 

・コイル 

・セットコイル 

・リセットコイル 

・演算ファンクション 

・ループバック 

以降は分岐シンボル 
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４. ３. １ ラダーシンボルの貼り付け 

ラダーシンボルのシートへの貼り付けにはいくつかの方法があります。好みの方法で貼り付けてく

ださい。 

(１) マウスによる入力カーソル位置に従った貼り付け 

シンボルバーにあるシンボルをマウスでクリックすると、シンボルカーソル位置にクリックしたシ

ンボルが貼り付きます。 

 

 

 

図４－17 ラダーシンボル貼り付け 

 

(２) キーによる貼り付け 

指定されたキー操作によってシート上のシンボルカーソル位置にシンボルを貼り付けることができ

ます。シンボルカーソルは［←］、［→］、［↑］、［↓］キーで移動します。また、キー操作は任

意にカスタマイズ（［ユーティリティ］メニューから［キーボード］をクリック）できます。 

 

 

 

図４－18 ［シンボル配置キーのカスタマイズ］画面 
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(３) 入力ボックスの表示指定 

シンボルが貼り付いたときにパラメーター入力ボックスを自動的に表示します。すでに存在してい

るパラメーター入力ボックスを開く場合は、そのシンボルをダブルクリックするか、シンボルカーソ

ルを移動して［Enter］キーを押します。 

 

パラメーター入力ボックス、接点の場合 

 

 

図４－19 ［シンボル情報（PIO）］画面 

 

この入力ボックスでは、構文とコメントを入力できます。 

シンボルは、A接点、B接点、エッジ接点（↑、↓）の4種類で変更できます。 

 

パラメーター入力ボックス、演算ファンクションの場合 

 

 

図４－20 ［シンボル情報（演算ファンクション）］画面 

 

この入力ボックスでは、演算ファンクションの構文と各パラメーターのコメントを入力できます。 

構文の入力は、ファンクション名称入力時に表示される入力フォーマットに従い入力してください

（シンボルとシンボルの間はスペースで区切ります。代入における“->”は“=”でも可）。 
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パラメーター入力ボックス、比較の場合 

 

 

図４－21 ［シンボル情報（比較）］画面 

 

この入力ボックスでは、比較の構文と各パラメーターのコメントを入力できます。 

シンボルは、EQU（等しい）、NEQ（等しくない）、GT（大きい）、LT（小さい）、GE（等しい

または大きい）、LE（等しいまたは小さい）の6種類で変更できます。 

(４) インデックス指定 

A接点、B接点、エッジ接点、コイル、比較、システム演算ファンクションのパラメーターで使用

するレジスターをインデックス方式で指定できます。インデックス方式には以下に示す2方式があり

ます。 

● ベースレジスター（インデックスレジスター）方式でのインデックス指定 

この方式で指定できるのは、ラダーシンボルのA接点、B接点、立ち上がりエッジ接点、立ち

下がりエッジ接点、ノーマルコイル、セットコイル、リセットコイル、比較、システム演算

ファンクションの計10種類です。ノーマルコイルのうち、ベースレジスターのレジスターシン

ボルが、T、U、C、N、Pの場合、インデックス指定は使用できません。 

（例）A接点X000をベースレジスターとし、インデックスレジスターにRW000を使用する場

合、以下のフォーマットで指定します。RW000の内容が3の場合、A接点にX003のレジ

スターを指定したことと同じ意味になります。 

 

 

 

 

同じ意味 

X000(RW000) X003 
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（注） 

・インデックスレジスターに指定できるレジスターの型は、ワード型だけです。その他の型

は指定できません。 

・インデックスレジスターに指定できるレジスターシンボルの種類による制限はありませ

ん。 

・インデックスレジスターの内容の範囲は、-32768～32767までです。 

・レジスターシンボルがBWの場合、インデックス指定はできません。 

・ベースレジスターのレジスター型の制限はありません。 

● 参照形式（インダイレクトレジスター）方式でのインデックス指定 

この方式を使用できるのは、システム演算ファンクションだけです。参照形式に従い、インダ

イレクトレジスターの内容を参照アドレスとしてアクセスします。参照形式によって、以下の

3種類のフォーマットがあります。 

・ワード型で参照する場合：W（インダイレクトレジスター） 

・ロングワード型で参照する場合：L（インダイレクトレジスター） 

・単精度浮動小数点型で参照する場合：F（インダイレクトレジスター） 

（例）システム演算ファンクションのINCのパラメーターをこの方式で指定した場合の例を以

下に示します。パラメーターには、インダイレクトレジスターとしてRL000を使用し、

ワード型で参照しています。RL000の内容がXW000のアドレスを指し示していた場合、

INCのパラメーターにXW000を直接指定した場合と同じ意味になります。 

 

 

 

 

 

 

（注） 

・インダイレクトレジスターに指定できるレジスター型は、ロングワード型レジスターだけ

です。その他の型は指定できません。 

・インダイレクトレジスターに指定できるレジスターシンボル種別による制限はありませ

ん。 

・インダイレクトレジスターで指定できるアドレスの範囲は、0x00000000～0xFFFFFFFEま

でとなります。 

・レジスターシンボルがBLの場合、インデックス（インダイレクト）指定はできません。 

F W(RL000) 

同じ意味 

INC 

F XW000 
INC 
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４. ３. ２ ラダーシンボルの検索 

(１) シンボル検索の概要 

アクティブ状態のラダーシートから［シンボルの検索］画面（図４－22参照）の“検索する文字

列”と“検索対象”で指定したラダーシンボルを検索します。検索対象の詳細については「(５) 検

索対象」を参照してください。 

 

 

 

図４－22 ［シンボルの検索］画面 

 

一致したラダーシンボルが検索された場合は、ラダーシートの検索位置にカーソルが移動します。 

アクティブ状態のラダーシートの最後まで検索が済んだ場合は、図４－23に示すメッセージダイア

ログボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－23 他のNコイル検索確認ダイアログボックス 

 

 はい  ボタンをクリックすると、次のNコイルに対して検索を開始し、一致した文字列があれば

ラダーシートを自動で切り替えて検索位置にカーソルを移動します。全Nコイル（256個）の検索が終

了すると検索結果を表わすメッセージダイアログボックスを表示します（図４－24および図４－25を

参照してください）。 

 いいえ  ボタンをクリックすると、検索が終了し検索結果を表わすメッセージダイアログボック

スを表示します（図４－24および図４－25を参照してください）。 
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図４－24 最後まで検索した場合のメッセージダイアログボックス 

 

 

 

図４－25 一致したラダーシンボルがない場合の検索結果メッセージダイアログボックス 

 

 閉じる  または  ×  ボタンをクリックすることによって、［シンボルの検索］画面は閉じられま

す。 
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(２) ［シンボルの検索］画面の呼び出し手順 

［シンボルの検索］画面の呼び出し手順は以下の5種類があります。 

● メイン画面のメニューからの呼び出し 

メイン画面の［編集］メニューから［検索］をクリックします。 

● メイン画面のツールバーからの呼び出し 

メイン画面のツールバーの“検索”をクリックします。 

● マウスの右ボタンクリックによるポップアップメニューからの呼び出し 

マウスのポインターをラダーシート上に移動し、右ボタンクリックで呼び出されるポップアッ

プメニューから“検索”をクリックします。 

● 通常キー入力からの呼び出し 

あらかじめ［編集］メニューの［キー入力検索設定］を有効（チェックあり状態）にしておく

と（図４－26参照）、通常キー入力から検索画面が呼び出されます。キー入力検索設定が有効

になっていると、ラダーシート上にカーソルが点滅している状態で、通常キー（英数字だけ）

を入力することで、入力したキーは［シンボルの検索］画面の“検索する文字列”に表示され

ます。 

 

      

 

図４－26 キー入力検索設定 

 

● ショートカットキーからの呼び出し 

ショートカットキーの［Ctrl］＋［F］キーを入力します。 

「キー入力検索設定」無効 「キー入力検索設定」有効 
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(３) 検索する文字列デフォルト表示 

［シンボルの検索］画面を呼び出したときに、ラダーシート上のカレントカーソル位置のラダーシ

ンボルが以下に示すものであるとき、レジスター名称が［シンボルの検索］画面の“検索する文字

列”に表示されます（レジスター名称の指定がインデックスレジスター付きの場合、インデックスレ

ジスター付きとなります）。 

・a接点 

・b接点 

・立ち上がり接点 

・立ち下がり接点 

・ノーマルコイル 

・セットコイル 

・リセットコイル 

ラダーシンボルが演算ファンクションの場合は、演算ファンクション名称が、比較シンボル

（EQU、NEQ、LT、GT、LE、GE）の場合は、第1パラメーター（インデックスレジスター付きの場

合はインデックスレジスター付きで）が［シンボルの検索］画面の“検索する文字列”に表示されま

す。 

ラダーシンボルが接続線、NOT、ループバックの場合は、［シンボルの検索］画面の“検索する文

字列”は空白で表示されます。 

(４) 検索する文字列の選択 

“検索する文字列”は直接入力するほか、前回使用した文字列を選択することもできます 

（図４－27参照）。前回使用した文字列は最大10ケース自動で記憶され、新たに11ケース目を指定す

ると記憶された文字列の中で最古の文字列が削除されます。 

 

 

 

図４－27 検索する文字列選択 

 

最新 

最古 
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(５) 検索対象 

“検索する文字列”で指定した文字列は、検索対象で選択した条件で検索します（例：検索対象に

“コイル”を選択した場合は、すべてのコイル（ノーマルコイル、セットコイル、リセットコイル）

からだけ“検索する文字列”で指定した文字列を検索します）。検索対象で選択できるのは、コイ

ル、接点、コイル・接点、演算FUNC、比較、全ての6種類となります。システム起動時のデフォルト

は「全て」となります。以降、シンボル検索画面を開いたときのデフォルトは前回検索対象値となり

ます。 

コイル ……… ノーマルコイル、セットコイル、リセットコイルから一致する文字列（レジスター

名称）を検索します。 

接点 ………… a接点、b接点、立ち上がり接点、立ち下がり接点から一致する文字列（レジスター

名称）を検索します。 

コイル・接点 … コイルおよび接点（上記参照）から一致する文字列（レジスター名称）を検索。 

演算FUNC …… 演算ファンクションから一致する文字列（演算ファンクション名称およびレジス

ター名称）を検索します。 

比較 ………… 比較シンボル（EQU、NEQ、LT、GT、LE、GE）から一致する文字列（レジス

ター名称および定数）を検索します。 

全て ………… 上記のコイル、接点、演算FUNC、比較シンボルから一致する文字列を検索しま

す。 
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(６) 検索方向 

検索方向は“上から下”、“下から上”の2種類があります（図４－28参照）。 

デフォルトは“上から下”になります（検索方向グループの［下へ］ラジオボタンが選択状態）。 

 

 

 

図４－28 検索方向 

 

上へ：ラダー回路番号の大きい方から小さい方へ検索します。同一行では右から左に検索します。 

 最初から検索  ボタンをクリックすると、ラダー回路の終了行から上方向に検索を開始し

ます。 

 次を検索  ボタンをクリックすると、ラダー回路上のカレントカーソル位置から上方向に

検索を開始します。 

下へ：ラダー回路番号の小さい方から大きい方へ検索します。同一行では左から右に検索します。 

 最初から検索  ボタンをクリックすると、ラダー回路の開始行から下方向に検索を開始し

ます。 

 次を検索  ボタンをクリックすると、ラダー回路上のカレントカーソル位置から下方向に

検索を開始します。 

 

 

下から上へ検索 

上から下へ検索 
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(７) 選択候補 

［シンボルの検索］画面を表示すると、選択候補グループの候補ボックス（左側から候補1、候補

2、…候補5）にレジスター名称や演算ファンクション名称などが入ります。候補ボックスに入るデー

タは、［シンボルの検索］画面を表示したときのカレントカーソル位置のラダーシンボルによって決

まります（表４－４参照）。検索中のカーソル位置のラダーシンボルによって自動的に変化するわけ

ではありません。カレントカーソル位置のラダーシンボルが演算ファンクションのADD DW000 + 

DW001→DW002の場合の選択候補グループの候補ボックスに表示される場合の例を図４－29に示しま

す。 

 

 

 

 

図４－29 選択候補グループの候補ボックスに表示される例 

 

選択可能な候補ボックスはその上のラジオボタン（以下、候補ボックス選択ボタンと呼びます）に

よる選択操作が可能となっており、候補ボックス選択ボタンをクリックすると候補ボックスに表示さ

れているデータが“検索する文字列”にも自動的に表示されます。選択できない候補ボックスは、候

補ボックス選択ボタンが操作禁止状態となっています。 

候補ボックスは読み出し専用のため、ユーザーによる入力はできません。 

 

操作禁止 
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表４－４ カレントカーソル位置のラダーシンボルに対する候補データ 

 

ラダーシンボル 候補1 候補2 候補3 候補4 候補5 

接点（*1） 
レジスター名称

（*4） 
― ― ― ― 

コイル（*2） 
レジスター名称

（*4） 
― ― ― ― 

比較シンボル 
レジスター名称

（*4） 

レジスター名称

（*4）または 

定数 

― ― ― 

演算ファンクション 
演算ファンク 

ション名称 

レジスター名称

（*5） 

レジスター名称

（*5） 

レジスター名称

（*5） 

レジスター名称

（*5） 

その他（*3） 
前回検索した 

文字列 
― ― ― ― 

（*1）a接点、b接点、立ち上がりエッジ接点、立ち下がりエッジ接点を表わします。 

（*2）ノーマルコイル、セットコイル、リセットコイルを表わします。 

（*3）接続線（横線、縦線、上、下、左、交点、右、左下）、シンボルなし、回路終了マークを表わしま

す。 

（*4）インデックスレジスター付きの場合は、インデックスレジスター付きで表示されます。 

（*5）インデックスレジスター付きの場合はインデックスレジスター付きで表示され、定数の場合は定数が

表示されます。演算ファンクションによってパラメーター個数が違うため、パラメーターがない箇所

は空白表示（選択禁止）となります。パラメーターは左詰めで表示されます。 
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(８) あいまい検索 

“検索する文字列”に指定した文字列にワイルドカード文字の‘?’を指定した場合、そのワイル

ドカード文字は1文字を代行します。“検索する文字列”には1文字以上のワイルドカード文字を指定

することができます。1文字で複数文字を代行するワイルドカード文字の‘*’はサポートしていませ

ん（例えば、Xのレジスターをすべて検索したい場合、X*で検索しなくてもXだけを指定すればX000

～XFFFまで検索できるためです）。 

ワイルドカード文字の‘?’を使用したあいまい検索の例を以下に示します。 

“検索する文字列”に指定した文字列がすべて‘?’文字の場合は、あいまい検索ではなく通常の

検索となります（‘?’文字列そのものを検索します）。 

 

（例）ラダー回路から接点のX010, X020, X030, X040, X050, X060, X070, X080, X090, X0A0, X0B0, 

X0C0, X0D0, X0E0, X0F0を検索したい場合（図４－30参照）。 

 

 

 

図４－30 あいまい検索例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X010 (00001) Y001 

X011 (00002) Y002 

X020 (00003) Y003 

X021 (00004) Y004 

X030 (00005) Y005 

X031 (00006) Y006 

これらが検索されます。 
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４. ３. ３ クロスリファレンス［ラダーのみ］ 

(１) クロスリファレンスの概要 

指定した“シンボル名称”を使用しているシンボルを全Nコイル（256個）から検索し、検索結果一

覧を表示する機能です（下記［表示情報］参照）。また、検索結果一覧ウィンドウ（「(５) 操作手

順」の②を参照）から任意の情報を選択し、該当箇所のラダーシート内のシンボル位置にカーソルを

移動させることもできます。 

検索されたシンボルがa接点、b接点の場合だけ、その回路の出力コイルも表示します。 

 

 

 

図４－31 ［クロスリファレンス］画面 

 

［表示情報］ 

N No：検索したシンボルのNコイル番号 

回路番号：検索したシンボルのNコイル内の回路番号 

行番号：検索したシンボルのNコイル内の行番号 

列番号：検索したシンボルのNコイル内の列番号 

種別：検索したシンボルの種別（表４－５参照） 

出力コイル：接点を指定した場合、発見した回路の出力コイル 

 

検索結果一覧ウィンドウ 
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表４－５ 種別一覧 

 

No. 記号 意味 

1 A A接点 

2 B B接点 

3 U 立ち上がり接点 

4 D 立ち下がり接点 

5 C コイル 

6 S セットコイル 

7 R リセットコイル 

8 F 演算ファンクション 

9 CEQ 比較（EQU） 

10 CNE 比較（NEQ） 

11 CLT 比較（LT） 

12 CGT 比較（GT） 

13 CLE 比較（LE） 

14 CGE 比較（GE） 

15 L ラベル 

 

(２) ［クロスリファレンス］画面の呼び出し手順 

［クロスリファレンス］画面の呼び出し手順は以下の3種類があります。 

● メイン画面のメニューからの呼び出し 

［編集］メニューから［クロスリファレンス［ラダーのみ］］をクリックすると、［クロスリ

ファレンス］画面が表示されます（図４－31参照）。 

● マウスの右ボタンクリックによるポップアップメニューからの呼び出し 

マウスポインターをラダーシート上に移動し、右ボタンクリックで呼び出されるポップアップ

メニューから［クロスリファレンス［ラダーのみ］］をクリックすると、［クロスリファレン

ス］画面が表示されます（図４－31参照）。 

● ショートカットキーからの呼び出し 

ショートカットキーの［Ctrl］＋［E］キーを入力すると、［クロスリファレンス］画面が表示

されます（図４－31参照）。 
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(３) シンボル名称デフォルト表示 

［クロスリファレンス］画面を呼び出したときに、ラダーシート上のカレントカーソル位置のラ

ダーシンボルが以下に示すものであるとき、レジスター名称が［クロスリファレンス］画面の“シン

ボル名称”に表示されます（レジスター名称の指定がインデックスレジスター付きの場合、インデッ

クスレジスターは表示されません）。 

・a接点 

・b接点 

・立ち上がり接点 

・立ち下がり接点 

・ノーマルコイル 

・セットコイル 

・リセットコイル 

ラダーシンボルが演算ファンクションの場合は、演算ファンクション名称が、比較シンボル

（EQU、NEQ、LT、GT、LE、GE）の場合は、第1パラメーター（インデックスレジスター付きの場

合はインデックスレジスターなしで）［クロスリファレンス］画面の“シンボル名称”に表示されま

す。 

ラダーシンボルが罫線、NOT、ループバックの場合は、［クロスリファレンス］画面の“シンボル

名称”は空白で表示されます。 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

 

4-37 

(４) シンボルタイプ 

“シンボル名称”で指定した文字列は、“シンボルタイプ”で選択した条件で検索します（例：

“シンボルタイプ”に“Coil”を選択した場合は、すべてのコイル（ノーマルコイル、セットコイ

ル、リセットコイル）からだけ“シンボル名称”で指定した文字列を検索します）。 

“シンボルタイプ”で選択できるのは、下記の7種類となります。デフォルトは「全て」となりま

す。 

 

項目 内容 

接点 “シンボル名称”で指定したレジスター名称と一致するa接点、b接点のレジス

ター名称を全Nコイルから検索します。一致したレジスター名称があった場合には

Nコイル番号、回路番号、行番号、列番号、種別、出力コイル（ノーマルコイル、

セットコイル、リセットコイル、演算ファンクション名称など）を表示します。 

Edge “シンボル名称”で指定したレジスター名称と一致する立ち上がり接点、立ち下

がり接点のレジスター名称を全Nコイルから検索します。一致したレジスター名称

があった場合にはNコイル番号、回路番号、行番号、列番号、種別を表示します

（出力コイルは表示されません）。 

Coil “シンボル名称”で指定したレジスター名称と一致するノーマルコイル、セット

コイル、リセットコイルのレジスター名称を全Nコイルから検索します。一致した

レジスター名称があった場合にはNコイル番号、回路番号、行番号、列番号、種別

を表示します（出力コイルは表示されません）。 

ラベル “シンボル名称”で指定したラベル名称と一致するラベルを全Nコイルから検索し

ます。一致した名称があった場合にはNコイル番号、回路番号、行番号、列番号、

種別、出力コイルを表示します。 

演算Func “シンボル名称”で指定したレジスター名称と一致する演算ファンクション名称

または演算ファンクションパラメーターのレジスター名称を全Nコイルから検索し

ます。一致したレジスター名称があった場合にはNコイル番号、回路番号、行番

号、列番号、種別を表示します（出力コイルは表示されません）。 

Index/比較 “シンボル名称”で指定したレジスター名称と一致するインデックスレジスター

名称または比較シンボルパラメーターのレジスター名称を全Nコイルから検索しま

す。一致したレジスター名称があった場合にはNコイル番号、回路番号、行番号、

列番号、種別を表示します（出力コイルは表示されません）。 

全て “シンボル名称”で指定した文字列と一致するレジスター名称（インデックスレ

ジスターを含む）または演算ファンクション名称を全Nコイルから検索します。一

致した文字列があった場合にはNコイル番号、回路番号、行番号、列番号、種別、

出力コイル（一致したシンボルがa接点、b接点の場合だけ）を表示します。 
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(５) 操作手順 

① クロスリファレンス実行 

シンボル名称を入力し（デフォルト表示を使用する場合は不要）、“シンボルタイプ”を選択

した後、  検索  ボタンをクリックするとクロスリファレンスを実行します。指定したシンボル

名称と一致する文字列を検索した場合には、［クロスリファレンス］画面の結果一覧表示リスト

のウィンドウに該当のクロスリファレンス情報が表示されます（「(４) シンボルタイプ」を参

照）。一致したシンボルがない場合は、以下に示すメッセージダイアログボックスが表示されま

す。 

 

 

 

図４－32 未検索メッセージダイアログボックス 

 

② 検索位置へのカーソル移動 

［クロスリファレンス］画面の結果一覧表示リストから任意に選択したクロスリファレンス情

報をダブルクリックすると、その情報に該当するラダーシートのシンボルにカーソルが移動しま

す。 

③ ［クロスリファレンス］画面を閉じる 

［クロスリファレンス］画面の  閉じる  ボタンをクリックするかまたは  ×  ボタンをク

リックすると［クロスリファレンス］画面が閉じます。 

 

プログラムを編集途中の場合、この機能は使用できません。必ずコンパイルを行ってから使用し

てください。 
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４. ３. ４ クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］ 

(１) ［クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］画面の概要 

指定したラダーおよびHI-FLOWプログラムから指定したシンボル（PI/O名称）を使用しているシン

ボルを検索し、検索結果を一覧で表示します。また、検索結果から任意の情報を選択し、該当箇所の

ラダーシートまたはHI-FLOWシート内のシンボル位置にカーソルを移動させることもできます。 

(２) ［クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］画面の呼び出し手順 

［クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］画面の呼び出し手順は以下の2種類があります。 

● メインメニューからの呼び出し 

［編集］メニューから［クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］をクリックすると、［ク

ロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］画面が表示されます。 

● マウスの右ボタンクリックによるポップアップメニューからの呼び出し 

マウスポインターをラダーシート上に移動し、右ボタンクリックで呼び出されるポップアップ

メニューから［クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］をクリックすると、［クロスリ

ファレンス［ラダー／HI-FLOW］］画面が表示されます。 

(３) ［クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］画面 

 

 

 

図４－33 ［クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］画面 
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［表示情報］ 

■ ラダークロスリファレンス 

N No：検索したシンボルのNコイル番号 

回路番号：検索したシンボルのNコイル内の回路番号 

行番号：検索したシンボルのNコイル内の行番号 

列番号：検索したシンボルのNコイル内の列番号 

種別：検索したシンボルの種別（表４－５参照） 

出力コイル：接点を指定した場合、発見した回路の出力コイル 

■ HI-FLOWクロスリファレンス 

プロセス：検索したPI/Oのプロセス番号 

PI/O：検索したPI/O名称 

ステップ：検索したPI/Oのステップ番号 

コメント：検索したPI/Oに定義したPI/Oコメント 

(４) 操作手順 

① シンボル名称の指定 

検索する“シンボル名称”（X000、他）をシンボル名称欄へ入力します。 

② ラダープログラムの検索対象を指定します。 

ファイル名：クロスリファレンス情報を検索するラダープログラムファイル（wsvlファイル）

を指定します。 

シンボルタイプ：検索する“リレー”（接点、コイル、エッジ、他）を選択します。“シンボ

ルタイプ”で選択します。詳細は「４. ３. ３ クロスリファレンス［ラ

ダーのみ］」の「(４) シンボルタイプ」を参照してください。 

③ HI-FLOWプログラムの検索対象を指定します。 

ファイル名：クロスリファレンス情報を検索するHI-FLOWプログラムファイル（hifvファイ

ル）を指定します。 

プロセス指定：クロスリファレンス情報を“全プロセス”で検索するか、“プロセス指定”で

検索するかを指定します。 

④ クロスリファレンスの検索 

 検索  ボタンをクリックするとクロスリファレンス情報を検索します。検索中は以下の画面

が表示されますので、検索を中止したい場合は  中止  ボタンをクリックしてください。 
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⑤ 検索結果表示 

指定したシンボルが発見された場合、その一覧がリスト表示されます。発見できない場合は、

何も表示されません。 

⑥ 検索結果ソート（HI-FLOWだけ） 

検索表示エリアのタイトル（プロセス、PI/O、ステップ、コメント）欄をクリックすると選択

したタイトルの観点でソートします。 

⑦ プログラム表示 

表示結果をマウスでダブルクリックすると、そのステップを画面に呼び出すことができます。 

［クロスリファレンス［ラダー／HI-FLOW］］画面はデフォルトで最前面に表示されますの

で、切り替えたラダーやHI-FLOWが見えにくい場合は［最前面表示］チェックボックスのチェッ

クマークを外して最前面表示を解除してください。 

 

処理を続ける場合は、①～④を繰り返してください。 

 

● プログラムを編集途中の場合、この機能は使用できません。必ずコンパイルを行ってから使

用してください。 

● 検索するラダー図システムやHI-FLOWシステムが未起動の場合または検索するラダープロ

グラムファイルやHI-FLOWプログラムファイルが未表示の場合、指定ファイルをラダー図

システムやHI-FLOWシステムで起動後に検索を開始します。 

● HI-FLOWシステムのVer-Rev 02-05以降がインストールされていない場合は、この機能は使

用できません。 
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４. ３. ５ 一括名称変更 

(１) 一括名称変更の概要 

指定した“旧名称”を使用しているリレー種別（コイル、接点、演算FUNC）を対象のNコイルか

ら検索し、指定した“点数”の数（/1～/100）だけ“新名称”のシンボルに変更する機能です。ま

た、名称を変更すると同時にコメントを移動することもできます。 

 

 

 

図４－34 ［一括名称変更］画面 

 

旧名称、新名称、点数を入力し、リレー種別を選択して  変更開始  ボタンをクリックすると、 

図４－35に示すメッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－35 一括名称変更確認ダイアログボックス 

 

 はい  ボタンをクリックすると、対象のNコイルに対して一括名称変更を開始します。一括名称

変更が終了すると検索結果を表わすメッセージダイアログボックスを表示します（図４－36参照）。 
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図４－36 一括名称変更正常終了ダイアログボックス 

 

［コメントを移動する］チェックボックスをチェックして  変更開始  ボタンをクリックすると、

図４－35に示すメッセージダイアログボックスが表示されます。  はい  ボタンをクリックすると、

図４－37に示すコメント移動確認ダイアログボックスが表示されます。 

 

  

 

図４－37 コメント移動確認ダイアログボックス 

 

 OK  ボタンをクリックすると、対象のNコイルに対して一括名称変更（コメント移動あり）を開

始します。一括名称変更が終了すると検索結果を表わすメッセージダイアログボックスが表示されま

す（図４－36参照）。 

(２) ［一括名称変更］画面の呼び出し手順 

［一括名称変更］画面の呼び出し手順は以下の2種類があります。 

● メイン画面のメニューからの呼び出し 

［編集］メニューから［一括名称変更］をクリックすると、［一括名称変更］画面が表示され

ます（図４－34参照）。 

● ショートカットキーからの呼び出し 

ショートカットキーの［Ctrl］＋［I］キーを入力すると、［一括名称変更］画面が表示されま

す（図４－34参照）。 
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(３) 点数入力（16進数／10進数） 

16進／10進を選択して入力する点数の型を指定し、点数を入力します。 

 10進：1～256までの数値（10進数）を点数に入力します。 

 16進：1～100までの数値（16進数）を点数に入力します。 

 

 

 

図４－38 ［一括名称変更］画面 

 

範囲外の数値を点数として入力し、  変更開始  ボタンをクリックした場合、図４－39に示すエ

ラーメッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－39 点数不正エラーダイアログボックス 

 

接点 
コイル・接点 
演算FUNC 
全て 

16進／10進を選択 
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(４) リレー種別の選択 

一括名称変更の対象となるリレー種別を指定します。 

 接点：接点だけを指定します。 

 コイル・接点：コイルと接点を指定します。 

 演算FUNC：演算ファンクションだけを指定します。 

 全て：全て（接点、コイル、演算ファンクション）を指定します。 

（注）リレー種別に「コイル・接点」を指定し、旧名称と新名称に違う種別のレジスター名称を指

定して、一括名称変更することはできません。一括名称変更する場合は、同じ種別のレジス

ター名称を指定してください。 

(５) コメント移動 

“コメントを移動する”を指定した場合、一括名称変更が正常終了すると同時に旧名称のコメント

を新名称のコメントに移動します。 

(６) 対象Nコイル 

一括名称変更の対象となるNコイルを指定します。 

 すべてのNコイル：すべてのNコイルを指定します。 

 NNo.指定（16進）：NコイルNo.（0～FFまでの16進数）を指定します。 

 

● 「比較命令」と「インデックスレジスター」はリレー種別に関わらず変更されません。変更

する場合は、変更するラダーシンボルを検索し、漏れがないようにすべて変更してください

（ラダーシンボルの検索方法については「４. ３. ２ ラダーシンボルの検索」を参照して

ください）。 

● ラダープログラムでワード型とロング型を混在して使用しているシンボルを一括名称変更す

る場合、ロング型→ワード型の順番で一括名称変更してください。ロング型のシンボルを変

更せずにワード型のシンボルを変更した場合、ロング型のシンボルがワード型のシンボルに

変更されます。これを回避するため、ワード型のシンボルを変更する前に、先にロング型の

シンボルを変換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧名称：RL000 
新名称：FL000 

INC 

RW000 

INC 

RL000 

F 

F 

旧名称：RW000 
新名称：FW000 

INC 

RW000 

INC 

FL000 

F 

F 

INC 

FW000 

INC 

FL000 

F 

F 
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４. ３. ６ 使用デバイスリスト表示 

(１) 使用デバイス一覧の概要 

ラダーおよびHI-FLOWプログラム内で使用しているデバイス（レジスター）を検索し、その使用有

無を一覧で表示します。 

(２) ［使用デバイス一覧］画面の呼び出し手順 

［使用デバイスリスト］メニューをクリックすると、［使用デバイス一覧］画面が表示されます。 

(３) ［使用デバイス一覧］画面 

 

 

 

図４－40 ［使用デバイス一覧］画面 

 

① ラダー検索対象ボタン 

ラダーの使用デバイスを検索する場合は、［ラダー検索対象］チェックボックスにチェック

マークを入れ、下記の内容を設定します。 

全Nコイル：全Nコイルを検索対象とします（デフォルト）。 

Nコイル指定：指定したNコイルの範囲（0～FF：16進数入力）を検索対象とします。検索開始

Nコイル番号は、検索終了のNコイル番号より小さくしてください。 

 

① 

② 

④ 

⑤ 

③ 
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② HI-FLOW検索対象ボタン 

HI-FLOWの使用デバイスを検索する場合は、［HI-FLOW検索対象］チェックボックスに

チェックマークを入れ、下記の内容を設定します。 

ファイル名：検索するHI-FLOWプログラム（hifvファイル）を指定します。 

全プロセス：全プロセスを検索対象とします（デフォルト）。 

プロセス指定：指定したプロセスの範囲（0～255：10進数入力）を検索対象とします。検索開

始プロセス番号は、検索終了のプロセス番号より小さくしてください。 

③ デバイス種別リストボックス 

一覧表示するデバイス種別をプルダウンリストから選択します。ラダーおよびHI-FLOWで検索

できるデバイス種別を表４－６に示します。 

 

表４－６ デバイス種別一覧（1/2） 

 

デバイス名称 デバイス種別 ラダー HI-FLOW 

外部入力 X ○ ○ 

トランスファーレジスター J ○ ○ 

外部出力 Y ○ ○ 

レシーブレジスター Q ○ ○ 

オンディレイタイマー T ○ × 

ワンショット U ○ × 

カウンター C ○ × 

内部レジスター R ○ ○ 

内部レジスター M ○ ○ 

キープ K ○ ○ 

グローバルレジスター G ○ ○ 

通信リンクレジスター A ○ ○ 

エッジ接点 V ○ × 

Nコイル N ○ × 

プロセスコイル P ○ × 

イベントレジスター E ○ ○ 

ゼットレジスター Z ○ ○ 

システムレジスター S ○ ○ 

ファンクションワークレジスター FW ○ ○ 

内部レジスター B ○ × 
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表４－６ デバイス種別一覧（2/2） 

 

デバイス名称 デバイス種別 ラダー HI-FLOW 

ファンクションデータレジスター DW ○ ○ 

ワークレジスター LB ○ ○ 

拡張ファンクションワークレジスター LWW ○ ○ 

ロングワードワークレジスター LLL ○ × 

単精度浮動小数点ワークレジスター LF ○ × 

バックアップ用ワードワークレジスター LXW ○ ○ 

バックアップ用ロングワークレジスター LML ○ × 

バックアップ用単精度浮動小数点ワークレジスター LG ○ × 

コンバーター専用内部レジスター LR ○ × 

コンバーター専用エッジ接点レジスター LV ○ × 

HS.RI/O入力用レジスター LIW ○ × 

HS.RI/O出力用レジスター LOW ○ × 

その他レジスター HH × ○ 

パラレルタイマー PT × ○ 

ウェイトタイマー WT × ○ 

カウンター CN × ○ 

 

④  検索  ボタン 

使用デバイスの検索を実行します。 

⑤ 使用デバイス一覧表示欄 

検索結果を一覧表示します。 

デバイスの使用／未使用状態を以下のように表示します。 

ラダーだけ使用 ：“ L ” 

HI-FLOWだけ使用 ：“ H ” 

ラダーとHI-FLOWで使用 ：“ * ”（アスタリスク） 

未使用状態 ：“ . ”（ピリオド） 

 

● プログラムが編集途中の場合、この機能は使用できません。必ずコンパイルを行ってから使

用してください。 

● HI-FLOWプログラムのデバイスを検索するには、HI-FLOWシステムのVer-Rev 02-05以降が

インストールされている必要があります。 
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４. ３. ７ 行コメント機能 

(１) 行コメントの概要 

ラダー回路の各行にコメントを入力する機能です。文字数は半角英数80文字、全角40文字まで入力

可能で、1つのプログラムに最大1000行まで挿入することができます。行コメントは回路上部に表示

されます。 

(２) 操作方法 

① Nコイルが編集中の場合は、行コメントを編集できません。コンパイルを行ってから次の手順

に進んでください。また、モニター中の場合も行コメントを編集できません。モニターを停止し

てから次の手順に進んでください。 

② コメントを挿入したい回路にカーソルを移動します。［編集］メニューから［行コメント挿

入］をクリックすると［行コメント挿入］ダイアログボックスが開きます。入力欄にコメントを

入力してください。 

 

 

 

③  OK  ボタンをクリックすると入力したコメントが回路上部に表示されます。 

 

 

 

（注）［コメント］メニューから［コメント表示］をクリックし、「非表示」にチェックマー

クが付いている場合、入力したコメントは表示されません。 

 

④ 行コメントの内容を変更したい場合は、行コメント編集機能を使用します。コメントを挿入し

たい回路にカーソルを移動し、［編集］メニューから［行コメント編集］をクリックしてくださ

い。［行コメント編集］ダイアログボックスが表示されますので、コメントを編集してくださ

い。 
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⑤  OK  ボタンをクリックすると編集したコメントが回路上部に表示されます。 

 

 

 

⑥ 行コメントを削除したい場合は、行コメント削除機能を使用します。コメントを削除したい回

路にカーソルを移動し、［編集］メニューから［行コメント削除］をクリックしてください。削

除確認ダイアログボックスが表示されますので、  OK  ボタンをクリックすると行コメントが

削除されます。 

 

 

 

⑦ ［コメント］メニューから［コメント表示］－［非表示］をクリックすると、回路表示エリア

が狭くなり行コメントは非表示になります。［コメント］メニューから［コメント表示］－［表

示］をクリックすると、回路表示エリアが広くなり行コメントが表示されます。 

(３) 注意事項 

・行コメントは、回路の編集操作やコピー、貼り付け、元に戻す、やり直し操作と連動していませ

んので、行をコピーして貼り付けても行コメントはコピーされません。 

・Nコイルコピーを行っても行コメントはコピーされません。 

・回路の行挿入または行削除操作を行った場合、行コメントは元のままの表示となります。回路の

行挿入または行削除操作に対する行コメントの削除や移動は、回路のコンパイル時に行われま

す。 

・行コメントはラダー図システムバージョン01-14以降でサポートしています。行コメントを含んだ

ラダープログラムを非サポートバージョンのツールで開くまたは受信すると、下記メッセージが

アウトプットウィンドウに表示され、行コメントが削除されます。 

 “SQET情報が破損しているため、ラダープログラムよりSQET情報を再生成しました。” 
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４. ３. ８ TUC設定値一覧／編集 

TUC設定値の一覧表示および変更を行います。TUCとはT（オンディレイタイマー)、U（ワン

ショット）、C（アップダウンカウンター）のPI/Oを指します。オンディレイタイマー、ワンショッ

ト、アップダウンカウンターについては、「ソフトウェアマニュアル プログラミング S10Vラダー

図For Windows®（マニュアル番号 SVJ-3-121）」を参照してください。 

TUC設定値の印刷は、ラダー図シートのプルダウンメニューから［ファイル］－［印刷］－［TUC

設定値］をクリックしてください。［TUC設定値一覧］画面からの印刷はできません。 

＜操作＞ 

(１) ［TUC設定値一覧］画面表示 

① ラダー図シートのプルダウンメニューから［編集］－［TUC設定値一覧］をクリック

またはラダー図シート内でマウスの右ボタンをクリックすることによって表示される

ポップアップメニューから［TUC設定値一覧］をクリックしてください。 

② ［TUC設定値一覧］画面が表示されます（図４－41参照）。 

 

 

 

図４－41 ［TUC設定値一覧］画面 

 

③ ［TUC設定値一覧］画面の“設定PI/O種別”グループから一覧表示したいPI/O種別を選

択してください。 

タイマー：オンディレイタイマー設定値。TS000～TS7FF（2048ケース）。 

ワンショット：ワンショット設定値。US000～US0FF（256ケース）。 

カウンター：アップダウンカウンター設定値。CS000～CS0FF（256ケース）。 

デフォルト選択は“タイマー”となっています。 
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④ “表示範囲”グループから表示範囲を選択してください。 

全て：表示範囲は、設定PI/O種別グループで選択したPI/Oの全設定値となります。 

使用中のみ：表示範囲は、設定PI/O種別グループで選択したPI/Oの設定値が0より大き

いものとなります。 

デフォルト選択は“全て”となっています。 

⑤ “表示形式”グループから表示形式を選択してください。 

10進：設定値を10進数で表示します。TUC設定値変更時は、10進数で入力してくださ

い。 

16進：設定値を16進数で表示します。TUC設定値変更時は、16進数で入力してくださ

い。 

デフォルト選択は“10進”となっています。 

⑥  表示更新  ボタンをクリックしてください。③～⑤で選択した内容でPI/O設定値を

PCsから読み直して表示します（図４－42参照）。 

 

 
 

図４－42 ［TUC設定値一覧］画面（設定値表示） 

 

PI/O設定値が1画面で表示しきれない場合は、スクロールボタンをクリックして目的の

設定値を参照してください。スクロール範囲は“設定PI/O種別”グループおよび“表示

範囲”グループで選択した条件内で行われます。 

 1行上スクロール：1行（*1）上方向（*2）にスクロールします。 

 1頁上スクロール：1頁（*3）上方向（*2）にスクロールします。 

 1行下スクロール：1行（*1）下方向（*4）にスクロールします。 

 1頁下スクロール：1頁（*3）下方向（*4）にスクロールします。 

 （*1）4ケース 

 （*2）レジスターナンバーが小さくなる方向 

 （*3）64ケース 

 （*4）レジスターナンバーが大きくなる方向 

1行上スクロール 

1頁上スクロール 

1頁下スクロール 

1行下スクロール 
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(２) TUC設定値変更 

① 変更するPI/O設定値を入力してください。設定値を10進数で入力する場合は“表示形

式”グループの［10進］ラジオボタンをクリックし、16進数で入力する場合は“表示形

式”グループの［16進］ラジオボタンをクリックしてください。 

② ［Tab］キーまたは［Enter］キーを押すと、変更した設定値（フォーカス位置）の範囲

チェックを行います。変更した設定値（フォーカス位置）が範囲内ならば変更した値を

書き込みます。 

［Tab］キーや［Enter］キー以外の方法（マウスやショートカットキーなど）を使用し

た場合には、フォーカス位置の設定値の内容は書き換わりませんので注意してくださ

い。 

 

表４－７ TUC設定値有効範囲 

 

表示形式 有効範囲 

10進 0 ～ 9999 

16進 0 ～ 270F 

 

書き込み先は通信状態によって異なります（図４－43参照）。 

＜通信状態＞ 

＝オンライン：LPUモジュールのPI/O-RAMの該当のPI/O設定値エリアを書き換えま

す。 

＝オフライン：PC上の内部メモリーに確保した該当のPI/O設定値エリアを書き換え

ます。 

変更した設定値が範囲外ならば、以下に示すエラーメッセージダイアログボックスが

表示されます（図４－43参照）。 

 

 

○○○：設定値を変更したPI/O名称 

□□□-□□□：設定可能な設定値範囲（「表４－７ TUC設定値有効範囲」参照） 

 

図４－43 設定値範囲外エラーメッセージダイアログボックス 
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 書込み  ボタンをクリックすると、表示している設定値すべてを書き換えます。 

通信状態がオンラインかつLPUのLADDERスイッチが“RUN”状態の場合（RUN LED

点灯）は、PCs RUN中メッセージダイアログボックスが表示されます（図４－44参

照）。 

 

 

 

図４－44 PCs RUN中メッセージダイアログボックス 

 

PCs RUN中メッセージダイアログボックスの  はい  ボタンまたは  いいえ  ボタン

をクリックしてください。 

  はい  ボタン：変更した設定値を書き換えます。 

  いいえ  ボタン：変更した設定値を書き換えません。 

 

オンラインモニター専用モードの場合、［TUC設定値一覧］画面からの設定値の変更および書き

換えはできません。 
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４. ４ ラダーシート表示機能 

 

ラダーシートの表示機能は、プルダウンメニューと標準ツールバーによって提供します。 

 

 

 

 

図４－45 ［表示］メニューをクリック 

 

表示機能の項目と内容を以下に示します。 

 

表４－８ ［表示］メニュー一覧 

 
No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

1 表示 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ  Nｺｲﾙ一覧表の表示／非表示を切り替えます。 
2 ﾂｰﾙﾊﾞｰ  ﾂｰﾙﾊﾞｰの表示／非表示を切り替えます。 
3 ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰ  ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰの表示／非表示を切り替えます。 
4 ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ  ｺﾝﾊﾟｲﾙの結果を表示するｴﾘｱを表示します。 
5 ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾞｰ  ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾞｰの表示／非表示を切り替えます。 
6 ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾞｰｼｮｰﾄ

ｶｯﾄｷｰ 
 ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾞｰ上のｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰの表示／非表示を切り

替えます｡ 
7 ﾓｰﾄﾞﾊﾞｰ  ﾓｰﾄﾞﾊﾞｰの表示／非表示を切り替えます。 
8 ｽﾞｰﾑ120%  ﾗﾀﾞｰｼｰﾄの表示倍率を設定します。（120%） 
9 ｽﾞｰﾑ110%  ﾗﾀﾞｰｼｰﾄの表示倍率を設定します。（110%） 
10 ｽﾞｰﾑ100%  ﾗﾀﾞｰｼｰﾄの表示倍率を設定します。（100%） 
11 ｽﾞｰﾑ90%  ﾗﾀﾞｰｼｰﾄの表示倍率を設定します。（90%） 
12 ｽﾞｰﾑ80%  ﾗﾀﾞｰｼｰﾄの表示倍率を設定します。（80%） 
13 ﾓﾆﾀ10進表示  ﾓﾆﾀｰ表示時のﾓﾆﾀｰ値を10進数で表示します。 
14 ﾓﾆﾀ16進表示  ﾓﾆﾀｰ表示時のﾓﾆﾀｰ値を16進数で表示します。  
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４. ５ ラダーシートビルド機能 

 

ラダーシートのビルド機能は、プルダウンメニューによって提供します。 

 

 

 

図４－46 ［ビルド］メニューをクリック 

 

ビルド機能の項目と内容を以下に示します。 

 

表４－９ ［ビルド］メニュー一覧（1/2） 

 

No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

1 ﾋﾞﾙﾄﾞ 不正命令ｺｰﾄﾞを無視  不正な命令ｺｰﾄﾞは無視してｺﾝﾊﾟｲﾙします。 
2 ﾛﾝｸﾞﾜｰﾄﾞｱｸｾｽを含む

場合の注意表示なし 
 奇数番号のﾛﾝｸﾞﾜｰﾄﾞｱｸｾｽまたはPSHO/ 

POPOを含む場合の注意表示画面の表示／

非表示を切り替えます。 
3 LIW/LOWを含む場合

の注意表示なし 
 LIW/LOWﾚｼﾞｽﾀｰを含む場合の注意表示画

面の表示／非表示を切り替えます。 
4 部分ｺﾝﾊﾟｲﾙ  開いているNｺｲﾙをｺﾝﾊﾟｲﾙします。 
5 一括ｺﾝﾊﾟｲﾙ  すべてのNｺｲﾙをｺﾝﾊﾟｲﾙします。 
6 一括ｺﾝﾊﾟｲﾙ+二重ｺｲﾙ

ﾁｪｯｸ 
 すべてのNｺｲﾙをｺﾝﾊﾟｲﾙ後、二重ｺｲﾙﾁｪｯｸし

ます。 
7 二重ｺｲﾙﾁｪｯｸ  すべてのNｺｲﾙに関して二重ｺｲﾙﾁｪｯｸしま

す。 
8 ｵﾌﾗｲﾝ  ﾓｰﾄﾞをｵﾌﾗｲﾝﾓｰﾄﾞにします。 
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表４－９ ［ビルド］メニュー一覧（2/2） 

 
No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

9 ﾋﾞﾙﾄﾞ ｵﾝﾗｲﾝ  ﾓｰﾄﾞをｵﾝﾗｲﾝﾓｰﾄﾞにします。 
10 ｵﾝﾗｲﾝﾓﾆﾀｰ専用  ﾓｰﾄﾞをｵﾝﾗｲﾝﾓﾆﾀｰ専用ﾓｰﾄﾞにします。 
11 ｵﾝﾗｲﾝ待ち  ﾓｰﾄﾞをｵﾝﾗｲﾝ待ちﾓｰﾄﾞにします。 
12 ﾗﾀﾞｰ実行速度優先  ﾗﾀﾞｰ実行速度優先でｺﾝﾊﾟｲﾙします。 
13 送信  ﾌﾟﾛｾｽをPCsに送信します。 
14 受信  PCsのﾌﾟﾛｾｽを受信します。 
15 ｺﾒﾝﾄ受信  PCsのｺﾒﾝﾄﾌｧｲﾙを受信します。 
16 ﾓﾆﾀ開始／ﾓﾆﾀ停止  ﾓﾆﾀｰを開始／停止します。 
17 実I/O変換  接点やｺｲﾙの変換と回路結合を行います。  
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４. ５. １ ラダープログラムのコンパイル 

(１) コンパイルについて 

編集したラダープログラム（ラダーシート上に貼り付けたラダーシンボル群）をコンパイルする

と、S10V上で動作できるラダー命令語に変換されます。コンパイルは、Nコイル単位または全Nコイ

ルのどちらかを選択して行ってください。 

● Nコイル単位のコンパイル 

［ビルド］メニューまたはツールバーの［部分コンパイル］を選択します。［部分コンパイ

ル］を選択すると、現在アクティブ状態のラダーシートだけをコンパイルします。 

● 全Nコイルをコンパイル 

［ビルド］メニューまたはツールバーの［一括コンパイル］を選択します。［一括コンパイ

ル］を選択すると、現在編集中のラダープログラムファイル（ラダーシートのN00～NFF）を

コンパイルします。 

 

コンパイル結果は、アウトプットウィンドウに表示されます。コンパイルが正常に終了しないまた

は未コンパイル状態のNコイルがある場合、ラダープログラムをS10Vに送信できません。 

エラー数が0の場合、コンパイルは正常終了となります。 

 

 

 

図４－47 コンパイル正常終了時のアウトプットウィンドウメッセージ 

 

 

 

図４－48 コンパイル異常終了時のアウトプットウィンドウメッセージ 

 

アウトプットウィンドウのエラー内容にマウスカーソルを合わせ、ダブルクリックすると、該当の

エラー箇所（エラー行）にカーソルが移動します。 

 

 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

 

4-59 

 

 

図４－49 未コンパイル状態のNコイル 

 

コンパイルが正常に終了すると、Nコイルのアイコンが赤色から青色に変化します。 

(２) コンパイルオプション 

＜ラダー実行速度優先について＞ 

ラダープログラムコンパイルオプションとして、「ラダー実行速度優先」があります。このオ

プションを選択して作成されたラダープログラムオブジェクトをS10Vに送信すると、「ラダー実

行速度優先」を選択しない（*）でコンパイルしたラダープログラムに比べてラダー実行速度

（処理時間）が速くなります。ただし、以下の条件を満たしている必要があります。 

［条件］ 

● コンパイルしたラダープログラムにシステム演算ファンクションが含まれ、かつそのパ

ラメーター型がラダー実行速度優先を選択することでラダー実行速度が速くなる場合

（表４－10参照。ジャンプ命令の場合は速くなりません）。 

● 条件不成立によって、1つ以上のシステム演算ファンクション（ラダー実行速度優先を

選択することでラダー実行速度が速くなるシステム演算ファンクション）が実行されな

い。 

（*）ラダー図システムのVer-Rev番号が01-10以前でコンパイルしたラダープログラムがこれに

あたります。 
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表４－10 ラダー実行速度優先選択でラダー実行速度が速くなるシステム演算ファンクション一覧（1/3） 

 

システム演算 

ファンクション名称 

データタイプ 

ワード ロングワード フローティング インデックス指定 

ADD × ○ ○ ○ 

SUB × ○ ○ ○ 

INC × ○ － ○ 

DEC × ○ － ○ 

MUL ○ ○ ○ ○ 

DIV ○ ○ ○ ○ 

MOD ○ ○ － ○ 

SCL ○ － － ○ 

AND × ○ － ○ 

OR × ○ － ○ 

EOR × ○ － ○ 

NOT × ○ － ○ 

EQU × ○ ○ ○ 

NEQ × ○ ○ ○ 

GT × ○ ○ ○ 

LT × ○ ○ ○ 

GE × ○ ○ ○ 

LE × ○ ○ ○ 

TST × ○ ○ ○ 

MOV × ○ ○ ○ 

MOM ○ ○ － ○ 

INI ○ ○ － ○ 

EXC ○ ○ － ○ 

PSH ○ － － ○ 

POP ○ － － ○ 

AST ○ ○ － ○ 

SCH ○ ○ ○ ○ 

BTF ○ ○ ○ ○ 

FTB ○ ○ ○ ○ 

BTD ○ ○ － ○ 
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表４－10 ラダー実行速度優先選択でラダー実行速度が速くなるシステム演算ファンクション一覧（2/3） 

 

システム演算 

ファンクション名称 

データタイプ 

ワード ロングワード フローティング インデックス指定 

DTB ○ ○ － ○ 

SEG ○ ○ － ○ 

ASP ○ － － ○ 

ASU ○ － － ○ 

APB ○ － － ○ 

AUB ○ － － ○ 

STD ○ ○ － ○ 

DTS ○ ○ － ○ 

ABS ○ ○ ○ ○ 

NEG ○ ○ ○ ○ 

DCD ○ ○ － ○ 

ECD ○ ○ － ○ 

LSR × ○ － ○ 

LSL × ○ － ○ 

ASR × ○ － ○ 

ASL × ○ － ○ 

ROR × ○ － ○ 

ROL × ○ － ○ 

LIM ○ ○ ○ ○ 

BND ○ ○ ○ ○ 

ZON ○ ○ ○ ○ 

SQR ○ ○ ○ ○ 

SIN － － ○ ○ 

COS － － ○ ○ 

TAN － － ○ ○ 

ASIN － － ○ ○ 

ACOS － － ○ ○ 

ATAN － － ○ ○ 

EXP － － ○ ○ 

LOG － － ○ ○ 
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表４－10 ラダー実行速度優先選択でラダー実行速度が速くなるシステム演算ファンクション一覧（3/3） 

 

システム演算 

ファンクション名称 

データタイプ 

ワード ロングワード フローティング インデックス指定 

MAX ○ ○ ○ ○ 

MIN ○ ○ ○ ○ 

XCLR（*） － － － － 

YCLR（*） － － － － 

GCLR（*） － － － － 

RCLR（*） － － － － 

KCLR（*） － － － － 

TCLR（*） － － － － 

UCLR（*） － － － － 

CCLR（*） － － － － 

VCLR（*） － － － － 

ECLR（*） － － － － 

FCLR（*） － － － － 

JT － － － － 

JMP － － － － 

JSE － － － － 

○：ラダー実行速度優先を選択してコンパイルした場合、ラダー実行速度が速くなりま

す。 

×：ラダー実行速度優先を選択してコンパイルしても、ラダー実行速度は変わりません。 

－：該当するデータタイプの演算ファンクションパラメーターはサポートしていません。 

（*）ラダー実行速度優先を選択してコンパイルした場合、ラダー実行速度が速くなりま

す。 
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＜ラダー実行速度優先選択コンパイル手順＞ 

① ［ビルド］メニューの［ラダー実行速度優先］を選択している状態にします（すでに選択さ

れている状態ならばこの操作は不要です）。 

② ［部分コンパイル］または［一括コンパイル］をクリックすると、［コンパイル確認］メッ

セージダイアログボックスが表示されます。ただし、前回［コンパイル確認］メッセージダイ

アログボックスが表示されたときに［次回以降表示しない］チェックボックスにチェックマー

クを入れ  OK  ボタンをクリックした場合は表示されません（*1）。 

 

 
 

図４－50 ［コンパイル確認］メッセージダイアログボックス 

 

（*1）［ビルド］メニューの［ラダー実行速度優先］を選択していない状態で［部分コンパイ

ル］または［一括コンパイル］を行った後に、［ラダー実行速度優先］を選択している状

態にすると、［部分コンパイル］または［一括コンパイル］時に［コンパイル確認］メッ

セージダイアログボックスが再び表示されます。 

(３) ［ラダー実行速度優先］ラダープログラムファイルと従来のラダー図システムについて 

＜ラダープログラムを開く＞ 

［ラダー実行速度優先］を選択している状態でコンパイルしたラダープログラムファイルは従

来のラダー図システム（Ver-Rev番号が01-10以前）で正常に開くことはできません（*2）。［ラ

ダー実行速度優先］を選択していない状態でコンパイルしたラダープログラムファイルならば、

従来のラダー図システムで正常に開くことができます。 

＜ラダープログラムのオンライン受信＞ 

S10Vに格納されているラダープログラムオブジェクト（［ラダー実行速度優先］を選択してい

る状態でコンパイルしたラダープログラム）を従来のラダー図システムで受信した場合、受信完

了でラダープログラムを正常に表示することはできません（*2）。S10Vに格納されているラダー

プログラムオブジェクトが［ラダー実行速度優先］を選択していない状態の場合は正常に表示さ

れます｡ 

（*2）［ビルド］メニューの［不正命令コードを無視］の選択状態によって結果が異なります｡ 

［不正命令コードを無視］を選択： 

  アプリケーションエラーが発生し、ラダー図システムが強制終了されます。 

［不正命令コードを無視］を未選択： 

  演算ファンクションが不正命令シンボル（  ？  ）として表示されます。 

  アウトプットウィンドウに以下のメッセージが表示されます｡ 

  “NXX(YY行､ZZ列)：命令語が破損しています。(No=131)” 

    XX‥‥Nコイル番号（00～FF（16進数）） 

    YY‥‥破損している命令語の行位置 

    ZZ‥‥破損している命令語の列位置 
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(４) ［ﾛﾝｸﾞﾜｰﾄﾞｱｸｾｽを含む場合の注意表示］について 

＜ラダープログラムを開く＞ 

オフライン時に［部分コンパイル］または［一括コンパイル］を選択しコンパイルを実行する

と、ラダープログラムに奇数番号のロングワードレジスターまたはPSHO/POPO命令を検出した

とき［コンパイル確認］メッセージダイアログボックス（図４－51）が表示されます。ただし、

前ページ図４－50の［コンパイル確認］メッセージダイアログボックスが表示されたときに［次

回以降表示しない］チェックボックスにチェックマークを入れ  OK  ボタンをクリックした場

合は表示されません（*）。 

オンライン時は、接続中のLPUモジュールのVer-Revを確認し、LPUモジュールに合わせたコン

パイル方法を自動選択します。もし、接続中のLPUと違うコンパイル方法を選択したい場合は、

オフラインに切り替えて再度［部分コンパイル］または［一括コンパイル］を実行してくださ

い。 

 

 
 

図４－51 ［コンパイル確認］メッセージダイアログボックス 

 

（*）［ビルド］メニューの［ﾛﾝｸﾞﾜｰﾄﾞｱｸｾｽを含む場合の注意表示なし］の選択を解除する

と、［部分コンパイル］または［一括コンパイル］時に［コンパイル確認］メッセージ

ダイアログボックスが再び表示されます。 

 

＜コンパイルについて＞ 

S10Vのラダー命令には、LPUがVer-Rev：02-06以降でないと動作しないラダー命令がありま

す。コンパイル中に表示される［コンパイル確認］メッセージダイアログボックスでLPUの 

Ver-Revにあったコンパイル方法を選択してください。 

● LPUはVer-Rev：02-06以降である。 

LPUが、奇数番号のロングワードレジスターおよびPSHO/POPO命令をサポートしている、

Ver-Rev：02-06以降の場合に選択してください。 

● LPUはVer-Rev：02-05以前である。 

LPUが、奇数番号のロングワードレジスターおよびPSHO/POPO命令をサポートしていな

い、Ver-Rev：02-05以前の場合に選択してください。 
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(５) ［LIW/LOWを含む場合の注意表示］について 

＜ラダープログラムを開く＞ 

LIW/LOWレジスターを使用したラダープログラムは、従来のラダー図システム（Ver-Rev： 

01-31以前）で、正常に開くことはできません（*）。LIW/LOWレジスターを使用していない場合

は、正常に表示されます。 

（*）［ビルド］メニューの［不正命令コードを無視］の選択状態によって結果が異なります｡ 

［不正命令コードを無視］を選択： 

アプリケーションエラーが発生し、ラダー図システムが強制終了されます。 

［不正命令コードを無視］を未選択： 

LIW/LOWレジスターを使用した演算ファンクションが不正命令シンボル（  ?  ）

として表示されます。 

アウトプットウィンドウに以下のメッセージが表示されます｡ 

“NXX(YY行､ZZ列)：命令語が破損しています。(No=131)” 

  XX‥‥Nコイル番号（00～FF（16進数）） 

  YY‥‥破損している命令語の行位置 

  ZZ‥‥破損している命令語の列位置 

＜コンパイルについて＞ 

LIW/LOWレジスターを使用したラダープログラムをコンパイルすると、下記メッセージが表

示されます。オンライン／オフライン時に［部分コンパイル］または［一括コンパイル］を選択

し、LIW/LOWレジスターを使用したラダープログラムをコンパイルすると、下記メッセージが

表示されます。 

● オフラインの場合 

［LIW/LOWレジスターコンパイル確認］メッセージダイアログボックス（図４－52）が

表示されます。 

 

 

 

図４－52 ［LIW/LOWレジスターコンパイル確認］メッセージダイアログボックス 
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［LPUはVer-Rev:04-00以降である。］ラジオボタンを選択し、  OK  ボタンをクリック

すると、コンパイルを実行します。また、［LPUはVer-Rev:04-00以降である。］ラジオボ

タンを選択した場合、LPUのVer-Rev：02-06以降でサポートしている奇数番号のロング

ワードレジスター、PSHO/POPO命令使用時の［コンパイル確認］メッセージダイアログ

ボックス（図４－51）は表示せず、コンパイルを実行します。 

［LPUはVer-Rev:04-00より前である。］ラジオボタンを選択し、  OK  ボタンをクリッ

クするとコンパイルが実行されますが、アウトプットウィンドウに下記コンパイルエラー

メッセージが表示され、コンパイルに失敗します。 

 

 

 

図４－53 ［LIW/LOWレジスターが指定されています］コンパイルエラーメッセージ 

 

 OK  ボタンクリック時に「次回以降表示しない」チェックボックスにチェックマークを

入れていた場合、次回以降のコンパイル時に［LIW/LOWレジスターコンパイル確認］

メッセージダイアログボックスは表示されません。メッセージを表示する場合は、［ビル

ド］メニューの［LIW/LOWを含む場合の注意表示なし］チェックボックスのチェックを

外してください。 

 キャンセル  ボタンをクリックすると、コンパイルが中止されますので、ラダープログ

ラムを修正してください。 

 

● オンラインの場合 

接続中のLPUモジュールがVer-Rev：04-00以降でない場合は、LIW/LOWレジスター未サ

ポートエラーメッセージダイアログボックス（図４－54）が表示されます。Ver-Rev： 

04-00以降のLPUモジュールに交換するか、LIW/LOWレジスターを使用しないようラダー

プログラムを修正してください。 

 

 

 

図４－54 LIW/LOWレジスター未サポートエラーメッセージダイアログボックス 
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注意 

● ラダー図のコンパイルは1回路ごとに行われます。1回路で複数のコンパイルエラーがあった場合は、

最初に検出したコンパイルエラーだけアウトプットウィンドウに表示されます。［LPUはVer-Rev: 

04-00より前である。］ラジオボタンを選択したとき、同じ回路でLIW/LOWレジスターを使用したシ

ンボルより前の位置で別のコンパイルエラーが発生した場合、アウトプットウィンドウに

［LIW/LOWレジスターが指定されています］コンパイルエラーメッセージ（図４－53）が表示され

ません（奇数番号のロングワードレジスター、PSHO/POPO命令使用時のコンパイルエラーも同様で

す）。この場合、まずアウトプットウィンドウに表示されているコンパイルエラーを対策後、再度コ

ンパイルし、プログラムを修正してください。 

● ひとつのシンボルで奇数番号のロングワードレジスター、PSHO/POPO命令と、LIWレジスターを同

時に使用した場合、奇数番号のロングワードレジスター、PSHO/POPO命令のコンパイルエラーメッ

セージだけアウトプットウィンドウに表示され、［LIW/LOWレジスターが指定されています］コン

パイルエラーメッセージは表示されません。この場合、まず奇数番号のロングワードレジスター、

PSHO/POPO命令を修正後、再度コンパイルし、プログラムを修正してください。 

● ［LPUはVer-Rev:04-00以降である。］ラジオボタンを選択し、「次回以降表示しない」チェックボッ

クスにチェックマークを入れた場合、［ビルド］メニューの［ﾛﾝｸﾞﾜｰﾄﾞｱｸｾｽを含む場合の注意表示な

し］チェックボックスのチェックは外れていますが、奇数番号のロングワードレジスター、

PSHO/POPO命令使用時の［コンパイル確認］メッセージダイアログボックス（図４－51）は表示さ

れません。 
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４. ５. ２ オンライン／オフライン／オンラインモニター専用／オンライン待ちモードの切り替え 

ラダー図システムは、オンライン／オフライン／オンラインモニター専用／オンライン待ちのどれ

かのモードで動作します。ラダー図システムを起動すると無条件でオフラインモードになります。

［ビルド］メニュー（プルダウンメニュー）またはモードバーで希望のモードに切り替えます。ただ

し、オンライン待ちモードは［ビルド］メニューまたはモードバーからの切り替えはできません。オ

ンライン待ちモードについては「(２) オンラインモード」を参照してください。 

オンラインモニター専用モードは［ビルド］メニューまたはモードバーからの切り替えの他、［オ

ンライン中モード選択］ダイアログボックス（図４－57参照）からの選択も可能です。詳しくは

「(２) オンラインモード」を参照してください。 

モードごとに処理対象や実行できる機能が変わりますので注意してください。 

(１) オフラインモード 

編集ターゲットはPCのメモリーまたはファイルです。 

オフラインモードでは、以下のビルドメニューは選択できません。 

● 送信：PC上で編集したラダープログラムをPCsのメモリー（SEQ-RAM）へ送信します。 

● 受信：PCsのメモリー（SEQ-RAM）上にあるラダープログラムをPCのディスク上に受信しま

す。 

● コメント受信：PCsのメモリー（SEQ-RAM）上にあるI/Oコメント情報をPCのディスク上に受

信します。 

● モニター開始：PCsのメモリー（SEQ-RAM）上のラダープログラムの動作状態をモニターしま

す。 

(２) オンラインモード 

編集ターゲットは、PCsと一致したPCのメモリーまたはファイルです。オンラインに切り替えるに

は、PCsと一致させるための送信または受信が必要です。オンラインモード中に回線異常（PCとPCs

を接続しているケーブルが外れたり、PCsの電源が断状態など）になると回線エラーメッセージダイ

アログボックスが表示されます。回線異常の障害要因を取り除いてください。 

 

 

 

図４－55 回線エラーメッセージダイアログボックス 

 

＜オンラインモード時のPCsの占有＞ 

ラダー図システムは、オフラインからオンラインに切り替えるとPCsを占有します。これは、

ネットワーク上の複数のラダー図システムが同じPCsに対しての多重アクセスを防ぐための機能

です。この占有は、オンラインからオフラインに切り替え時に解除します。 
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もし、他のPCのラダー図システムがすでにPCsを占有している場合、同じPCsに対しオンライ

ンを指定すると通信種類によって以下となります。 

その他、PCs占有メッセージダイアログボックス（図４－56参照）、［オンライン中モード選

択］ダイアログボックス（図４－57参照）に表示された占有（オンラインモード）しているコン

ピュータ（PC）でラダー図システムがオンラインモードでない場合（ラダー図システムを起動し

ていない場合も含む）は、PCs占有状態が解除されずにラダー図システムが終了（*）した可能性

があります。PCs占有状態を解除するには、［ユーティリティ］メニューから［強制占有解除］

をクリックしてください。以下のメッセージダイアログが表示されますので  はい  ボタンをク

リックしてください。  いいえ  ボタンをクリックするとPCs占有状態は解除されません。 

 

 

 

（*）以下の場合、PCs占有状態が解除されない状態になります。 

● ラダー図システムがオンラインモード状態で動作中にPCの電源が切れ（停電な

ど）、正常にラダー図システムが終了できなかった。 

● ラダー図システムがオンラインモード状態で動作中にPCsの電源を切った状態で、ラ

ダー図システムを終了した。 

 

通信種類がRS-232C： 

 PCs占有メッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

○○○○○○：占有（オンラインモード）しているコンピュータ名 

□□□□□□：通信種類 

 

図４－56 PCs占有メッセージダイアログボックス 

 

PCs占有メッセージダイアログボックスの  OK  ボタンをクリックしてください。なお、オン

ライン指定は無効（オフラインモードのまま）となります。 
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通信種類がイーサネット： 

 ［オンライン中モード選択］ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

○○○○○：占有（オンラインモード）しているコンピュータ名 

□□□□□：オンラインモードのラダー図システムの通信種別 

 

図４－57 ［オンライン中モード選択］ダイアログボックス 

 

①～③のどれかを選択し、  OK  ボタンをクリックしてください（①～③のどれかを選択す

るまで、  OK  ボタンはクリックできません）。なお、①を選択時は［詳細メッセージ］

チェックボックスにチェックマークを入れると、オンラインモード中のラダー図システムに対し

てユーザー入力による任意のメッセージを入力／送信できます（送信は  OK  ボタンをクリッ

クしたタイミングとなります）。 

①を選択：オンラインモード解除要求を送信し、オンライン待ちモードとなります。オンライ

ンモードが解除されると、オンラインモード解除要求を送信したPCのラダー図シス

テムの通信状態が、オンライン待ちモードからオンラインモードに遷移します。す

でにオンライン待ち状態のPCがある場合は、［オンラインモード解除要求を送信

し、オンライン待ちモード状態に入る］ラジオボタンを選択できません。 

オンラインモード解除要求についての詳細は「(３) オンラインモード解除要求」

を参照してください。 

②を選択：通信状態がオンラインモニター専用モードとなります。［オンラインモード解除

メッセージ受信］チェックボックスにチェックマークを入れると、オンラインモー

ドが解除されたタイミングで［オンラインモード解除］メッセージダイアログボッ

クスが表示されます（図４－67参照）。 

詳細は「(４) オンラインモニター専用モード」を参照してください。 

③を選択：オフラインモードとなります。 

① 

② 

③ 
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(３) オンラインモード解除要求 

オンラインモード解除要求の概略を下記の図を使用して説明します。 

 
 

PS LPU 

＜LPUユニット＞ 

CMU 

＜HUB＞ 

I/O I/O I/O 

PC-A 

ﾗﾀﾞｰ図ｼｽﾃﾑ 
（ｵﾝﾗｲﾝﾓｰﾄﾞ）

ﾗﾀﾞｰ図ｼｽﾃﾑ 
（ｵﾌﾗｲﾝﾓｰﾄﾞ）

ｵﾝﾗｲﾝﾓｰﾄﾞ解除要求 

ｵﾝﾗｲﾝﾓｰﾄﾞ解除応答 

PC-B 

 

 

図４－58 オンラインモード解除メッセージ送受信 

 

① PC-Bのラダー図システムの通信状態をオフラインモードからオンラインモードに変更します

が、すでにPC-Aのラダー図システムの通信状態がオンラインモードのため、［オンライン中モー

ド選択］ダイアログボックス（図４－57参照）が表示されます。 

② PC-Bは［オンライン中モード選択］ダイアログボックスの「モード選択」グループボックスで

［オンラインモード解除要求を送信し、オンライン待ち状態に入る］ラジオボタンを選択しま

す。必要に応じて［詳細メッセージ］チェックボックスにチェックマークを入れ、詳細メッセー

ジを入力してください（任意）。“応答タイムアウト監視時間”には、オンラインモードのラ

ダー図システムからの応答を待つ時間を指定します（必須）。指定可能な範囲は1秒単位で30～

600秒となります。デフォルトは180秒となります。この監視時間内にオンラインモードのラダー

図システムから応答がない場合、応答監視タイムアウトメッセージダイアログボックスが表示さ

れます。 

詳細メッセージおよび応答監視タイムアウトメッセージダイアログボックスについては、「オ

ンラインモード解除要求メッセージ送信PC」を参照してください。 

 OK  ボタンをクリックしてください。PC-Bのラダー図システムの通信状態は「オンライン待

ちモード」となり、PC-Aからのオンラインモード解除要求に対する応答を待ちます。 
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＜留意事項＞ 

監視時間内（［オンライン中モード選択］ダイアログボックスの  OK  ボタンをクリッ

クしてから10秒間）にオンラインモードのラダー図システムから応答がない（無応答）と応

答なしメッセージダイアログボックス（図４－59）が表示されます。 

 

 

○○○○○○：占有（オンラインモード）しているコンピュータ名 

 

図４－59 応答なしメッセージダイアログボックス 

 

無応答の原因には以下のどれかが考えられます。ただし、オンラインモード解除要求を出した

PCからは下記エラー要因を区別することはできません。 

● オンラインモードのラダー図システムがオンラインモニター専用モード未サポートバー

ジョン（Ver-Rev番号が01-20以前）。 

● オンラインモード解除要求を送信する前（［オンライン中モード選択］ダイアログボック

スの  OK  ボタンをクリックする前）に、ラダー図システムの通信状態がオンライン

モードからオンラインモード以外に切り替わった。 

● オンラインモードのラダー図システムがPCs占有状態を解除されずに終了した場合 

（「４. ５. ２ オンライン／オフライン／オンラインモニター専用／オンライン待ち

モードの切り替え」の「(２) オンラインモード」参照）。 

● オンラインモードのラダー図システムが動作中のPCとPCsの回線が切れた（ケーブル外れ

など）。応答なしメッセージダイアログボックス（図４－59参照）の  OK  ボタンをク

リックしてください。直接、オンラインモードのラダー図システムを使用しているユー

ザーに問い合わせてください（③以降の操作はありません）。 

③ PC-Aにオンラインモード解除要求メッセージダイアログボックス（図４－64参照）が表示され

ます。ここでは、「返信項目」グループボックスの［すぐにオンラインモードを解除します］ラ

ジオボタンを選択して  OK  ボタンをクリックします。 

④ PC-Bに応答ありメッセージダイアログボックス（図４－61参照）が表示されます。  OK  ボ

タンをクリックしてPC-Aがオフラインモードになるのを待ちます。 

⑤ PC-Aのラダー図システムの通信状態を「オンラインモード」から「オフラインモード」に切り

替えます。 
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⑥ PC-Bのラダー図システムの通信状態が「オンラインモード待ち」状態から「オンラインモー

ド」に自動で切り替わるとともに、オンラインモードに切り替わりましたメッセージダイアログ

ボックスが表示されます。  OK  ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

図４－60 オンラインモードに切り替わりましたメッセージダイアログボックス 
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オンラインモード解除要求メッセージ送信PC： 

オンラインモードのラダー図システムにオンラインモード解除要求メッセージを送信します。 

［詳細メッセージ］チェックボックスにチェックマークを入れると、ユーザーによる任意の送信

メッセージを入力できます。入力できるメッセージ長は128バイト以内にしてください（半角1文

字は1バイト、全角1文字は2バイトとして計算してください）。詳細メッセージ入力は必須では

ありませんので、不要な場合はチェックボックスにチェックマークを入れないでください。 

オンラインモードのラダー図システムから応答があると、以下の応答ありメッセージダイアログ

ボックスが表示されます。メッセージを確認後、  OK  ボタンをクリックしてください。 

 

 

○○○○○○：占有（オンラインモード）しているコンピュータ名 

XX‥‥XX：占有（オンラインモード）しているコンピュータからの応答メッセージ 

YY‥‥YY：占有（オンラインモード）しているコンピュータからの詳細メッセージ 

 

図４－61 応答ありメッセージダイアログボックス 

 

オンラインモードのラダー図システムのオンラインモードが解除されると、オンライン待ちモー

ドのラダー図システムのオンライン待ちモードが解除され、自動でオンラインモードとなりま

す。 

［オンライン中モード選択］ダイアログボックスで指定した応答タイムアウト監視時間内に応答

がない場合は、応答監視タイムアウトメッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

○○○○○○：占有（オンラインモード）しているコンピュータ名 

 

図４－62 応答監視タイムアウトメッセージダイアログボックス 
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応答監視タイムアウトメッセージダイアログボックスの  OK  ボタンをクリックすると、オン

ラインモニター専用モード切り替えメッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－63 オンラインモニター専用モード切り替えメッセージダイアログボックス 

 

オンラインモニター専用モード切り替えメッセージダイアログボックスの  はい  ボタンまたは  

 いいえ  ボタンをクリックしてください。 

  はい  ボタン：オンラインモニター専用モードに切り替えます。 

  いいえ  ボタン：オフラインモードに切り替えます。 
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オンラインモード解除要求メッセージ受信PC： 

オンラインモードのラダー図システムはオンラインモード解除要求メッセージを受信すると［オ

ンラインモード解除要求］メッセージダイアログボックスを表示します。 

 

 

○○○○○○：オンラインモード解除要求を出したコンピュータ名 

XX‥‥XX：オンラインモード解除要求を出したコンピュータからの詳細メッセージ 

□□□：オンラインモード解除要求を出したコンピュータがタイムアウトするまでの

時間（単位：秒） 

 

図４－64 ［オンラインモード解除要求］メッセージダイアログボックス 

 

「返信項目」グループボックスから返信項目のどれかを選択して  OK  ボタンをクリックする

と、オンラインモード解除要求メッセージを送信したPCに返信メッセージが送信されます。オン

ラインモード解除要求メッセージを送信したPCが返信メッセージが届く前にラダー図システムを

終了しているか、また、通信状態をオフラインモードまたはオンラインモニター専用モードに切

り替えている場合、オンラインモード解除要求キャンセルメッセージダイアログボックスが表示

されます。 
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○○○○○○：オンラインモード解除要求を出したコンピュータ名 

 

図４－65 オンラインモード解除要求キャンセルメッセージダイアログボックス 

 

オンラインモード解除要求キャンセルメッセージダイアログボックスの  OK  ボタンをクリッ

クしてください。 

 

＜返信項目詳細メッセージ送信手順＞ 

① 返信項目の［詳細メッセージ送信］チェックボックスにチェックマークを入れると、詳細

メッセージフォームが入力可能状態となります。 

② 詳細メッセージフォームに詳細メッセージを入力します。入力できる詳細メッセージ長は

128バイト以内としてください（半角1文字が1バイト、全角1文字が2バイトとして計算して

ください）｡ 

③  OK  ボタンをクリックしてください｡ 
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(４) オンラインモニター専用モード 

＜機能制限＞ 

オンラインモニター専用モードではオンラインモードに比べ、以下の機能が制限されます。 

● ラダープログラムの送信ができません。 

● ラダープログラムの容量変更ができません。 

● アナログパルスカウンターの変更ができません。 

● MCS画面からの実機メモリーに対する書き込みができません。 

● FD機能の送信ができません。 

● RUN中書き換えができません。 

＜モニター中のラダープログラム変更＞ 

オンラインモニター専用モードでラダー回路モニター中、モニター先のラダー回路が変更され

た場合、ラダープログラム変更メッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－66 ラダープログラム変更メッセージダイアログボックス 

 

 OK  ボタンをクリック後、メッセージに従ってラダー回路モニターを停止した後、ラダープ

ログラムを受信してください。その後、ラダー回路モニターを行ってください。ラダープログラ

ムの受信を行わないとラダー回路モニターが正常に行われません。 

＜オンラインモード解除の通知＞ 

オンラインモニター専用モードでは、オンラインモードラダー図システムのオンラインモード

が解除されたことを検出し、オンラインモード解除メッセージダイアログボックス（図４－67参

照）による通知を受けることができます。ただし、オンラインモード解除の通知は、［オンライ

ン中モード選択］ダイアログボックス（図４－57参照）で［オンラインモード解除メッセージ受

信］チェックボックスにチェックマークを入れて、オンラインモニター専用モードに切り替えた

場合だけ受けられます。したがって、［ビルド］メニューやモードバーから直接オンラインモニ

ター専用モードを選択した場合は、オンラインモード解除の通知を受けることはできません。 

 

 

 

図４－67 オンラインモード解除メッセージダイアログボックス 
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＜最大接続数＞ 

CMUモジュールまたはET.NETモジュール（MAIN/SUB）にツールをHUB経由で接続する場

合、各々4台までPCを接続できます。したがって、1つのLPUユニットに対して最大12台のPCを接

続できます。 

(５) オンラインモード解除の同時要求について 

2台以上のPCから同一のLPUユニットに対して、同時に（通常はすでにオンラインモード解除要求

中のPCがあれば、オンラインモード解除要求を出すことはできません）オンラインモード解除要求を

行った場合、オンラインモードのPCから応答メッセージが受信できずに応答なしメッセージダイアロ

グボックスが表示されることがあります。その場合、再度［オンライン中モード選択］ダイアログ

ボックスから［オンラインモード解除要求を送信し、オンライン待ちモード状態に入る］ラジオボタ

ンを選択し、  OK  ボタンをクリックしてください（ただし、すでにオンライン待ちのPCがある場

合は［オンラインモード解除要求を送信し、オンライン待ちモード状態に入る］ラジオボタンを選択

することはできません）。 

(６) 強制占有解除 

［ユーティリティ］メニューから［強制占有解除］をクリックすると、PCs占有情報およびオンラ

インモード解除要求情報も解除（初期化）されますので注意してください。 
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４. ５. ３ ラダープログラムの送信／受信 
ラダープログラムの送信／受信は、オンラインモードの場合だけ有効です（オフラインモードで

は、使用できません）。オフラインモード状態の場合、オンラインモードに切り替えてください。 

(１) PCで編集したラダープログラムをS10Vに送信 

PCで編集したコンパイル済み（コンパイル正常終了）のラダープログラムをS10Vに送信します。 

（注1）Nコイル単位でのラダープログラムの送信はできません。全Nコイルを一括して送信しま

す。 

（注2）ラダープログラムは、シーケンスメモリーとフラッシュメモリーの両メモリーに書き込ま

れます。LPUユニットの電源断時にシーケンスメモリーの内容が消去され、電源投入時に

退避していたラダープログラムをフラッシュメモリーから読み出し、シーケンスメモリー

に書き込みます。 

（注3）送信するラダープログラム中にシステム拡張演算ファンクション（「付録Ｂ システム拡

張演算ファンクション一覧」参照）が含まれている場合、システム拡張演算ファンクショ

ンの実装をチェックします。システム拡張演算ファンクションが未実装の場合、ラダープ

ログラムを送信しないでエラーメッセージダイアログボックスが表示されます。該当する

システム拡張演算ファンクションのプログラムを実装後、ラダープログラムを送信してく

ださい。 

実装が必要な演算ファンクションについては、「付録Ｂ システム拡張演算ファンクショ

ン一覧」を参照してください。 

＜操作＞ 

① ［ビルド］メニューから［送信］をクリックします。 

② ［送信設定］画面が表示されます。 

 

 
 

図４－68 ［送信設定］画面 
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③ ［送信設定］画面から、送信したいエリアの選択ボタン（表４－11参照）をクリックし、  

 OK  ボタンをクリックします。デフォルトエリアは、「シーケンス」となります。 

 

表４－11 送受信エリア一覧 

 

選択ﾎﾞﾀﾝ 
ﾗﾀﾞｰｴﾘｱ

（*1） 
ｱﾅﾛｸﾞﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾀｰ情報 TUC設定値 

ﾚｼﾞｽﾀｰ 

DW, LW FW, BD LB, LL, LF, LM, LG, LX ﾜｰｸ（*2） 

ｼｰｹﾝｽ ○ ○ ○ － － － － 

ｼｰｹﾝｽ+ﾃﾞｰﾀ ○ ○ ○ ○ － － － 

ｼｰｹﾝｽ+ﾌｪﾝｽ ○ ○ ○ ○ － － － 

ｼｰｹﾝｽ+ﾜｰｸ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

全ｴﾘｱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：送信／受信対象 

－：送信／受信対象外 

 

（*1）ラダーエリアには、ラダープログラムの他に以下の情報が含まれます。 

● ユーザ演算ファンクション情報（登録テーブルおよびプログラム本体） 

（［容量変更］画面でユーザ演算ファンクションエリアサイズが指定されている場合だけ） 

● I/Oコメント情報 

（［容量変更］画面でI/Oコメントエリアサイズが指定されている場合だけ） 

● シーケンス管理テーブル（SQET） 

● PCsエディション情報（［容量変更］画面で設定（変更）する情報） 

● ラダープログラム履歴情報 

● ラダープログラムラベル情報 

（*2）X, J, Y, Q, G, R, M, K, T, U, C, N, P, V, E, Z, Sのレジスターを表わします。 

ここでのT, U, Cは、接点のT, U, Cです。 

 

 シーケンス  または  シーケンス＋データ  ボタンをクリックした場合、ラダープログラムはEOP

（ラダープログラムの終了）までが送信の対象となります。これら以外のボタンをクリックした場合、

ラダープログラムは［容量変更］画面で設定したラダープログラムの全エリアが送信対象となります。 

ラダープログラム履歴コメントは必要に応じて入力してください。半角文字で最大128文字（全角文

字ならば64文字）入力できます。 

I/Oコメントを送信する場合は、「I/Oコメント」グループボックスの［I/Oコメント送信］チェック

ボックスをチェック状態にしてください。 
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④ ［回路送信確認］画面（図４－69参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－69 ［回路送信確認］画面 

 

 OK  ボタンをクリックすると、［回路送信確認］画面および［送信設定］画面が閉じら

れ、ラダープログラムの送信が開始されます。 

 キャンセル  ボタンをクリックすると、ラダープログラムは送信されないで［回路送信確

認］画面が閉じられます（③の状態に戻ります）。 

⑤ 送信しようとしているラダープログラムに奇数番号のロングワードレジスターまたはPSHO/ 

POPO命令が含まれていると、送信直前にLPUのVer-Revを確認し、Ver-Rev：02-05以前の場

合、送信禁止画面（図４－70参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－70 送信禁止画面 

 

Ver-Rev：01-16以降のラダー図システムで作成した、奇数番号のロングワードレジスターまた

はPSHO/POPOを含むラダープログラムを、Ver-Rev：01-15以前のラダー図システムまたは一

括ロードでVer-Rev：02-05以前のLPUに送信すると、LPUが“不当命令検出”で停止します。 
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⑥ 送信しようとしているラダープログラムにLIW/LOWレジスターが含まれていると、送信直

前にLPUモジュールのVer-Revを確認し、Ver-Rev：04-00以前の場合、送信禁止画面（図４－71

参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－71 LIW/LOWレジスター送信禁止画面 

 

Ver-Rev：01-32以降のラダー図システムで作成した、LIW/LOWレジスターを含むラダープログ

ラムを、Ver-Rev：01-31以前のラダー図システムまたは一括ロードでVer-Rev：04-00より前の

LPUに送信すると、LPUが“不当命令検出”で停止します。 

 

⑦ ラダープログラム送信中は、［送信中］画面（図４－72参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－72 ［送信中］画面 

 

⑧ ラダープログラム送信が完了すると、［送信中］画面は閉じられます。 

 

＜ラダープログラム履歴＞ 

［送信設定］画面でラダープログラム履歴コメントを入力した場合、ラダープログラム送信状

態でS10Vのメモリーに登録されます。また、送信日時もラダープログラム送信状態で自動的に

S10Vのメモリーに登録されます。送信日時は、S10V上の時刻を使用しますのでS10Vの時刻を正

しく設定しておいてください。 

（注）ラダープログラム履歴だけは送信できません。 
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＜I/Oコメント送信＞ 

I/Oコメントが送信可能となる条件を以下に示します。このすべての条件を満たしていない場

合、「I/Oコメント」グループボックスの［I/Oコメント送信］チェックボックスは選択できませ

ん。 

● ラダーシートがコメント表示状態になっている。 

● I/OコメントエリアがS10Vのメモリー上に確保されている。 

（I/Oコメントエリアは、［容量変更］画面で確保します。） 

(２) ラダープログラム受信 

S10Vのメモリー（SEQ-RAM）上のラダープログラムをPCのディスク上に受信します。 

＜操作＞ 

① ［ビルド］メニューから［受信］をクリックします。  

② ［受信設定］画面が表示されます。 

 

 

 

図４－73 ［受信設定］画面 

 

［受信設定］画面表示のタイミングでラダープログラム履歴情報が表示されます（送信日時

は最後にラダープログラムを送信した日時です）。また、S10Vのメモリー上（SEQ-RAM）に

I/Oコメントが保存されていれば、I/Oコメントの保存アドレスが表示されます。 

③ ［受信設定］画面から受信したいエリアを選択（(１) 参照）し  OK  ボタンをクリックし

ます。デフォルトエリアは、「シーケンス」です。 

 キャンセル  ボタンをクリックすると、［受信設定］画面が閉じられます（ラダープログ

ラムは受信されません）。 
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④ ［回路受信確認］画面（図４－74参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－74 ［回路受信確認］画面 

 

 OK  ボタンをクリックすると、［回路受信確認］画面および［受信設定］画面が閉じら

れ、ラダープログラムの受信が開始されます。 

 キャンセル  ボタンをクリックすると、ラダープログラムは受信されずに［回路受信確

認］画面が閉じられます（③の状態に戻ります）。 

⑤ ラダープログラム受信中は、［受信中］画面（図４－75参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－75 ［受信中］画面 

 

⑥ ラダープログラムの受信が完了すると、［受信中］画面は閉じられます。 
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４. ５. ４ ラダー回路のモニター 

S10Vのメモリー（SEQ-RAM）上にあるラダープログラムの動作状態をモニターします。以下にモ

ニター対象とラダーシンボルを示します。これ以外のシンボルについては、モニター対象外となりま

す。また、システムレジスターのS000～S00FのA/B接点もモニター対象外となります。接点が成立し

てもモニター表示上は変化しません（赤色表示にはなりません）。 

ラダー回路のモニター機能には、ラダーシンボルに対する入出力設定機能もあります。 

● A接点：接点がON（=1）状態で、シンボルが赤色表示となります。 

● B接点：接点がOFF（=0）状態で、シンボルが赤色表示となります。 

● 立ち上がりエッジ接点：接点がON（=1）状態で、シンボルが赤色表示となります。 

● 立ち下がりエッジ接点：接点がON（=1）状態で、シンボルが赤色表示となります。 

● ノーマルコイル：コイルがON（=1）状態で、シンボルが赤色表示となります。 

タイマー、カウンター、ワンショットの場合、現在の計数値も表示します。 

● セットコイル：セットコイルがON（=1）状態で、シンボルが赤色表示となります。 

● リセットコイル：リセットコイルがON（=1）状態で、シンボルが赤色表示となります。 

● 演算ファンクション：演算ファンクションの結果が10進数または16進数で表示されます。 

シンボルの表示色は［環境設定］画面で変更できます。 

＜操作＞ 

① ［ビルド］メニューから［モニタ開始］をクリックします（［ビルド］メニューの［モニタ

開始］が［モニタ停止］となります）。または、ツールバーの［モニタ開始］をクリックしま

す。 

② ラダーシートがモニター状態（背景色が［環境設定］画面で設定した色）となります。 

③ モニターを停止する場合は、［ビルド］メニューから［モニタ停止］をクリックします

（［ビルド］メニューの［モニタ停止］が［モニタ開始］となります）。または、ツールバー

の［モニタ停止］をクリックします。 
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＜表示形式の切り替え＞ 

演算ファンクションの結果を10進数表示または16進数表示に切り替えます。表示形式は、表示

メニューまたはツールバーで切り替えます。［表示］メニューの場合、現在の表示形式（モニタ

10進表示／モニタ16進表示）にチェックマークがついています。ツールバーの場合は、切り替え

る表示形式（現在10進数で表示されていればツールバーのボタンは16進数となり、16進数ならば

その逆）のボタンが表示されます。 

 

（メニュー） 

 

 

図４－76 ［表示］メニューからのモニター表示形式切り替え 

 

（ツールバー） 

 

 

図４－77 ツールバーからのモニター表示形式切り替え 

 

デフォルトの表示形式は10進数表示です。 

 

 

ﾓﾆﾀ値を16進数で表示 
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演算ファンクションのモニター状態（例）を以下に示します。 

 

 

 

図４－78 10進数形式でのラダー回路モニター 

 

 

 

図４－79 16進数形式でのラダー回路モニター 

  

10進数表示 

16進数表示 
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＜入出力設定＞ 

ラダーシートがモニター状態の場合、ラダーシンボルに対して入出力設定ができます。ただ

し、比較シンボルおよびインデックスレジスターを使用しているシンボルに対しての入出力設定

はできません。 

以下に入出力設定の具体例を示します。 

(１) 入出力設定をしたいラダーシンボルにマウスカーソルを合わせダブルクリックします

（以下の例ではA接点のX000にマウスカーソルを合わせダブルクリックします）。 

 

 
 

図４－80 ラダーシンボル選択 

 

(２) ［入出力設定］画面（図４－81参照）が表示されます。 

 

 
 

図４－81 ［入出力設定］画面 

 

(３) ［入出力設定］画面の［ON］のラジオボタンをクリック後、  OK  ボタンをクリック

すると、［入出力設定］画面が閉じられ接点がONします（図４－82参照）。 

 キャンセル  ボタンをクリックした場合、［入出力設定］画面が閉じられ接点の状態は変

化しません。 

 

 
 

図４－82 モニターシンボル色変化 
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４. ５. ５ 実I/O変換機能  

複数のラダー回路（Nコイル）を共通プログラムとして扱い、接点やコイルを指定のレジスターに

置き換え、複数のラダー回路（共通プログラム）を結合して1つのラダー回路として生成する機能で

す。  

1台のPLCで複数のロボットを制御する場合、ロジック（回路）は同じで接点やコイルのアドレスだ

けが異なるというケースがあります。このような場合、前もって共通のラダー回路を作成しておき、

接点やコイルのアドレスの変換方法と回路の結合順を定義し、実I/O変換機能を実行することで、自動

的に実際の接点やコイルのアドレスに割り付けた結合プログラムを生成することができます。 

実I/O変換機能では、変換前の共通プログラムをライブラリープログラムと呼び、変換後のプログラ

ムを実I/Oプログラムと呼びます。また、接点やコイルのアドレスの変換方法と回路の結合順は別ファ

イルに定義します。この定義ファイルのことを変換テーブルファイルと呼び、接点やコイルのアドレ

スの変換方法の定義を割付テーブルと呼び、回路の変換／結合順の定義を生成定義と呼びます。 

作成した実I/Oプログラムは、コンパイル後、実機に送信しモニターやデバッグなどを行います。 
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(１) ライブラリープログラム（変換前プログラム）の作成 

Nコイルとして作成したプログラムがライブラリープログラム（変換前の共通プログラム）1つに相

当します。したがって、Nコイルの最大数である256個のライブラリープログラムが作成できます。 

ライブラリープログラムはライブラリー用レジスターを使用して記述してください。ライブラリー

用レジスター以外を使用した場合、そのレジスターは変換対象外となります。ライブラリー用レジス

ターは変換テーブルファイルに従って変換されます。 

 

＜ライブラリー用レジスター＞ 

以下に示すレジスターがライブラリー用レジスターとして使用できます。以下のレジスター以

外は変換対象外となります。なお、以下のレジスターは変換後のレジスターとしても指定できま

す。 

 

・ビットレジスター：LB0000～LBFFFF 

・ワードレジスター：LBW0000～LBWFFF0 

LWW0000～LWWFFFF 

LVW0000～LVW0FF0 

・ロングワードレジスター：LBL0000～LBLFFE0 

LWL000～LWLFFFE 

LVL0000～LVL0FE0 

・エッジ接点用ビットレジスター：LV0000～LV0FFF 

・以下に示す特殊コイル 

 T：オンディレイタイマーコイル：T000～T7FF（接点、コイル） 

 U：ワンショットコイル：U000～U0FF（接点、コイル） 

 C：カウンターコイル：C000～C0FF（接点） 

CU00～CUFF（コイル） 

CD00～CDFF（コイル） 

CR00～CRFF（コイル） 

 N：ネスティングコイル：N001～N0FF（接点） 

NM01～NMFF（コイル） 

NZ01～NZFF（コイル） 

 P：プロセスコイル：P001～P080（接点、コイル） 

 K：キープリレーコイル：K000～KFFF（接点、コイル） 

 

エッジ接点および特殊コイルは、変換前レジスターと変換後レジスターの種別が同じでなければ

なりません。 
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(２) 変換テーブルファイルの作成 

変換テーブルファイルは、割付テーブルと生成定義から構成されます。割付テーブルには、1ライ

ブラリープログラム（1Nコイル）に対するレジスターの変換方法を定義してください。生成定義に

は、1ライブラリープログラム（1Nコイル）に対し、どの割付テーブルを用いてレジスター変換を行

い、それらをどの順で結合して実I/Oプログラムを生成するかを定義してください。 

変換テーブルファイルは、CSV形式で作成します。Excelを使用して作成することも、テキストエ

ディターを使用して直接作成することもできます。 

以下にExcelでの作成例（変換前レジスター→変換後レジスター（実I/O））を示し、変換テーブル

ファイルのフォーマットの詳細について説明します。 

 

 A B C 

1 #割付テーブル１   

2    

3 <<TBL1>>   

4 #変換前レジスタ 変換後レジスタ コメント 

5 LB0001 X100 入力１ 

6 LB0010-001F Y100-10F 出力１～１５ 

7 LBW0020 DW002 データ１ 

8    

9 #割付テーブル２   

10 <<TBL2>>   

11 #変換前レジスター 変換後レジスター コメント 

12 LB0001 X200 入力１ 

13 LB0010-001F Y200-20F 出力１～１５ 

14 LBW0020 DW102 データ１ 

15    

16 #生成定義   

17 [LIB]   

18 #ライブラリNo. 割付テーブル  

19 L00 TBL1  

20 L01 TBL2  

 

① #で始まる行はコメント行として扱います。コメント以外は、すべて半角大文字で記述する必

要があります。 

② 空行は無視します。 
  

④ ⑤ ⑥ 

⑧ ⑨ 

⑦ 

① 

② 

③ 
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③ 割付テーブル名称は<<TBL○>>で囲んで第1セル（列番号A）に記述します。 

○には、テーブルNo.を16進数のゼロサプレスで指定してください。 

テーブルNo.の範囲は0～0x7FFFFFFFです。 

④ 変換対象の変換前レジスター名称は第1セル（列番号A）に記述します。 

レジスターの指定は単独または範囲指定で行います。LB0010-001Fのように記述した場合、

LB0010, LB0011, …, LB001Fの16個のレジスター指定となります。 

異なるレジスター種別にまたがる範囲指定はできません。 

⑤ 変換前レジスターに対応する変換後レジスターを第2セル（列番号B）に記述します。 

⑥ 第3セル（列番号C）以降はコメントとして扱います。 

ラダープログラム編集で各レジスターに割り付けるコメントとは無関係です。 

⑦ “［LIB］”と記述した次の行から、実I/Oプログラムを生成するための生成定義をライブラ

リーを結合する順番に記述します。 

⑧ ライブラリーNo.（L00～LFF）は第1セル（列番号A）に記述します。L00～LFFが、ライブラ

リープログラムのNコイル（N00～NFF）に対応します。 

⑨ 割付テーブル名称を第2セル（列番号B）に記述します。 

1つのライブラリーNo.に対して、複数の割付テーブルを割り付けることができます。 

 

＜実I/Oプログラムからライブラリープログラムに変換する場合＞ 

下記のように、前述の変換前レジスターと変換後レジスターを入れ替えて割付テーブルを作成

してください。また、変換時には「変換前レジスタを限定しない」を指定して変換を行ってくだ

さい（後述の「(３) 実I/Oプログラムへの変換」参照）。 

 

#変換前レジスタ 変換後レジスタ 

X100 LB0001 

Y100-10F LB0010-001F 

DW002 LBW0020 
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＜CSVファイル＞ 

前述のExcelの例に対応するCSVファイルの内容は、以下のようになります。 

 

 

#割付テーブル１,, 

,, 

<<TBL1>>,, 

#変換前レジスタ,変換後レジスタ,コメント 

LB0001,X100,入力１ 

LB0010-001F,Y100-10F,出力１～１５ 

LBW0020,DW002,データ１ 

,, 

#割付テーブル２,, 

<<TBL2>>,, 

#変換前レジスタ,変換後レジスタ,コメント 

LB0001,X200,入力１ 

LB0010-001F,Y200-20F,出力１～１５ 

LBW0020,DW102,データ１ 

,, 

#生成定義,, 

[LIB],, 

#ライブラリNo.,割付テーブル, 

L00,TBL1, 

L01,TBL2, 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

 

4-95 

＜特殊コイルの記述について＞ 

特殊コイルに関しては、同種の接点またはコイル間で変換します。割付テーブルに記述する変

換前レジスターと変換後レジスターは、以下に示す記述に従ってください。オンディレイタイ

マーコイル、ワンショットコイル、プロセスコイルは、それぞれT, U, Pではなく、TI, UI, PIのよ

うに記述しますので注意してください。 

 

レジスター種別 接点記述 コイル記述 用途 

T T000～T7FF TI000～TI7FF オンディレイタイマー 

U U000～U0FF UI000～UI0FF ワンショット 

CU C000～C0FF 

 

CU00～CUFF アップカウンター 

CD CD00～CDFF ダウンカウンター 

CR CR00～CRFF リセットカウンター 

NM N001～N0FF NM01～NMFF マスターコントロール 

NZ NZ01～NZFF ゾーンコントロール 

P P001～P080 PI001～PI080 プロセス 

K K000～KFFF K000～KFFF キープリレー 

 

特殊コイルにおいて、接点とコイルの記述が違うものに関して、接点とコイル両方を変換する

場合は、以下のように接点とコイル両方の変換を割付テーブルに記述してください。 

 #変換前レジスタ 変換後レジスタ 

 T100-10F T200-20F ‥‥‥〔接点〕 

 TI100-10F TI200-20F ‥‥‥〔コイル〕 

 

＜変換に関する注意事項＞ 

● ライブラリープログラムにジャンプ命令（JT, JMP, JSE）は使用できません。ジャンプ命令

を使用したライブラリープログラムに対し実I/O変換メニューを選択すると、ダイアログボッ

クスに以下のエラーメッセージが表示されます。 

 “ライブラリプログラムにジャンプ命令（JT, JMP, JSE）は使用できません。” 

● 以下の形式のインデックスレジスターは変換対象外となります。 

 PIOレジスター（インデックスレジスター） 

● 生成定義以降に定義した割付テーブルは無視されます。 

割付テーブルは生成定義の前にすべて定義してください。 

● 生成定義におけるライブラリーNo.と割付テーブルの組み合わせは最大512行定義できます。 

これを超えた場合、513行目以降が無視されます。 

● 変換前レジスターと変換後レジスターのデータ型が不一致の場合、変換は行われません。 

● 変換前レジスターまたは変換後レジスターを範囲指定で指定する場合、開始レジスターは必

ず終了レジスターよりも小さい番号を指定してください。  
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● 変換前レジスターおよび変換後レジスターの範囲指定でレジスター数が異なる場合、一致し

た変換個数まで変換されます。一致しなかったレジスターについては変換されません。 

● 変換前レジスターと変換後レジスターの指定が、一方は単体指定（LB0000など）で他方が範

囲指定（X100-110など）の場合、その組み合わせでの変換は行われません。 

● 以下に示すレジスターは、変換前レジスターおよび変換後レジスターとして指定した場合、

その組み合わせでの変換は行われません。 

・浮動小数点型レジスター：LF, LG 

・計数値型レジスター：TC, UC, CC 

・設定値型レジスター：TS, US, CS 

・インダイレクトレジスター：BD, BW, BL 

● 特殊コイルの変換は、変換前レジスターと変換後レジスターの種別を合わせてください。 

異なるレジスターを使用した場合、その組み合わせでの変換は行われません。また、通常の

コイル（LBなど）を特殊コイルに変換することはできません。 

● エッジ接点はエッジ接点用レジスター以外に変換できません。 

● セットコイル／リセットコイルは、Kレジスター（キープリレー）間でだけ変換できます。 

● 変換は、割付テーブルに記述された順で行います。 

例えば、下記のように割付テーブルを記述した場合、まずLB0000をLB0010に変換し、次に

LB0010をLB0020に変換します。この結果、LB0000とLB0010の両方がLB0020に変換されま

す。 

 

#変換前レジスタ 変換後レジスタ 

LB0000 LB0010 

LB0010 LB0020 

 

 

 

 

定義の順番を下記のように入れ替えると、まずLB0010をLB0020に変換し、次にLB0000を

LB0010に変換します。この結果、LB0000はLB0010に、LB0010はLB0020に変換されます。 

 

#変換前レジスタ 変換後レジスタ 

LB0010 LB0020 

LB0000 LB0010 

 

 

 

 

● HS.RI/O入出力用レジスター（LI, LO）は、演算ファンクション以外のシンボルに変換できま

せん。 

LB0000 LB0010 LB0020 LB0020 実I/O変換 

LB0000 LB0010 LB0010 LB0020 実I/O変換 
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(３) 実I/Oプログラムへの変換 

ビルドメニューの「実I/O変換」項目を選択すると、［実I/O変換］画面が表示されます。 

実I/O変換は、現在開いているプログラムをライブラリープログラムとして扱い、変換テーブルファ

イルの定義に従って変換した結果を実I/Oプログラムとして指定のファイルに保存します。 

実I/O変換は、オフラインモードでだけ行えます。オンラインモードの場合、「実I/O変換」項目は

選択できません。 

 

 

 

 

① 実I/Oプログラム（変換後プログラム）を保存するファイル名称を指定してください。デフォル

トでは、ライブラリープログラム（変換前プログラム）名称に“_CHG”を付加した名称が表示

されます。 

② ライブラリー用レジスター（変換前レジスター）を限定するかどうかを指定してください。 

チェックマークあり：ライブラリープログラムに記述されたすべてのレジスターが変換対象と

なります。 

チェックマークなし：ライブラリープログラムに記述されたライブラリー用レジスターだけが

変換対象となります（デフォルト）。 

③ ライブラリープログラム変換（結合）後の実I/OプログラムのNコイル番号（0～FF：先頭に

“0x”の文字は不要）を入力してください。デフォルトで0が表示されます。 

④ ライブラリープログラムから実I/Oプログラムへ変換するための変換テーブルファイル名を入力

してください。実I/O変換画面表示時は空白で表示されます。 

未入力状態または存在しないファイル名称を入力し、  保存  ボタンをクリックすると、「変

換ﾃｰﾌﾞﾙﾌｧｲﾙ名称が不正です」メッセージダイアログボックスが表示されます。 

⑤  保存  ボタンをクリックすると、ライブラリープログラムから実I/Oプログラムに変換し、指

定したファイル名で保存します。 

①

②

③

④

⑤
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(４) 接点・コイル変換一覧表 

接点およびコイルの変換一覧表を以下に示します。 

 

変換前レジスターを限定した場合の接点・コイル変換一覧表 

 

レジスター種別 名称 
接点 コイル 

回路記述 変換可能先 回路記述 変換可能先 

外部入力 X X000～FFF 

無変換 

記述不可 

外部出力 Y Y000～FFF Y000～FFF 

無変換 
内部レジスター 

R R000～FFF R000～FFF 

M M000～FFF M000～FFF 

A A000～FFF A000～FFF 

キープリレー K K000～FFF K000～FFF 

オンディレイタイマー T T000～7FF 
T000～7FF 

（設定値付） 
TI000～7FF 

ワンショットタイマー U U000～0FF 
U000～0FF 

（設定値付） 
UI000～0FF 

アップダウンカウンター C C000～0FF 

CU00～FF 

（設定値付） 
CU00～FF 

CD00～FF 

（設定値付） 
CD00～FF 

CR00～FF 

グローバルリンク 

レジスター 
G G000～FFF 無変換 G000～FFF 無変換 

ネスティングコイル N N000～0FF 
NM00～FF 

NZ00～FF 

プロセスレジスター P P001～080 P001～080 PI01～80 

イベントレジスター E E000～FFF 

無変換 

E000～FFF 無変換 

エッジ接点 V V000～FFF 記述不可 

ゼットレジスター Z Z000～3FF Z000～3FF 無変換 

システムレジスター S S000～BFF 
記述不可 

共有データレジスター 
J J000～FFF 

Q Q000～FFF Q000～FFF 無変換 

内部拡張レジスター LB LB0000～FFFF （*1） LB0000～FFFF （*2） 

コンバーター用レジスター 

（ワーク） 
LR LR0000～0FFF 無変換 LR0000～0FFF 無変換 

コンバーター用レジスター 

（エッジ接点） 
LV LV0000～0FFF 

V000～FFF 

LV0000～0FFF 
記述不可 

（*1）V, LV, K以外の以下の接点に変換できます。 

X, Y, R, M, A, G, E, Z, S, J, Q, LB, LR, T, U, C, N, P 

（*2）以下のコイルに変換できます。 

Y, R, M, A, G, E, Z, Q, LB, LR 
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変換前レジスターを限定しない場合の接点・コイル変換一覧表 

 

レジスター種別 名称 
接点 コイル 

回路記述 変換可能先 回路記述 変換可能先 

外部入力 X X000～FFF 

（*1） 

記述不可 

外部出力 Y Y000～FFF Y000～FFF 

（*2） 
内部レジスター 

R R000～FFF R000～FFF 

M M000～FFF M000～FFF 

A A000～FFF A000～FFF 

キープリレー K K000～FFF K000～FFF 

オンディレイタイマー T T000～7FF 

（*1） 

T000～7FF 

（設定値付） 
TI000～7FF 

ワンショットタイマー U U000～0FF 
U000～0FF 

（設定値付） 
UI000～0FF 

アップダウンカウンター C C000～0FF 

CU00～FF 

（設定値付） 
CU00～FF 

CD00～FF 

（設定値付） 
CD00～FF 

CR00～FF 

グローバルリンク 

レジスター 
G G000～FFF G000～FFF （*2） 

ネスティングコイル N N000～0FF 
NM00～FF 

NZ00～FF 

プロセスレジスター P P001～080 P001～080 PI01～80 

イベントレジスター E E000～FFF E000～FFF （*2） 

エッジ接点 V V000～FFF 
V000～FFF 

LV0000～0FFF 
記述不可 

ゼットレジスター Z Z000～3FF 

（*1） 

Z000～3FF （*2） 

システムレジスター S S000～BFF 
記述不可 

共有データレジスター 
J J000～FFF 

Q Q000～FFF Q000～FFF 

（*2） 
内部拡張レジスター LB LB0000～FFFF LB0000～FFFF 

コンバーター用レジスター 

（ワーク） 
LR LR0000～0FFF LR0000～0FFF 

コンバーター用レジスター 

（エッジ接点） 
LV LV0000～0FFF 

V000～FFF 

LV0000～0FFF 
記述不可 

（*1）V, LV, K以外の以下の接点に変換可能です。 

X, Y, R, M, A, G, E, Z, S, J, Q, LB, LR, T, U, C, N, P 

（*2）以下のコイルに変換可能です。 

Y, R, M, A, G, E, Z, Q, LB, LR 
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(５) 実I/O変換例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜L00＞ 

＜L01＞ 

＜変換テーブルファイル＞ 

＜実I/O変換後＞ 
実I/O変換実行（N00指定） 

L00 TBL1 

L00 TBL2 

L01 TBL3 

＜N00＞ 

＜実I/O変換前＞ 
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(６) 実I/O変換メッセージ一覧 

（1/2） 

No. メッセージ 区分 コード 対処 

1 変換テーブルファイルのオープンエラーです。 E 650 
指定した変換テーブルファイル名称を見直してく

ださい。 

2 変換テーブルファイルの読込みエラーです。 E 651 
変換テーブルファイルが別のプログラムで開いた

ままになっていないか見直してください。 

3 
生成定義の後に割付テーブルの定義を検出しま

した(XX行)。 
E 652 

割付テーブルの定義は生成定義の前に記述してく

ださい。 

4 定義のフォーマット異常です(XX行)。 E 653 生成定義の記述を見直してください。 

5 生成定義がありません。 E 654 生成定義を記述してください。 

6 ライブラリNo.の定義が誤っています(XX行)。 E 655 ライブラリーNo.の定義を見直してください。 

7 割付テーブルの定義が誤っています(XX行)。 E 656 割付テーブルの定義を見直してください。 

8 
指定割付テーブルの定義が見つかりません

(TBLyy)。 
E 657 

生成定義で記述した割付テーブルの指定を見直し

てください。 

9 

変換前レジスタと変換後レジスタのレジスタ数

が異なります。変換可能なレジスタのみ変換し

ます(XX行)。 

E 658 
変換前レジスターと変換後レジスターのレジス

ター数を合わせてください。 

10 

変換前/変換後レジスタ(LF, LG, TC, UC, CC, TS, 

US, CS, BD, BW, BL)は、変換対象外です(XX

行)。 

E 659 

メッセージに表示されたレジスターは変換をサ

ポートしていませんので、割付テーブルには記述

しないでください。 

11 レジスタの指定が誤っています(XX行)。 E 660 
変換前または変換後のレジスターの指定を見直し

てください。 

12 レジスタのデータ型が不一致です(XX行)。 E 661 
変換前レジスターと変換後レジスターのデータ型

を合わせてください。 

13 
変換前レジスタが変換可能なレジスタではあり

ません(XX行)。 
E 662 変換前レジスターの指定を見直してください。 

14 
レジスタの範囲指定で終了レジスタが開始レジ

スタより小さく指定されています(XX行)。 
E 663 レジスターの範囲指定を見直してください。 

15 
"TI, UI, CU, CD, CR, NM, NZ, PI"は、変換前/後

を同一レジスタで指定してください(XX行)。 
E 664 

“TI, UI, CU, CD, CR, NM, NZ, PI”は、変換前と

変換後のレジスターを同一レジスターで指定して

ください。 

16 生成定義が最大登録ケース数を超えました｡ E 665 
生成定義は512行までが有効です。512行以内とな

るように見直してください。 

17 
変換前/後のレジスタ種別が異なります(XX

行)。 
E 666 

指定のレジスターは変換前と変換後のレジスター

種別を合わせる必要があります。レジスター種別

を合わせるよう見直してください。 

18 
通常のコイルを特殊コイルへ変換することはで

きません。 
E 667 

特殊コイルは同じ種別の特殊コイル間で変換して

ください。 

19 
機能種別"X","J","S"をコイルに使用することは

できません。 
E 913 

変換後のコイルに機能種別“X”,“J”,“S”が

割り当たらないよう定義を見直してください。 

20 
ライブラリプログラムにジャンプ命令(JT, JMP, 

JSE)は使用できません。 
E － 

ライブラリープログラムにジャンプ命令（JT, 

JMP, JSE）を使用しないでください。 
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（2/2） 

No. メッセージ 区分 コード 対処 

21 実I/Oの変換に失敗しました。 I － 

エラーが発生したため、実I/Oプログラムは作成

されませんでした。エラー要因を取り除いてから

再試行してください。 

22 
実I/Oの変換に成功しました。変換された実I/O

プログラムを開いてコンパイルしてください。 
I － 

正常に変換しました。変換された実I/Oプログラ

ムを開いてコンパイルしてください。 

23 

変換の定義誤りにより変換できなかったI/Oが

あります。変換テーブルファイルを修正してく

ださい。変換された実I/Oプログラムを開いて

コンパイルしてください。 

I － 
変換定義のエラー要因を取り除いてから再試行し

てください。 

24 

変換の定義誤りにより実I/Oの変換はおこなわ

れませんでした。回路の結合のみおこないまし

た。 

I － 
変換定義のエラー要因を取り除いてから再試行し

てください。 

25 
LIW/LOWレジスターは演算ファンクション以

外で変換することはできません。 
E 681 

LIW/LOWレジスターは、演算ファンクション以

外に変換しないよう定義を見直してください。 

26 

フロート型のインダイレクトレジスターを

LIW/LOWレジスターに変換することはできま

せん。 

E 682 

フロート型のインダイレクトレジスターに

LIW/LOWレジスターが割りあたらないよう定義

を見直してください。 

〔区分〕 

 E：エラーメッセージ 

 I：インフォメーションメッセージ 
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４. ６ ラダーシートRUN中書換機能 

 

ラダーシートのRUN中書換機能は、プルダウンメニューによって提供します。 

 

 

 

図４－83 ［RUN中書換］メニューをクリック 

 

RUN中書換機能の項目と内容を以下に示します。 

 

表４－12 ［RUN中書換］メニュー一覧 

 
No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

1 RUN中書換 ﾓｰﾄﾞ開始  RUN中書換ﾓｰﾄﾞを設定します。 
2 ﾓｰﾄﾞ解除  RUN中書換ﾓｰﾄﾞを解除します。 
3 RUN中書換  RUN中書換を設定します。 
4 RUN中追加削除  RUN中追加削除を実行します。 
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サブメニューの［RUN中書換］と［RUN中追加削除］の説明を以下に示します。 

RUN中書換：PCsを停止させないで既存のシンボル（接点、コイル）を書き換えます。分岐命令の変更

や、回路の削除、追加はできません。分岐命令の変更や、回路の削除、追加をする場合は、

RUN中追加削除を使用してください。 

書き換えたいシンボルにカーソルを合わせて［RUN中書換］メニューをクリックすると、シ

ンボル修正用の［RUN中書換］画面を表示します。修正したいシンボルのボタンをクリック

し、  RUN中書換  ボタンをクリックすると、修正情報をPCsに送信します。 

 

 

 

図４－84 ［RUN中書換］画面 

 

RUN中追加削除：既存の回路を書き換えます。分岐命令の変更や、回路の削除、追加ができます。回路修

正後、［RUN中書換］メニューから［RUN中追加削除］をクリックすると、修正情報

をPCsに送信します（PCsを停止させません）。 
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４. ７ ラダーシートユーティリティ機能 

 

ラダーシートのユーティリティ機能は、プルダウンメニューによって提供します。 

 

 

 

図４－85 ［ユーティリティ］メニューをクリック 
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ユーティリティ機能の項目と内容を以下に示します。 

 

表４－13 ［ユーティリティ］メニュー一覧 

 
No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

1 ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ  ｼﾝﾎﾞﾙｷｰ入力のｼｮｰﾄｶｯﾄを設定します。 
2 環境設定  各状態の画面表示色を設定します。 
3 接続PCs変更  PCsとの通信種類を設定します。 
4 強制占有解除  PCsの占有状態を強制的に解除します。 
5 MCS  PCsのﾒﾓﾘｰを読み書きします。 
6 制御状態ﾓﾆﾀ ﾀｲﾑﾁｬｰﾄﾓﾆﾀ ﾀｲﾑﾁｬｰﾄﾓﾆﾀｰを表示します。 
7 ﾏﾄﾘｸｽﾓﾆﾀ ﾏﾄﾘｸｽﾓﾆﾀｰを表示します。 
8 数値ﾓﾆﾀ 数値ﾓﾆﾀｰを表示します。 
9 ｼｰｹﾝｽｻｲｸﾙﾓﾆﾀ ｼｰｹﾝｽｻｲｸﾙﾓﾆﾀｰを表示します。 

10 PCsｴﾃﾞｨｼｮﾝ 容量変更 PCs上で動作する条件、環境を設定します。 
11 ｱﾅﾛｸﾞｶｳﾝﾀ ｱﾅﾛｸﾞ、ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾀｰ制御ﾃﾞｰﾀを登録、削除します。 
12 FD  FDからﾌｧｲﾙを読み書きします。 
13 UFET  UFETを登録、削除します。 
14 LPET  LPETの内容を表示します。 
15 DIFF 回路 ﾗﾀﾞｰ図比較を実行します。 
16 ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘｰﾃﾞｰﾀ比較を実行します。 
17 ｺﾝﾊﾞｰﾀ  右下がりﾗﾀﾞｰを水平ﾗﾀﾞｰに変換します。 
18 ｲｰｻﾈｯﾄ 

通信設定 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 ｲｰｻﾈｯﾄ通信ｼｽﾃﾑ拡張演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝのﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ情報の

一覧を表示する［ｲｰｻﾈｯﾄ通信設定一覧］画面を表

示します。 
19 

 
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
送信 

ｲｰｻﾈｯﾄ通信ｼｽﾃﾑ拡張演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝのｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを

PCsに送信します。 
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４. ７. １ PCsエディション情報の設定 

PCsエディション情報は、［容量変更］画面で設定（変更）します。新規でラダープログラムを作

成する場合、まず、オフラインモードで［容量変更］画面を表示し、「エリアサイズ」グループボッ

クスの「ラダープログラム」、「I/Oコメント」、「ユーザ演算ファンクション」のサイズを決定しま

す。特にI/Oコメントおよびユーザ演算ファンクションを登録しない場合は、デフォルト値で使用でき

ます。 

 

 

 

図４－86 ［容量変更］画面 

 

＜操作＞ 

① ［ユーティリティ］メニューから［PCsエディション］－［容量変更］をクリックします。 

② ［容量変更］画面が表示されます。 

オフラインモード状態で［容量変更］画面を表示した場合の各項目の値は、デフォルトに

なっています。 

オンラインモード状態で［容量変更］画面を表示した場合の各項目の値は、S10V上に設定し

てあるPCsエディション情報になっています。 

各エリアサイズ

を入力します 
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③ 各項目を設定し、  OK  ボタンをクリックすると、入力した値が登録されます。ただし、

オフライン状態の場合、ラダープログラムを送信するまでS10Vには登録されません。 

オンラインモードで点数変更グループのタイマー点数に512点よりも大きい値を設定し、  

 OK  ボタンをクリックした場合、接続先のPCs（LPU）のVer-Rev番号をチェックします。接

続先のPCs（LPU）のVer-Rev番号が0002-0002以前の場合、以下に示すエラーメッセージダイア

ログボックスが表示され、［容量変更］画面で変更した各設定値はPCsに反映されません。 

 

 

 

接続先のLPUモジュールのVer-Rev番号が0002-0003以上のLPUモジュールと交換するか、ま

たは［容量変更］画面の点数変更グループのタイマー点数を512点以下にしてください。 
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＜項目＞ 

Ladder System Area： 

ラダープログラム格納エリア中、使用しているサイズ（Step数）と空きサイズ（Step数）を表

示します。 

 

PCs(LPU)： 

LPUモジュールOSのバージョン番号（Ver）、レビジョン番号（Rev）を表示します。この番号

はオンラインモードの場合だけ有効です。 

 

PCs-No設定： 

S10Vに設定するPCsNoを10進数で設定します。設定範囲は、0～9998までとなります。 

デフォルトのPCsNoは、0です。 

 

シーケンスサイクルタイム： 

ラダープログラムの実行時間をms単位で設定します。設定範囲は、1～999 msまでとなりま

す。 

デフォルトのシーケンスサイクルタイムは、30 msです。 

 

ウォッチドッグタイマ： 

ラダープログラムの1シーケンスサイクルが終了するまでの監視時間をms単位で指定します。

ウォッチドッグタイマーで指定した時間が過ぎてもラダープログラムが終了しない場合は、

“LPU DOWN”となります。設定範囲は、50～10000 msまでとなります。 

デフォルトのシーケンスサイクルタイムは、2000 msです。 

 

10 msタイマ： 

レジスターのT000～T00Fの16点を10 msオンディレイタイマーとして使用するかどうかを指定

します。 

使用：T000～T00Fの16点が10 msオンディレイタイマーとして動作します。 

T010～T7FFは、100 msオンディレイタイマーとして動作します。 

未使用：T000～T7FFは100 msオンディレイタイマーとして動作します。 

（注）上記は「点数変更」グループボックスのタイマーの設定を最大の2048とした場合です。 

 

Nコイルマスタリセット時の動作モード： 

Nコイル立ち下がり（ON → OFF）時に使用されているコイルをOFFにするマスターコント

ロールの動作モードを指定します。 

通常：立ち下がったNコイル内で使用されているセットコイル、リセットコイル以外のコイ

ルをOFFにします。 

0出力：立ち下がったNコイル内で使用されているすべてのコイルをOFFにします。 
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点数変更（タイマ）： 

OSがタイマーとして処理するTレジスターの点数を指定します。設定範囲は、0～2048までと

なります。 

デフォルトの点数は、512です。 

（例）点数を16とした場合 

T000～T00Fまではオンディレイタイマーとして動作します。 

T010～T7FFは、オンディレイタイマーとして動作しません。 

（例）点数を0とした場合 

すべてのTレジスターがタイマーとして動作しません。 

（注）処理される点数は、16点単位となります。点数に1～15を設定した場合でも16点分

（T000～T00F）タイマーとして動作します。17とした場合、32点分（T000～T01F）タ

イマーとして動作します。 

 

点数変更（ワンショット）： 

OSがワンショットとして処理するUレジスターの点数を指定します。設定範囲は、0～256まで

となります。デフォルトの点数は、256です。 

（例）点数を16とした場合 

U000～U00Fまではワンショットとして動作します。 

U010～U0FFは、ワンショットとして動作しません。 

（例）点数を0とした場合 

すべてのUレジスターがワンショットとして動作しません。 

（注）処理される点数は、16点単位となります。点数に1～15を設定した場合でも16点分

（U000～U00F）ワンショットとして動作します。17とした場合、32点分（U000～

U01F）ワンショットとして動作します。 

 

PI/O設定（PI/O実装）： 

LPUユニットに、1つ以上のI/Oモジュールを実装するかどうかを指定します。 

PI/O実装設定のデフォルトは“未実装”です。 

実装：LPUユニットに、1つ以上のI/Oモジュールを実装します。LPUユニットにはステーショ

ンナンバーの0が割り付き、スロット0からI/Oナンバーの000が割り付きます。I/Oユニッ

ト（ステーション）側のステーションナンバーには0を割り付けないでください。 

未実装：LPUユニットに、I/Oモジュールを実装しません。 

（注）PI/O実装の設定が「未実装」の場合、PI/O設定グループの他の設定は無効（設定不可）

となります。 
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PI/O設定（パーティション）： 

通常は「FREE」を指定してください。 

パーティションのデフォルトは「FREE」です。 

FREE：LPUマウントベースまたはI/Oマウントベース上の全I/Oスロットは、入力用と出力用の

制限がなくなります。I/Oナンバーは、各スロットに入力用と出力用のI/Oナンバー 

「X△△△、Y△△△」が両方割り付けられます。実装されるI/Oモジュールに対応した

I/Oナンバーが指定できます。 

FIX：LPUマウントベースまたはI/Oマウントベース上のI/Oスロットは左半分が入力モジュール

用、右半分が出力モジュール用となります。I/Oナンバーは、入力スロットに 

「X△△△」、出力スロットに「Y△△△」が割り付けられます。 

△△△はI/Oナンバーを表わします。 

 

PI/O設定（出力HOLD）： 

RI/O回線の断線などが発生した場合、各々のユニットに実装しているDOモジュールの出力を

リセットまたはホールドのどちらの状態にするかを指定します。 

出力HOLDのデフォルトは「RESET」です。 

RESET：DOモジュールの出力をOFFにします。 

HOLD ：DOモジュールの出力を異常が発生する直前の値で保持します。 

（注）出力ホールドの設定は、DO（ディジタル出力）モジュールだけ有効となります。AO

（アナログ出力）モジュールには無効で、常に出力ホールドの動作をします。 

 

PI/O設定（スロット点数）： 

実装するI/OモジュールのI/O点数を設定します。I/O点数が異なるモジュールを混在して実装し

たときは、I/O点数が大きいモジュールのI/O点数を設定してください。例えば、16点モジュー

ルと32点モジュールを実装したとき、I/O点数は32点にしてください。このとき、両方のモ

ジュールに32点分のI/Oナンバーが割り付けられますが、16点モジュールでは最初の16点分だけ

使用され、後ろの16点は空きI/Oナンバーとなります。反対にI/O点数を16点に設定した場合、

32点モジュールは最初の16点分しかI/Oナンバーが割り付けられません。 

指定できるI/Oスロット点数は、16点、32点、64点、128点のどれかとなります。 

デフォルトは16点です。 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

4-112 

エリアサイズ（空き容量／全体容量）： 

ラダーエリア（SEQ-RAM上にありラダープログラム、ユーザー演算ファンクションプログラ

ム本体、I/Oコメントが格納されるエリア）の使用可能全体容量と空き容量を表示します。 

 

エリアサイズ（ラダープログラム）： 

ラダープログラムを格納する領域（サイズ）をStep単位で設定します（Byte単位でも表示され

ます）。デフォルトは、102,400 Stepです。 

 

エリアサイズ（ラダープログラム使用容量）： 

実際に使用されているラダープログラムの容量をByte単位で表示します。 

 

エリアサイズ（I/Oコメント）： 

I/Oコメントを格納する領域（サイズ）をByte単位で設定します。サイズは偶数Byteで設定して

ください。 

デフォルトは、0 Byteです。 

 

エリアサイズ（I/Oコメント使用容量）： 

実際に使用されている（I/Oコメント格納エリアに格納されている）I/Oコメントの容量をByte

単位で表示します。 

 

エリアサイズ（ユーザ演算ファンクション）： 

ユーザー演算ファンクション本体を格納する領域（サイズ）をByte単位で設定します。サイズ

は偶数Byteで設定してください。 

デフォルトは、0 Byteです。 

 

エリアサイズ（ユーザ演算ファンクション登録エリアアドレス範囲）： 

ユーザー演算ファンクション本体を格納できる領域の先頭および終了アドレスを表示します。 

 

RI/O（動作モード）： 

RI/Oの入出力とラダー処理を同期させるかどうかを指定します。 

動作モードのデフォルトは、「ラダー非同期」です。 

ラダー非同期：ラダープログラムの動作とは無関係にPI/O-RAMを更新します。 

ラダー同期：1シーケンスサイクルのラダープログラムの終了を待って、PI/O-RAMを更新しま

す。 
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RI/O（RI/O点数変更）： 

RI/O点数を指定します。RI/O点数は、64点、128点、256点、512点、1024点、2048点のどれか

から選択します。 

RI/O点数のデフォルトは2048点です。 

指定したRI/O点数に対する使用（占有）I/Oナンバー一覧を表４－14に示します。 

 

表４－14 RI/O点数に対する使用（占有）I/Oナンバー一覧 

 

RI/O点数 
使用（占有）I/Oナンバー範囲 

入力 出力 

64点 X000～X03F Y000～Y03F 

128点 X000～X07F Y000～Y07F 

256点 X000～X0FF Y000～Y0FF 

512点 X000～X1FF Y000～Y1FF 

1024点 X000～X3FF Y000～Y3FF 

2048点 X000～X7FF Y000～Y7FF 

  

＜エリアサイズについて＞ 

ラダープログラム、I/Oコメント、ユーザー演算ファンクションの合計サイズが409,600 Byteを

超える設定はできません。ラダープログラムのサイズは、最低でも258 Step（1032 Byte）必要で

す。 

（注）ラダープログラムはStep単位で指定します。1 Stepは4 Byteとなります。 

 

＜留意事項＞ 

● オンライン状態でPCsエディション情報を変更した場合、ラダープログラムを修正する前に

ラダープログラム受信をしてください。ラダープログラム受信をしないで、修正した（コン

パイル済み）ラダープログラムを送信すると、オンライン状態で変更したPCsエディション

情報が無効（オンライン状態で変更する前のPCsエディション情報）となります。ラダープ

ログラムの送信／受信に関しては「４. ５. ３ ラダープログラムの送信／受信」を参照し

てください。 

● エリアサイズ（ラダープログラム）を変更した場合は、ユーザー演算ファンクション本体の

再登録をしてください（エリアサイズ（ユーザー演算ファンクション）が0またはユーザー

演算ファンクション未登録状態の場合は除きます）。詳細は「４. ７. ２ ユーザー演算

ファンクションの登録」を参照してください。 

● エリアサイズ（I/Oコメント）をI/Oコメント使用容量よりも小さく変更すると、I/Oコメント

エリアに格納されていたI/Oコメントがクリアーされますので注意してください（I/Oコメン

ト使用容量よりも大きい場合はクリアーされません）。 
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４. ７. ２ ユーザー演算ファンクションの登録 

(１) ユーザー演算ファンクション登録手順 

ユーザー演算ファンクションの登録までの手順を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（*）すでにユーザー演算ファンクション登録エリアが確保してある場合、この手順は不要です。 

 

(２) ユーザー演算ファンクションプログラムの作成 

ユーザー演算ファンクションプログラムをC言語で作成します。 

ユーザー演算ファンクションプログラムを作成する場合、下記の事項を考慮してください。 

● ユーザー演算ファンクションのパラメーターは、Long型のポインターとしてください。 

● ユーザー演算ファンクションに指定できるパラメーター数は1つです。 

● パラメーターは、上位ワードと下位ワードをマスクして別々に取り出してください。 

マスクパターンは、0x0000FFFFとしてください。 

● PI/O-RAMなどへのアクセスは、LPUモジュール内部アドレス（SH7055）でアクセスしてくだ

さい。 

 

ユーザー演算ファンクションプログラムを作成します。 

作成したユーザー演算ファンクションプログラムをコンパイルします。 

ユーザー演算ファンクション登録エリアを確保します。（*） 

コンパイル済みユーザー演算ファンクションプログラムを登録します。 
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以下にユーザー演算ファンクションプログラムのコーディング例を示します。 

 

ソース名称：testFunc.c 

              void  testFunc( long *para ) 

              { 

                  long paraTmp;                    /* パラメータ取り込みワーク */ 

                  /* パラメータ取り込み処理 */ 

                 paraTmp  = ( *para++ & 0x0000ffff ) << 16 ; /* 上位ワード取り込み */ 

                 paraTmp |= ( *para   & 0x0000ffff ) ; /* 下位ワード取り込み */ 

                 /**************************/ 

 

 

                     処理（ユーザー固有の処理） 

 

 

 

              } 

 

(３) ユーザー演算ファンクションプログラムのコンパイル 

ユーザー演算ファンクションプログラムをコンパイルするには、「SuperH RISC engineC/C++コンパ

イラV7.0」が必要です。このコンパイラーを使用して、作成したユーザー演算ファンクションをコン

パイルし、オブジェクトをSコードファイル形式に変換して出力します。以下にコマンドラインベー

スでの簡易なコンパイル手順を示します。 

 

        C:¥> shc testFunc.c コンパイル 

 

        C:¥> optlnk -start=P/306000  testFunc.obj    -fo=stype      Sコードファイル形式に変換 

                                                   オブジェクトファイル名称 

                                                   登録先先頭アドレス（*） 

        C:¥>dir 

            TestFunc.mot 

 

コンパイラーの詳細な使用方法については、「SuperH RISC engineC/C++コンパイラ V7.0」のマ

ニュアルを参照してください。 

（*）登録先先頭アドレスは、LPU内部アドレスで指定してください。「(６) ユーザー演算ファン

クション登録アドレス範囲を求める方法」で算出した先頭アドレスに0x200000を加算した値

がLPU内部アドレスとなります。 
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(４) ユーザー演算ファンクション登録エリアの確保 

ユーザー演算ファンクションを登録する場合、あらかじめユーザー演算ファンクション登録エリア

を確保しておいてください。ユーザー演算ファンクション登録エリアの確保は「４. ７. １ PCsエ

ディション情報の設定」を参照してください。ユーザー演算ファンクションエリアを確保していない

状態で［ユーザ演算ファンクション登録］画面の表示を要求すると、以下に示すエラーメッセージダ

イアログボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－87 ユーザ演算ファンクションエリア未割り付け時のエラーメッセージ 

 

(５) ユーザー演算ファンクション登録 

ユーザー演算ファンクションは、［ユーザ演算ファンクション設定］画面（図４－88参照）で登録

します。 

 

 

 

図４－88 ［ユーザ演算ファンクション設定］画面 

 

ユーザー演算ファンクションは、最大128個登録できます（ただし、［容量変更］画面でユーザー

演算ファンクションエリアを128個分確保しておいてください）。ユーザー演算ファンクションは、

すべての演算ファンクション（システム／システム拡張／ユーザー）でユニークな名称にしてくださ

い。重複した名称では登録できません。 

ユーザー演算ファンクションプログラムは、LPUモジュールのSEQ-RAM領域に登録されます。 

登録するﾕｰｻﾞｰ演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝ名称 

ﾕｰｻﾞｰ演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝ本体を登録 
する先頭ｱﾄﾞﾚｽと終了ｱﾄﾞﾚｽ 登録するﾕｰｻﾞｰ演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝ本 

体(ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)のﾊﾟｽおよび名称 
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＜登録操作手順＞ 

① ［ユーティリティ］メニューから［UFET］をクリックします。 

② ［ユーザ演算ファンクション登録］画面（図４－89参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－89 ［ユーザ演算ファンクション登録］画面 

 

③ 番号を選択して、  設定  ボタンをクリックします。オンラインモードの場合、  設定  ボ

タンをクリックすることはできません（ユーザー演算ファンクションはオフラインモードでし

か登録できません）。 

④ ［ユーザ演算ファンクション設定］画面が表示されます。登録するユーザー演算ファンク

ション名称を入力します。すでにユーザー演算ファンクションの本体が登録してあり、ユー

ザー演算ファンクション名称だけを変更する場合は、ユーザー演算ファンクションだけを修正

してください。新規に登録する場合は、ユーザー演算ファンクションプログラム名称および

ユーザー演算ファンクションプログラムまでのパスを指定してください。ユーザー演算ファン

クションプログラムを指定した場合、送信アドレスが自動的に表示されます。 

 設定  ボタンをクリックすると、ユーザー演算ファンクションを登録します。 

ユーザー演算ファンクションの登録が正常に終了すれば、［ユーザ演算ファンクション設

定］画面は閉じられます。異常終了時は、エラーメッセージダイアログボックスが表示されま

す。 
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＜登録失敗時の要因＞ 

ユーザー演算ファンクション登録ができない場合のエラーメッセージと対処方法を以下に示し

ます。 

 

エラーメッセージ 対処方法 

演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝ名称が重複しています。 演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝ名称が重複しないようにしてください。 

演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝ登録ｱﾄﾞﾚｽﾚﾝｼﾞｵｰﾊﾞｰ 登録ｱﾄﾞﾚｽを見直してください。［容量変更］画面で

確保したｴﾘｱに収まっていません。 

演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽが重複しています。 他の登録済みのﾕｰｻﾞｰ演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝの登録ｱﾄﾞﾚｽと重複

しないｱﾄﾞﾚｽにしてください。 

 

(６) ユーザー演算ファンクション登録アドレス範囲を求める方法 

ユーザー演算ファンクション登録アドレスの先頭および終了アドレスを求める方法を以下に示しま

す。ユーザー演算ファンクションの登録は、このアドレス範囲に収まるようにしてください。この範

囲に収まらない場合は、［容量変更］画面でユーザー演算ファンクションのサイズを変更（大きく）

してください。 

＜ユーザー演算ファンクション登録エリア先頭アドレス＞ 

0x00104000 + ラダープログラムエリアサイズ（Step数）×4 

＜ユーザー演算ファンクション登録エリア終了アドレス＞ 

ユーザー演算ファンクション登録エリア先頭アドレス + ユーザー演算ファンクションエリアサ

イズ-2 

（例）ラダープログラムエリアサイズが10000 Step、ユーザー演算ファンクションエリアサイズが

3000 Byteの場合 

先頭アドレス = 0x00104000 + 10000×4 

= 0x0010DC40 

終了アドレス = 0x0010DC40 + 3000 - 2 

= 0x0010E7F6 

ユーザー演算ファンクションの登録エリアの範囲 

= 0x0010DC40 ～ 0x0010E7F6 
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(７) 登録してあるユーザー演算ファンクションの削除 

登録してあるユーザー演算ファンクションを削除する場合、以下の操作手順で行ってください。 

ただし、ユーザー演算ファンクションの削除はユーザー演算ファンクション登録テーブルからの削

除だけとなり、ユーザー演算ファンクションプログラムそのものは削除されません。 

＜ユーザー演算ファンクション削除手順＞ 

① ［ユーティリティ］メニューから［UFET］をクリックします。 

② ［ユーザ演算ファンクション登録］画面（図４－90参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－90 ユーザー演算ファンクション削除 

 

③ 削除するユーザー演算ファンクションの番号を選択して、  削除  ボタンをクリックしま

す。オンラインモードの場合、  削除  ボタンはクリックできません（ユーザー演算ファンク

ションは、オフラインモードでしか削除できません）。 
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４. ７. ３ ラダープログラム実行周期のモニター 

ラダープログラムの実行周期（シーケンスサイクル）をモニターしたい場合、シーケンスサイクル

モニター機能を使用します。シーケンスサイクルモニターでは、ログ収集周期とログ収集回数を指定

することによってラダープログラム実行周期時間を収集し、グラフに表示します。収集した実行周期

時間をPC上のファイルに保存することもできます。 

 

＜シーケンスサイクルモニター操作手順＞ 

① ［ユーティリティ］メニューから［制御状態モニタ］－［シーケンスサイクルモニタ］をク

リックします。 

② ［シーケンスサイクルタイムモニタ］画面（図４－91参照）が表示されます。 

 

 

 

図４－91 ［シーケンスサイクルタイムモニタ］画面 

 

③ ログ収集周期（100 ms～30000 ms）およびログ収集回数（0～30000）を入力します。デフォ

ルトはともに1000です。ログ収集回数を0とした場合、シーケンスサイクル時間は収集しませ

ん。 

収集したシーケンスサイクル時間をファイルに保存する場合、シーケンスサイクル時間を収

集する前に［ファイル保存］チェックボックスをチェックあり状態にしてください（シーケン

スサイクル時間収集完了後に、［ファイル保存］チェックボックスをチェックあり状態にして

も収集したシーケンスサイクル時間は保存されません）。 

 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

 

4-121 

保存するファイル名称が指定されていない場合、［ファイルを開く］ダイアログボックス

（図４－92参照）が表示されますので、保存するファイル名称を入力してください。 

 

 

 

図４－92 ［ファイルを開く］ダイアログボックス 

 

ファイル名称が指定されない場合、収集したシーケンスサイクル時間は保存されません。 

④  開始  ボタンをクリックします。シーケンスサイクル時間の収集が開始されます。シーケ

ンスサイクル時間の収集が開始されると、  開始  ボタンは  停止  ボタンへと変化します。

シーケンスサイクル時間の収集を途中で打ち切りたい場合は、  停止  ボタンをクリックしま

す（ファイル保存を指定していた場合、ファイルには保存されません）。 

⑤ 収集が正常に終了した場合、「シーケンスサイクルタイムの収集が正常に終了しました」の

メッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

＜保存するファイル名称を変更する＞ 

収集したシーケンスサイクル時間を保存するファイル名称を変更したい場合、  

 保存ファイル変更  ボタンをクリックします。［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示

されますので、変更したいファイル名称を指定してください。 

ファイル名称の変更は、シーケンスサイクル時間を収集する前に行ってください。 

 

＜ファイルに保存したシーケンスサイクル時間を表示する＞ 

ファイルに保存したシーケンスサイクル時間を表示するには、［シーケンスサイクルタイムモ

ニタ］画面の［シーケンスサイクルログ表示］ラジオボタンをクリックします。［ファイルを開

く］ダイアログボックスが表示されますので、収集したシーケンスサイクル時間を保存したファ

イルを選択してください。選択したファイルのデータが［シーケンスサイクルタイムモニタ］画

面に表示されます。 
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＜表示中のグラフをクリアする＞ 

現在表示中のシーケンスサイクル時間のグラフを消去する場合は、  クリア  ボタンをクリッ

クします。ただし、グラフの設定値は消去されません。また、「シーケンスサイクルタイム」グ

ループボックスの瞬時値、平均値、最大値、最小値も消去しません。 

 

＜留意事項＞ 

● ［シーケンスサイクルタイムモニタ］画面の「シーケンスサイクルタイム」グループボック

ス内で表示される平均値、最大値、最小値はラダープログラムが実行されてからの値であ

り、シーケンスサイクル時間の収集開始からの値ではありません。 

● オフラインモードでのシーケンスサイクル時間の収集はできません（収集済みのシーケンス

サイクル時間のファイルの中身を表示することはできます）。シーケンスサイクル時間を収

集する場合はオンラインモードにしてください。 

● ラダー処理停止中でもシーケンスサイクルモニター処理（シーケンスサイクル時間の収集）

は実行できますがあまり意味がありません。ラダーがRUN中状態でシーケンスサイクルモニ

ター処理をしてください。 
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４. ７. ４ 右下がりラダープログラムを水平ラダープログラムに変換 

従来の右下がりラダープログラムを水平ラダープログラムに変換する機能をコンバーターと呼びま

す。コンバーター機能により、従来のS10/2シリーズ、S10miniシリーズで作成した右下がりラダープ

ログラムの資産を生かせます。 

(１) コンバーター操作手順 

① ［ユーティリティ］メニューから［コンバータ］をクリックします。 

② コンバーター元ファイル選択画面が表示されます（図４－93参照）。 

 

 

 

図４－93 コンバーター元ファイル選択画面 

 

③ コンバーター元ファイル選択画面から水平ラダープログラムに変換する右下がりラダープログ

ラムファイル（拡張子が“PSE”または“WLD”）を選択します。 

 

 

 

図４－94 右下がりラダープログラム選択 

 

④  開く  ボタンをクリックすると、コンバーター元ファイル選択画面が消去され、選択された

右下がりラダープログラムファイルが水平ラダープログラムに変換されます。変換された水平ラ

ダープログラムはラダーシートに表示されます。 

 キャンセル  ボタンをクリックすると、コンバーター元ファイル選択画面が消去されます

（コンバーターは行いません）。 
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⑤ 変換された水平ラダープログラムをコンパイルします。 

［ビルド］メニューから［一括コンパイル］をクリックしてコンパイルを行います。 

⑥ コンパイルが正常に終了しなかった場合は、アウトプットウィンドウに表示されたエラーメッ

セージに従ってエラーを取り除いてください。 

(２) 操作上の注意 

● コンバートされた結果（エラー数およびエラー内容）はアウトプットウィンドウに表示されま

す。 

● エラーが発生した場合、アウトプットウィンドウに表示されたエラーメッセージをダブルク

リックすることで該当のエラー発生箇所（回路）にジャンプします。 

● コンバーター機能では、回路の変換（右下がりから水平）以外に従来システムとの共通情報

（PCsエディション情報、ユーザー演算ファンクション情報、CPU間リンクモジュール情報、

アナログカウンター情報、TUC設定値、PIO-RAMエリア）をメモリーへ反映します。 

以下の情報は、ラダー図システムのVer-Rev：01-15以前のコンバーター機能では反映されませ

ん。 

・CPU間リンク送信エリア 

・CPU間リンク動作モード 

・アナログカウンター情報 

● コンパイル後は必ず、「容量変更」（「４. ７. １ PCsエディション情報の設定」参照）、

「UFET」（「４. ７. ２ ユーザー演算ファンクションの登録」参照）の内容を確認してくだ

さい。ユーザー演算ファンクション（UFET）は送信アドレスが反映されませんので、送信ア

ドレスを設定してください。 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

 

4-125 

(３) 基本的な変換方法 

並列回路の次の分岐は、右下がりラダーでは並列回路の一番下の行、水平ラダーでは一番上の行と

なります。そのため、並列回路の次の分岐をなるべく上の行に変換します。 

また、並列回路が連続している場合は、並列回路を水平に並べます。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

X001 X011 

X012 

X022 X023 

X033 

X043 

X053 Y000 

Y001 

X001 X011 

X012 

X022 

X023 

X033 

X043 

X053 

Y000 

Y001 
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(４) 回路の分割 

右下がりラダープログラムでは以下のような回路の場合、各コイル共通の並列回路であってもコイ

ルがONになる条件が異なります。 

 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

コイル コイルがONになる条件 

Y000 A接点のX001がON 

Y001 A接点のX001またはX002がON 

 

この場合、水平ラダープログラムでは1つの回路とすることができないため、条件が異なるコイル

を別々の回路に分割します。以下に変換例を示します。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

  

 

X001 

X002 

Y000 

Y001 

X001 

X002 

Y000 

Y001 

X011 

X012 

X001 

X001 

Y000 

Y001 

X011 

X012 

X002 
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(５) シンボルの複製 

右下がりラダープログラムでは、以下に示すような複数の並列回路を水平に並べることができます

が、右下がりラダープログラムの実行順序から単純に並列回路を2つ並べたものとコイルがONになる

条件が異なります。 

 

＜シンボルの複製が必要な右下がりラダープログラム例＞ 

 

 

 

 

 

上記回路においてX002とX001がONの場合、一見Y000がONになりそうですが、動作順序から 

① X000とX001が共にON 

② X000またはX002がON、かつX003がON 

③ ①または②の条件が成立ならば、Y000をON 

という判定条件となるため、コイルY000はONになりません。 

上記の理由によって、水平ラダープログラムに変換する場合、判定条件に複数回使用されるシンボ

ルを複製し、右下がりラダープログラムと同じ判定条件となるようにします。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

この変換をした場合、右下がりラダーのときより1回路の行数が増えます。 

X000 

X002 Y000 

X001 

X003 

X000 

X002 Y000 

X001 

X003 

X000 

X000 

Y000 X001 

X013 

X002 
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(６) ラダーコンバーター専用ワークレジスターの使用 

右下がりラダープログラムを水平ラダープログラムに変換すると、４. ７. ４項の「(４) 回路の分

割」や４. ７. ４項の「(５) シンボルの複製」が発生する場合があります。すると、もともと1か所

で使用していた接点を複数箇所で使用することになり、ラダープログラムの動作途中で接点の状態が

変化する可能性があります。そのため、右下がりラダープログラムから水平ラダープログラムの変換

において複製される接点の値をワード単位にラダーコンバーター専用ワークレジスター（LR0000～

LR0FFF）に退避し、退避したワークレジスターを接点として使用します。ただし、エッジ接点は

「エッジ接点のナンバー振り直し」の変換をしますので、ラダーコンバーター専用ワークレジスター

へは退避しません。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

LR0000 

LR0000 Y001 

LR0002 

LR0002 

Y000 

XW000=LRW000 

LR0000 X003 

X001 

MOV 
F 

X000 

X001 Y001 

X002 

X003 

Y000 
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(７) エッジ接点のナンバー振り直し 

右下がりラダープログラムを水平ラダープログラムに変換すると、４. ７. ４項の「(４) 回路の分

割」や４. ７. ４項の「(５) シンボルの複製」が発生する場合があります。すると、もともと1か所

で使用していたエッジ接点を複数箇所で使用することになります。しかし、エッジ接点は、同じNコ

イル内で同じナンバーを使用できません。そのため、回路の分割や接点の複製をした後、エッジ接点

のナンバーを見直し、同じナンバーを使用しているものは、ラダーコンバーター専用エッジ接点

（LV0000～LV0FFF）に振り直します。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LR0000 

LR0000 Y001 

V000 

LV0000 

Y000 

XW000=LRW000 

LR0000 V001 

X001 

X002 

X002 

MOV 

F 

X000 

X001 Y001 

V000 

X003 

Y000 X002 

V001 
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(８) 演算ファンクションの変換 

S10VにおいてS10miniで使用されていた演算ファンクションで廃止、変更になったものの変換内容

を示します。 

● ソースインダイレクト転送（MSI）（廃止） 

演算ファンクション命令のインデックス指定のサポートに伴い、一括転送（MOM）で対応で

きるため廃止となりました。一括転送（MOM）に変換します。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

● デスティネーションインダイレクト転送（MDI）（廃止） 

演算ファンクション命令のインデックス指定のサポートに伴い、一括転送（MOM）で対応で

きるため廃止となりました。一括転送（MOM）に変換します。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

DL000 : 10=FW100 

MSI 

F 

W(DL000) : 10=FW100 

MOM 

F 

DW000 : 10=FL100 

MDI 

F 

DW000 : 10=W(FL100) 

MOM 

F 
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● データセット（DST）（廃止） 

転送（MOV）で定数が転送可能になったため廃止となりました。転送（MOV）に変換しま

す。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

● 平方根（ROT）（命令名称変更） 

命令名称がROTからSQRに変更となりました。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

H1234=FW000 

DST 

F 

H1234=FW000 

MOV 

F 

FW000=FW001 

ROT 

F 

FW000=FW001 

SQR 

F 

FW000=FW001 
ROT 

F 
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(９) 比較演算ファンクションの変換 

S10Vでは、演算ファンクションの比較命令（EQU, NEQ, GT, GE, LT, LE）と同機能の比較シンボル

をサポートしています。 

演算ファンクションでの比較命令の実行速度に比べ比較シンボルの実行速度の方が早いため、ラ

ダーの実行速度の向上を目的とした場合、比較演算ファンクション命令を比較シンボルに変換してく

ださい（コンバート時に変換するかどうかを選択します）。演算ファンクションの比較シンボルへの

変換は、演算ファンクション命令の比較の部分を比較シンボルに、演算ファンクション命令の結果を

出力コイルに変換（代入）します。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

（注）以下に示す条件の場合、比較演算ファンクションから比較シンボルへの変換はしません。 

・比較演算ファンクションパラメーターの比較部分にワード型レジスター以外を使用してい

る場合 

・比較演算ファンクションパラメーターの代入部分にビット型レジスター以外を使用してい

る場合 

・比較演算ファンクションパラメーターの代入部分のビット型レジスターのシンボルに、Y, 

R, K, G, E, Z, M, A, Q以外を使用している場合 

・比較演算ファンクションパラメーターに、I, Oレジスターを使用している場合 

・比較シンボルを配置するセルに空きがない場合（比較シンボルを追加することによって、

11接点を超えます）。 

・比較シンボルの配置が並列回路の内部になる場合（演算ファンクションの位置の接続線が

横線以外）（下図参照） 

 

 

 

X001 

XW000:XW010=R000 

X011 X031 X041 X051 X061 

X092 

X071 X081 X091 

X0A2 X0B2 

EQU 
F 

X000 

XW000:XW010=R000 

EQU 
F 

XW000, XW010 X000 R000 

＝ 
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(10) FIFO書き込み（PSH）、FIFO読み出し（POP）演算ファンクションの変換 

● LPUモジュールがVer-Rev：02-05以前、かつラダー図システムのVer-Rev番号が01-15以前の場

合 

S10/2α、S10miniのFIFOテーブルをサポートしていません。 

PSH/POP命令は、そのまま変換されますが、FIFOテーブル構成の違いに合わせて、ラダープロ

グラムを修正してください。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

S10VとS10/2α、S10miniのシリーズとでは、PSH/POP命令で扱うFIFOテーブルの構成が違いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［S10/2、S10mini互換 PSHO/POPO］ 
FIFOデータテーブルの構成 

n(データサイズ) 

ZEROフラグ 
アドレス 

FULLフラグ 
アドレス 

ポインター 

データ#1 
 

データ#n 

～
 

FIFOトップ

+2

+4

+6

+8

+10

+12

n×2+10

データサイズで 
指定したデータ 
エリア 

［S10V PSH/POP］ 
FIFOデータテーブルの構成 

FIFOトップ

+2

+4

+6

+8

+10

+12

+14

n×2+12

データサイズで 
指定したデータ 
エリア 

n(データサイズ) 

予備 

ZEROフラグ 
アドレス 

FULLフラグ 
アドレス 

ポインター 

データ#1 
 

データ#n 

S10Vで追加。以降
アドレス変更 

～
 

FW000=DW000 

PSH 

F 

DW000=FW000 

POP 

F 

FW000=DW000 

PSH 

F 

DW000=FW000 

POP 

F 
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● LPUモジュールがVer-Rev：02-06以降、かつラダー図システムのVer-Rev番号が01-16以降の場

合 

PSH/POP命令は、PSHO/POPO命令に変換します。 

PSHO/POPO命令とは、S10/2α、S10miniのFIFOテーブルをサポートするS10/2α、S10mini版

PSH/POP命令のS10V互換命令です。 

PSHO/POPO命令を使用するにあたり、ラダープログラムを修正する必要はありません。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

FW000=DW000 

PSH 

F 

DW000=FW000 

POP 

F 

FW000=DW000 

PSHO 

F 

DW000=FW000 

POPO 

F 
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(11) NX演算ファンクションの変換 

● NXの初期化（SAT）（命令名称変更、パラメーター変更） 

NXは、NX/Ladder-S10のVer-Rev番号が02-00以降からインタフェース仕様が変わりました。そ

のため、SAT命令のパラメーターが‘H’で始まるアドレス形式の場合、NX/Ladder-S10の 

Ver-Rev：02-00よりも前の仕様と判断してSATOに変換し、パラメーターを“0”に変換しま

す。 

ただし、以下の場合は自動変換の対象となりません。 

・パラメーターの指定がNX/Ladder-S10 バージョン02-00以降の仕様である（パラメーターが

‘H’で始まるアドレス形式でない）。 

・パラメーターで指定されたアドレス先がラダープログラムにセーブされていない。 

・パラメーターで指定された先のパラメーター情報にデータが正しく登録されていない。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

H61000 

SAT 

F 

0 

SATO 

F 
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● NXのデータ送信（ACP）（命令名称変更、パラメーター変更） 

NXは、NX/Ladder-S10のVer-Rev番号が02-00以降からインタフェース仕様が変わりました。そ

のため、ACP命令のパラメーターが‘H’で始まるアドレス形式の場合、NX/Ladder-S10の 

Ver-Rev：02-00よりも前の仕様と判断してACPOに変換し、パラメーターを“DF番号＋TCD番

号”に変換します。 

ただし、以下の場合は自動変換の対象となりません。 

・パラメーターの指定がNX/Ladder-S10 バージョン02-00以降の仕様である（パラメーターが

‘H’で始まるアドレス形式でない）。 

・パラメーターで指定されたアドレス先がラダープログラムにセーブされていない。 

・パラメーターで指定された先のパラメーター情報にデータが正しく登録されていない。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

（注）コンバート前のSAT/ACP命令のパラメーター指定先情報（TCD情報）は、コンバート中

にNX演算ファンクションを検出すると旧NXテーブル情報の保存先指定画面が表示さ

れ、ユーザーの指定した保存先ファイルに出力されます。 

変換後は出力されたファイルを参考に、NX/Tools-S10VでTCD情報を設定してくださ

い。 

 

ただし、下記の設定情報については、ユーザー側で情報を入手していただく必要があります。 

・論理ノード番号 

・生存信号タイムアウト秒／生存信号送信周期秒 

・生存信号宛先ポート番号 

・送信用自ポート番号 

・送信MCG番号／送信ポート番号 

・受信バイト数 

H62000 

ACP 

F 

○○○□□□□□ 
DF番号 TCD番号 

ACPO 

F 
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● NX変換の開始 

コンバート中のラダープログラムにNX/Ladder-S10のバージョン02-00以前のNX演算ファンク

ション（SAT/ACP命令でパラメーターが‘H’で始まるアドレス形式のもの）が含まれている

と、下記メッセージが表示されます。 

 

 
 

NX演算ファンクションのコンバートを行う場合は  OK  ボタンをクリックし、コンバートを

開始してください。NX演算ファンクションのコンバートを行わない場合は、  キャンセル  

ボタンをクリックしてください（  キャンセル  ボタンをクリックした場合、NXのコンバー

トを行いません）。 

 

● NX演算ファンクションのパラメーターチェック 

NX演算ファンクションのコンバートを開始すると、演算ファンクションのパラメーター

（‘H’で始まるアドレス形式のもの）およびパラメーターの指定先（テーブルのアドレス）

をチェックします。 

演算ファンクションのパラメーターに指定されたアドレスがラダープログラムファイル（pse）

に含まれていない場合は（ａ）のメッセージを、指定されたアドレスがワードレジスター以外

を指定している場合は（ｂ）のメッセージを表示し、該当するNX演算ファンクションのコン

バートを行いません。 

 

（ａ） 

 
 

（ｂ） 
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● 旧NXのテーブル情報（TCD設定テーブル）の保存 

NX演算ファンクションのパラメーターが正常な場合、旧NXのテーブル情報を保存するために

下図のダイアログボックスが表示されます。保存先およびファイル名を指定し、  保存  ボタ

ンをクリックしてください（保存ファイル名は、デフォルト名“S10VLadder_TCDtable.txt”が

表示されますので、必要に応じてファイル名を変更してください）。 

 保存  ボタンがクリックされると旧NXのテーブル情報を指定したファイルに保存します。 

 

 

 

（注）ここでファイルに保存した旧NXのTCDテーブル情報を参考に、NX/Tools-S10Vを用いて

設定してください。 
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(12) HS.RI/Oの変換 

● HS.RI/O起動（命令名称変更） 

HS.RI/O起動命令の名称が、ユーザー指定（デフォルト名称は“HIO”）から“HIO”固定に変

更となりました。そのため、HS.RI/O起動命令の名称が“HIO”から変更されている場合、命令

名称を“HIO”に変換します。 

 

［変換例］ 

HS.RI/O起動命令の名称が“XYZ”の場合 

 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

● HS.RI/O入出力用レジスターの変換 

S10/2αで使用されていたHS.RI/O入出力用レジスターIW/OW（ロングワードアクセスの場合は

IL/OL）は、S10Vにおいてシンボル名称がLIW/LOW（ロングワードアクセスの場合は

LIL/LOL）に変更となりました。そのため、IW/OWレジスターの名称をLIW/LOWレジスター

に変換します。 

 

0 

XYZ 

F 

0 

HIO 

F 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

4-140 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

また、LIW/LOWレジスターはシステム拡張演算ファンクションで使用できないため、右下が

りラダープログラムにシステム拡張演算ファンクション（オプション用のユーザー演算ファン

クション）が使用されていた場合、下記内容で水平ラダープログラムに変換します。 

 

① データ送信用のシステム拡張演算ファンクションの場合 

データ送信用のシステム拡張演算ファンクション（JSND, SD0～SD3）の場合、送信する

LIW/LOWレジスターをワークレジスター（IW/OW）レジスターに退避し、退避したワークレジ

スターを送信用レジスターとして使用します。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 
  

IW000+OW000=R000 

EQU 

F 

LIW000+LOW000=R000 

EQU 

F 

IW000:512 

SD0 

F 

LIW000:256=IW000 

MOM 

F 

IW000:512 

SD0 

F 
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② データ受信用のシステム拡張演算ファンクションの場合 

データ受信用のシステム拡張演算ファンクション（JRSP, JRCV, RV0～RV3）の場合、ワーク

レジスター（IW/OW）を送信用レジスターとして使用し、受信したデータをLIW/LOWレジス

ターにセットします。 

 

［変換例］ 

＜右下がりラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダープログラム＞ 

 

 

 

 

 

（注1）システム拡張演算ファンクションJCMDは変換されません。右下がりラダープログラム

にJCMDが使用されていた場合は、コンパイル時にエラーとなりますのでラダープログ

ラムを修正してください。 

（注2）右下がりラダープログラムにHS.RI/Oが使用できないエリア（IW400～IWFFF、OW400

～OWFFF）が使用されていた場合は、下記の警告メッセージが表示されます。変換後

にHS.RI/Oで転写されなくても問題ないことを確認してください。 

 

 

 

 

IW000:512 

RV0 

F 

IW000:512 

RV0 

F 

LIW000:256=IW000 

MOM 

F 
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(13) コンバート時の注意事項 

● S10Vは、S10/2シリーズ、S10miniシリーズに比べて処理性能が向上しています。そのため、

ラダープログラムのシーケンス時間が早くなる可能性がありますので、タイミングなどに注意

してください。 

● 演算ファンクションでアドレスをイミディエート値として指定している場合は、アドレスの変

換を行いません。水平ラダープログラムに変換後、アドレスを修正してください。特に拡張メ

モリーを使用していた場合は注意が必要です。 

● LPUモジュールがVer-Rev：02-05以前のS10Vでは、ハードウェアの制限からロングワード型レ

ジスターはロングワード境界でアクセスするレジスター番号（XL000、FL004など）を指定する

必要があり、ワード境界指定（XL010、FL003など）を行えません。コンバーター機能では、こ

れらの変換をしていません。奇数番号のロングワード型レジスターがコンパイル時にエラーと

して検出された場合、偶数番号のロングワード型レジスターとなるように修正してください

（LPUモジュールがVer-Rev：02-06以降は下記の修正は不要です）。 

 

［修正例］ 

（修正前）      （修正後） 

XL010 → XL000 

FL003 → FL004 

 

以下にロングワード型レジスターに指定できるナンバーの一覧を示します。 

 

ロングワード型レジスター指定可能ナンバー一覧 

（Ver-Rev：02-06以降のLPUは除く） 

レジスター種別 レジスターシンボル 指定可能ナンバー 

I/Oレジスター（ロングワード） XL, JL, YL, QL, GL, AL, RL, ML, 

KL, TL, UL, CL, NL, PL, VL, EL, 

ZL, SL, LBL 

XL020, LBL0040のように、  の部

分が偶数の場合だけ入力可能 

ワークレジスター（ロングワード） DL, FL, LWL, LXL, IL, OL DL006, LWL0008のように、   の部

分が偶数の場合だけ入力可能 

 

Ver-Rev：01-16以降のラダー図システムで作成した、奇数番号のロングワードレジスターまた

はPSHO/POPOを含むラダープログラムを、Ver-Rev：01-15以前のラダー図システムまたは一

括ロードでVer-Rev：02-05以前のLPUに送信すると、LPUが“不当命令検出”で停止します。 
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● ラダープログラムにアナログカウンターおよびCPU間リンクモジュールの設定が含まれている

場合、各設定情報が変換されます。 

変換された設定は、下記の方法で確認ができます。 

① アナログカウンター設定 

［ユーティリティ］メニューの［PCsエディション］－［アナログカウンタ］をクリック

すると［アナログカウンタ］画面が表示されます。 

変換後の設定が変換前の設定と相違がないか確認してください。 

 

 

 

② CPU間リンクモジュール設定 

４. ５. ３項の手順に従ってラダープログラムの送信を行った後に、CPU間リンクシステ

ムを起動し、変換後の設定が変換前の設定と相違がないか確認してください。 
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(14) ラダーコンバートチェック機能 

S10Vラダー図システムVer-Rev：01-10以前のコンバーター機能において、右下がりラダープログラ

ムファイル（拡張子が“PSE”または“WLD”）を水平ラダープログラムファイル（拡張子が

“WSVL”）に変換すると、コンバーター元ファイルにあった接点がコンバート後に消失し、コン

バート前後のラダープログラムが等価なラダーロジックとならない特殊ケースがあります（エラー出

力されません）。 

この特殊ケースの内容については、「(15) コンバート異常回路パターン」を参照してください。 

Ver-Rev：01-11でこの問題点の対策を行うとともに、すでにコンバート済みのラダープログラムに

ついて、この特殊ケースが該当するかどうかの見直し要否を判断するために、右下がりラダープログ

ラムファイル（拡張子が“PSE”または“WLD”）に対してコンバート異常となる回路を検出するコ

ンバートチェック機能を追加しました。コンバートチェック機能で異常となる回路を検出したラダー

プログラムファイル（拡張子が“PSE”または“WLD”）に対して対策版（Ver-Rev：01-11以降）の

S10Vラダー図システムのコンバーター機能で再度コンバートしてください。 

以下、コンバートチェック機能について説明します。 

 

＜コンバートチェック機能操作手順＞ 

① ［ユーティリティ］メニューから［コンバータ］をクリックしてください。 

② コンバーター元ファイル選択画面が表示されます。 

 

 

 

図４－95 コンバーター元ファイル選択画面 

 

③ コンバーター元ファイル選択画面でコンバートチェック対象の右下がりラダープログラム

ファイル（拡張子が“PSE”または“WLD”）が格納されているフォルダーを「ファイルの場

所」欄で選択してください。 

④  コンバートチェック  ボタンをクリックしてください。 
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⑤ 現在開いているS10Vラダーファイルに対するファイルの保存確認画面が表示されます（編集

した変更内容をファイルに保存していない場合だけ表示されます）。 

 

 

 

図４－96 ファイルの保存確認画面 

 

 はい  ボタン：変更内容をファイルに保存し、コンバートチェックを行います。 

 いいえ  ボタン：変更内容をファイルに保存しないで、コンバートチェックを行います。

チェック後、ラダー図は変更前の状態に戻ります。 

 キャンセル  ボタン：コンバートチェックを行わず、コンバーター元ファイル選択画面に

戻ります。 

⑥ コンバートチェック中は、チェック状況をダイアログボックスに表示します。 

 

 

 

図４－97 チェック状況表示ダイアログボックス 
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⑦ コンバートチェック後、［コンバートチェック結果］画面を表示します。 

 

 

 

図４－98 ［コンバートチェック結果］画面 

 

⑧ チェック結果をファイルに保存する場合は、  結果保存  ボタンをクリックしてください。

［名前を付けて保存］画面が表示されます。保存するファイルを指定してください。チェック

結果をテキスト形式のファイルに保存します。 

 

ﾌｫﾙﾀﾞｰ : C:¥Hitachi¥S10V¥LDC 

 

ﾌｧｲﾙ名 : NｺｲﾙNo. : ｺﾝﾊﾞｰﾄ前回路番号 : ｺﾝﾊﾞｰﾄ後回路番号 

工程1.pse : N00 : 00001 : 00002 

工程1.pse : N00 : 00003 : 00006 

工程1.pse : N00 : 00004 : 00010 

工程1.pse : N00 : 00005 : 00014 

 

図４－99 コンバートチェック結果保存ファイルフォーマット 

 

⑨  閉じる  ボタンをクリックすると、コンバーター元ファイル選択画面に戻ります。 

 

（注）コンバートチェック結果は、コンバート異常に該当しない例外ケース（補正ロジックに

よって救済される）も含みます。 
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(15) コンバート異常回路パターン 

S10Vラダー図システムVer-Rev：01-10以前のコンバータ機能において、コンバートによって接点が

消失する特殊ケースに該当する回路（コンバートチェック機能で異常を検出する回路）には、4つの

パターンがあります。それらを以下(ａ)～(ｄ)に示します。 

(ａ) 接続線┣の上接続接点消失 

回路の外縁上にない接続線┣（①）の上に接続線┓、┫（②）がある場合、接続線┓、┫（②）

よりも左または上につながっている接点（③）が消失します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜右下がりラダー＞ 

＜水平ラダー異常（Ver-Rev 01-10以前）＞ 

＜水平ラダー正常（Ver-Rev 01-11以降）＞ 

X000 

X010 

X031 

X021 

② 

③ 

① 

X040 Y000 

接続線┓、┫（②）よりも左
または上につながっている接
点（X010）（③）が消失する

X000 Y000 

X021 

X040 

X031 

コンバート 

X000 Y000 

X010 X021 

X031 

X040 
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(ｂ) 接続線╋直列接続時の左上接続接点消失 

接続線╋が2つ以上並んでいるような回路（①）の場合、接続線╋の左側、上側の接点（②）が

消失します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダー異常（Ver-Rev 01-10以前）＞ 

＜水平ラダー正常（Ver-Rev 01-11以降）＞ 

X000 
② 

Y006 

接続線╋の左、上側の接点
（X000, X002）（②）が
消失する 

LR0000 

コンバート 
X001 

X002 X003 X004 

X005 X006 

①接続線╋が2つ並び 

＜右下がりラダー＞ 

LR0001 X004 Y006 

F 
MOV 

LR0000 LR0001 X006 

LR0000 LR0003 

X002 

LR0003 

X005 

XW000 = LRW0000 

LR0000 LR0001 X004 Y006 

F 
MOV 

LR0000 LR0003 

LR0002 

XW000 = LRW0000 

LR0000 LR0001 X006 

LR0000 LR0003 

LR0002 X005 

X000はLR0000に自動変換されます。 
X002はLR0002に自動変換されます。 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

 

4-149 

(ｃ) 複数出力コイル時の接続線╋の左上接続接点消失 

接続線╋が2つ以上あり（①）、かつ出力コイルが複数ある（②）場合、接続線╋の左側、上側

の接点（③）が消失します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダー異常（Ver-Rev 01-10以前）＞ 

＜水平ラダー正常（Ver-Rev 01-11以降）＞ 

X000 

③ Y008 

③接続線╋の左、上側の接
点（X000, X002）が消失
する 

コンバート X001 

X002 X003 

X005 

①接続線╋が2つ 

＜右下がりラダー＞ 

LR0000 LR0001 Y007 

MOV 

LR0000 LR0001 

LR0000 LR0003 

X002 

LR0003 

X005 

XW000 = LRW0000 

X000はLR0000に自動変換されます。 
X002はLR0002に自動変換されます。 

Y007 

②出力コイルが2つ 

F 

Y008 

LR0000 LR0001 Y007 

MOV 

LR0000 LR0001 

LR0000 LR0003 

LR002 

LR0003 

X005 

XW000 = LRW0000 
F 

Y008 

LR0000 

LR0002 
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(ｄ) 接続線┗の上接続接点消失 

回路の外縁上にない接続線┣、╋、┻（①）の上方向に接続線┗（②）がある場合、接続線┗

（②）よりも上につながっている接点（③）が消失します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水平ラダー異常（Ver-Rev 01-10以前）＞ 

＜水平ラダー正常（Ver-Rev 01-11以降）＞ 

X035 

② 

Y015 

接続線┗の左、上側の接点
（X035, X036）（③）が
消失する 

コンバート 
X036 

X03B X03A 

X039 X038 

回路の外縁上にない接続線┻（①）の上方
向に接続線┗（②）がある 

＜右下がりラダー＞ 

X035はLR0005に自動変換されます。 
X036はLR0006に自動変換されます。 

① 

X037 

X03C ③ 

X035 X037 Y015 

F 
MOV 

X039 

LR000B 

LR000B 

X038 

XW030 = LRW0000 

LR000C X03A 

LR000C 

X036 

LR0005 X037 Y015 

F 
MOV 

X039 

LR000B 

LR000B 

X038 

XW030 = LRW0000 

LR000C X03A 

LR000C 

LR0006 

LR0005 LR0006 
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４. ７. ５ 強制占有解除 

強制占有解除は、ラダー図システムが占有中に何らかの原因でPCsとの接続が切れた場合、占有が

残ったままになる可能性があります。占有が残った状態では、どのPCとも接続ができなくなります。

このような場合に、強制占有解除を使って、占有状態を強制的に開放します。 

 

● 強制占有解除機能は、他ユーザーが占有中でも実行できます。しかし、他ユーザーが占有中

にこの機能を実行しても、占有中のユーザーには、占有が解除されたことがわかりません。

このため、運用によっては同じPCsに対して多重アクセスとなる場合が考えられます。これ

を防ぐため、強制占有解除を使用する場合は、他ユーザーが占有中でないことを警告メッ

セージで十分確認してください。 

● PCsとオンライン状態で、［ユーティリティ］－［PCsエディション］－［容量変更］また

は［アナログカウンタ］の設定値を変更した後に、オフライン状態で作成したラダープログ

ラムをPCsへ送信すると、オフライン状態時に設定されていた設定値で上書きされます。こ

れは、ラダープログラムにPCsエディションの各設定値が含まれているためです。上書きさ

れた場合は、再度オンライン状態で設定し直してください。 
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４. ７. ６ イーサネット通信設定（パラメーター情報の設定） 

(１) ［イーサネット通信設定一覧］画面 

イーサネット通信システム拡張演算ファンクションのパラメーター情報の一覧を表示編集するため

の機能を提供します。「管理番号」は、使用できるソケットに対応付けた番号で1～80を固定で表示

します。また「機器名称」は、その管理番号で使用できる通信モジュールの名称が固定で表示されま

す。その他の項目は、未設定の場合“*”で表示します。 

＜操作＞ 

① ［ユーティリティ］メニューから［イーサネット通信設定］－［パラメータ設定］をクリッ

クしてください。 

② ［イーサネット通信設定一覧］画面が表示されます（図４－100参照）。 

 

 

 

図４－100 ［イーサネット通信設定一覧］画面 

 

③ イーサネット通信設定のパラメーター情報をPCs（ラダー図システムのオフライン時は、ラ

ダー図システムの内部メモリー）に保存し、［イーサネット通信設定一覧］画面を終了する場

合は、  登録  ボタンをクリックしてください。 

④ イーサネット通信設定のパラメーター情報をPCsに保存しないで、［イーサネット通信設定

一覧］画面を終了する場合は、  キャンセル  ボタンをクリックしてください。 

⑤ 編集するイーサネット通信設定のパラメーター情報の行を選択して、  編集  ボタンをク

リックしてください。  編集  ボタンをクリックすると、［イーサネット通信設定］画面 

（図４－101参照）を表示します。行を選択していない状態では操作できません。また、イー

サネット通信設定のパラメーター情報の行をダブルクリックすることでも［イーサネット通信

設定］画面を表示することができます。 

⑥ 1つのイーサネット通信設定のパラメーター情報を削除する場合、削除するイーサネット通

信設定のパラメーター情報の行を選択して、  削除  ボタンをクリックしてください。 
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⑦ すべてのイーサネット通信設定のパラメーター情報を削除する場合は、  全削除  ボタンを

クリックしてください。設定されているパラメーター情報が1つもない場合は操作できませ

ん。 

 

＜留意事項＞ 

●  削除  ボタンまたは  全削除  ボタンによる操作では、選択した行のイーサネット通信設

定のパラメーター情報の表示を未設定状態にするだけです。実際にPCsまたは内部メモリー

に反映されるのは、  登録  ボタンをクリックしたときになります。 

● ［イーサネット通信設定］画面を表示するときは、イーサネット通信命令が使用可能か

LPU、CMU、ET.NETのバージョンをチェックし、以下に示す警告メッセージを表示しま

す。なお、回線エラー発生時は、画面を表示しません。 

 

条件 警告メッセージ 備考 

オフライン 

イーサネット通信命令を使用する

には、ET.NET、OPTET、または

Ver-Rev 04-00以降のCMUを実装し

てください。 

パラメーターの設定は可 

オンライン 

LPUバージョン02-02前 
LPUがET.NETのイーサネット通信

未対応のバージョンです。 
パラメーターの設定は可 

CMU未実装 CMUが未実装です。 パラメーターの設定は可 

CMUバージョン03-01前 
CMUがイーサネット通信未対応の

バージョンです。 
パラメーターの設定は可 

CMUバージョン04-00前 
CMUがET.NET未対応のバージョ

ンです。 
パラメーターの設定は可 

ET.NET（メイン）未実装 
ET.NETのメインモジュールが未実

装です。 
パラメーターの設定は可 

ET.NET（サブ）未実装 
ET.NETのサブモジュールが未実装

です。 
パラメーターの設定は可 

OPTET未実装 OPTETモジュールが未実装です。 パラメーターの設定は可 

上記以外 表示なし  
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(２) ［イーサネット通信設定］画面 

［イーサネット通信設定一覧］画面で、  編集  ボタンをクリックまたはイーサネット通信設定リ

ストボックスの管理番号をダブルクリックしたときに表示します。 

指定管理番号のイーサネット通信のパラメーター情報を設定します（図４－101参照）。 

 

 

 

図４－101 ［イーサネット通信設定］画面 

 

＜操作＞ 

① 各項目を設定し、  OK  ボタンをクリックすると、表示している値を［イーサネット通信

設定一覧］画面（図４－100参照）に反映します。 

②  キャンセル  ボタンをクリックすると、表示している値を反映しないで［イーサネット通

信設定］画面を終了します。 
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＜項目＞ 

管理番号： 

［イーサネット通信設定一覧］画面（図４－100参照）で指定された管理番号を表示します。 

 

機器名称： 

［イーサネット通信設定一覧］画面（図４－100参照）で指定された通信を行うモジュールを

表示します。 

機器名称は管理番号に対して固定で、以下のモジュールが表示されます。 

管理番号49～80のOPTETを指定する場合、使用するOPTETのModule番号を指定してください。 

 

管理番号 機器名称 

1～16 CMU 

17～32 ET.NET（メイン） 

33～48 ET.NET（サブ） 

49～80 OPTET（Module 0～3） 

 

通信方法： 

コンボボックスから「TCP」または「UDP」を選択してください。 

デフォルトは「TCP」です。この選択項目が、イーサネット通信のオープン命令に対応しま

す。 

 

自ポート番号： 

通信を行うポート番号を10進数で指定してください（指定範囲は1～65535）。 

デフォルトは空白です（10000～59999の使用を推奨。60000以降はシステム予約）。 

 

相手ポート番号： 

通信相手先のポート番号を10進数で指定してください（指定範囲は1～65535）。 

デフォルトは空白です（10000～59999の使用を推奨。60000以降はシステム予約）。 

 

相手IPアドレス： 

通信相手先のIPアドレスを指定してください。UDP送信でブロードキャスト送信を行う場合

は、255.255.255.255のようにノードアドレスを255で指定してください。デフォルトは空白で

す。 

 

送信アドレス： 

送信データの先頭アドレスをPI/Oのワード形式（ロング、フロート専用レジスターはロング、

フロート形式）で指定してください。ビット型レジスター、PI/Oとして割りあたっていないエ

リアおよびレジスターをまたがっての指定はできません。デフォルトは空白です。 

また、送信アドレスと送信サイズから送信データの終了アドレスを計算して表示します。 
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送信サイズ： 

データの送信サイズを16進数で指定してください。デフォルトは空白です。 

単位はバイトで通信種別ごとに以下のサイズが指定できます。 

TCP：0x0～0x1000（0～4096） 

UDP：0x0～0x5C0（0～1472） 

 

受信アドレス： 

受信データを格納するエリアの先頭アドレスをPI/Oのワード形式（ロング、フロート専用レジ

スターはロング、フロート形式）で指定してください。ビット型レジスター、PI/Oとして割り

あたっていないエリアおよびレジスターをまたがっての指定はできません。 

デフォルトは空白です。また、受信アドレスと受信サイズから受信データの終了アドレスを計

算して表示します。 

 

受信サイズ： 

データの受信サイズを16進数で指定してください。デフォルトは空白です。 

単位はバイトで通信種別ごとに以下のサイズが指定できます。 

TCP：0x0～0x1000（0～4096） 

UDP：0x0～0x5C0（0～1472） 

 

受信タイムアウト時間： 

受信命令発行時に受信データが受信できない場合の受信データ到着待ち時間を設定してくださ

い。 

設定範囲は、0～100（0～10秒）で100ms単位で指定します（0はタイムアウトなし）。 

デフォルトは10（1秒）です。タイムアウト時間を設定して、受信命令で受信タイムアウトが

発生した場合、受信命令が受信データなし（EWOULDBLOCK）のエラーとなります。 

 

実行中フラグ： 

イーサネット通信命令の処理が実行中かを示すエリアをビット型レジスターで指定してくださ

い。デフォルトは空白です。 

 

詳細結果コード： 

イーサネット通信命令の実行結果の詳細な結果コードを格納するエリアを、ロング型レジス

ターで指定してください。デフォルトは空白です。 
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ソケット切断方法： 

通信方法が「TCP」のときだけ設定できます。ソケットの切断方法は「未送信データ送信待

ち」、「未送信データ破棄」から選択してください。デフォルトは、「未送信データ送信待

ち」です。選択項目と意味を以下に示します。 

未送信データ送信待ち：送信が未完了のデータがある場合、データが流れるまで待ち状態に

なります。 

読み取られていない受信データは破棄されます。 

未送信データ破棄：送信が未完了のデータがある場合、データが流れるのを待たずに通信路

の切断とソケットの解放を行います。この場合、相手ホストのTCPには

RSTが送信されます。通常の切断方法と異なるため相手ホストでRSTを

受信した場合の動作（UPへのRST受信時の報告方法）に注意してくださ

い。 

読み取られていない受信データは破棄されます。 

 

以下にイーサネット通信設定で指定できるレジスターを示します。 

 

表４－15 設定レジスター一覧（1/2） 

 

No. 項目 シンボル 送信アドレス 受信アドレス 実行中フラグ 詳細結果コード 

1 外部入力 X ○ ○ ○ ○ 

2 外部出力    Y ○ ○ ○ ○ 

3 内部レジスター R ○ ○ ○ ○ 

4 キープリレー K ○ ○ ○ ○ 

5 オンディレイタイマー T ○ ○ ○ ○ 

6 ワンショットタイマー U ○ ○ ○ ○ 

7 アップダウンカウンター C ○ ○ ○ ○ 

8 グローバルリンク 

レジスター 

G ○ ○ ○ ○ 

9 ネスティングコイル N ○ ○ ○ ○ 

10 プロセスレジスター P ○ ○ ○ ○ 

11 イベントレジスター E ○ ○ ○ ○ 

12 エッジ接点 V ○ ○ ○ ○ 

13 ゼットレジスター   Z ○ ○ ○ ○ 

14 システムレジスター S ○ ○ ○ ○ 

○：指定できます。 
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表４－15 設定レジスター一覧（2/2） 

 

No. 項目 シンボル 送信アドレス 受信アドレス 実行中フラグ 詳細結果コード 

15 データレジスター DW ○ ○ ― ○ 

16 ワークレジスター FW ○ ○ ― ○ 

17 内部レジスター M ○ ○ ○ ○ 

18 内部レジスター 

（ロングワード） 

BD ― ― ― ― 

19 高速RI/O入力用 I ○ ○ ― ○ 

20 高速RI/O出力用 O ○ ○ ― ○ 

21 HI-FLOW－ラダー間 

共有データレジスター 

J ○ ○ ○ ○ 

22 Q ○ ○ ○ ○ 

23 ワークレジスター LB ○ ○ ○ ○ 

24 ワード専用ワーク 

レジスター 

LW ○ ○ ― ○ 

25 ロングワード専用 

ワークレジスター   

LL ○ ○ ― ○ 

26 単精度浮動小数点専用 

ワークレジスター 

LF ○ ○ ― ○ 

27 ワード専用ワーク 

レジスター（停電保持） 

LX ○ ○ ― ○ 

28 ロングワード専用ワーク 

レジスター（停電保持） 

LM ○ ○ ― ○ 

29 単精度浮動小数点専用ワー

クレジスター（停電保持） 

LG ○ ○ ― ○ 

30 ラダーコンバーター専用 

ワークレジスター 

LR ○ ○ ○ ○ 

31 ラダーコンバーター専用 

ワークレジスター 

（エッジ接点用） 

LV ○ ○ ○ ○ 

32 HS.RI/O入力用レジスター LI ― ― ― ― 

33 HS.RI/O出力用レジスター LO ― ― ― ― 

○：指定できます。 

－：指定できません。 
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４. ７. ７ イーサネット通信設定（システムプログラムの送信） 

LPUにイーサネット通信機能（イーサネット通信システム拡張演算ファンクション）のシステムプ

ログラムを送信します。イーサネット通信機能のシステムプログラムは、ラダー図システムで提供し

ているため、イーサネット通信機能を使用するときは、最初にLPUにシステムプログラムを送信する

必要があります。 

なお、この操作はオンラインのときだけ行えます。 

＜操作＞ 

① ［ユーティリティ］メニューから［イーサネット通信設定］－［システムプログラム送信］

をクリックしてください。 

② システムプログラム送信確認画面が表示されます（図４－102参照）。 

 

 

 

図４－102 システムプログラム送信確認画面 

 

③ 送信を行う場合は、  OK  ボタンをクリックしてください。また、送信を行わないときは 

 キャンセル  ボタンをクリックしてください。 

④ 送信中は、［送信中］画面を表示します（図４－103参照）。 

 

 

 

図４－103 ［送信中］画面 

 

⑤ 送信が完了すると［送信中］画面を終了します。 
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● システムプログラムを送信（＝イーサネット通信システム拡張演算ファンクションを実装）

しなくてもラダープログラムは作成できます。ただし、ラダープログラムにイーサネット通

信システム拡張演算ファンクションが使用されている場合、ラダープログラムの送信時に

イーサネット通信システム拡張演算ファンクションの実装チェックを行います。実装されて

いない場合、エラーメッセージダイアログボックスを表示してラダープログラムの送信は行

いません。 

エラーメッセージ：システム拡張演算ファンクションのXXXXが実装されていません。 

（XXXXはイーサネット通信システム拡張演算ファンクションの演算ファンクション名称） 

● LPUのメモリーを初期化した場合、送信したシステムプログラムがクリアーされてしまいま

す。そのため、LPUのメモリーを初期化した場合、再度システムプログラムの送信が必要で

す。 
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４. ７. ８ アナログおよびパルスカウンターモジュールの設定 

ラダープログラムから4chアナログ入力モジュールまたは8chアナログ入力モジュール、4chアナログ

出力モジュール、パルスカウンターモジュールを使用する場合、データエリアへのモジュール実装ア

ドレスの登録が必要となります（*1）。ここでいうデータエリアとは、EW400～EWFF0までのPI/Oレ

ジスターエリアを指します。データエリアへのモジュール実装アドレスの登録は、ラダー図システム

のアナログカウンター機能を使用して行います。詳しくは「(１) データエリア登録手順」を参照し

てください。アナログ入力／出力モジュール、パルスカウンターモジュールは、データエリアを介し

てデータのやりとりを行います。データエリアの詳細フォーマットについては、各I/Oモジュールのマ

ニュアルを参照してください（*2）。 

データエリアとアナログ入力／出力モジュール、パルスカウンターモジュールの関係を以下に示し

ます。 

 

アナログ入力モジュール 

外部から取り込んだ電流または電圧をア

ナログ入力モジュールでは、A/D変換データ

に変換します。A/D変換データは、LPUに

よってチャネル別にあらかじめ登録された

データエリアに展開されます。 

ラダープログラムからこのデータエリア

にアクセスすることによって、アナログ入

力モジュールに取り込まれたアナログデー

タを参照することができます。 

 アナログ出力モジュール 

あらかじめ登録されたデータエリアにラ

ダープログラムでD/A変換データを書き込む

と、LPUはその値をアナログ出力モジュー

ルに書き込みます。アナログ出力モジュー

ルは、その値をアナログ出力形式に従い、

電流または電圧に変換して外部へ出力しま

す。 

 

 

＜LPUモジュール＞ 
 

＜データエリア＞

EW400

EWFF0

＜アナログ入力モジュール＞ 

＜アナログ出力モジュール＞ 

＜ラダープログラム＞ 

F 
A/D変換ﾃﾞｰﾀ

D/A変換ﾃﾞｰﾀ

A/D変換ﾃﾞｰﾀ

D/A変換ﾃﾞｰﾀ

電流/電圧

電流/電圧
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パルスカウンターモジュール 

パルスカウンターモジュールから取り込んだデータ（読み出しデータ、状態コード）をLPUモ

ジュールがあらかじめ登録したデータエリアに展開します。 

また、書き込みデータおよび制御コードをあらかじめ登録したデータエリアに書き込むことに

よって、パルスカウンターモジュールを制御することができます。 

パルスカウンターのデータエリアのフォーマットの詳細は、パルスカウンターモジュールのマ

ニュアルを参照してください（*2）。 

 

＜LPUモジュール＞ 
 

読み出しﾃﾞｰﾀ、状態ｺｰﾄﾞ 

＜パルスカウンターモジュール＞ 

＜データエリア＞ 

EW400

EWFF0

＜ラダープログラム＞ 

F 

読み出しﾃﾞｰﾀ 

状態ｺｰﾄﾞ 

書き込みﾃﾞｰﾀ 

制御ｺｰﾄﾞ 

書き込みﾃﾞｰﾀ、制御ｺｰﾄﾞ 

ﾊﾟﾙｽ 

比較出力 
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（*1）モード設定のある下記のアナログ入力／出力モジュールは、設定したモードによってはデータ

エリアの登録は不要となります。モード設定の詳細は、「S10mini ハードウェアマニュアル 

I/Oモジュール（マニュアル番号 SMJ-1-114）」を参照してください。 

 

No. モジュール型式 設定モード データエリアの登録 

1 LQA000 MODE1 不要 

MODE2 要 

2 LQA100 MODE1 不要 

MODE2 要 

3 LQA200 MODE1 不要 

MODE2 要 

4 LQA500 MODE1 不要 

MODE2 要 

5 LQA600 MODE1 不要 

MODE2 要 

6 LQA610 MODE1 不要 

MODE2 要 

7 LQA050 MODE1 不要 

MODE2 要 

MODE3 不要 

MODE4 要 

8 LQA150 MODE1 不要 

MODE2 要 

MODE3 不要 

MODE4 要 

 

（*2）各I/Oモジュールとマニュアル番号の対応については、以下の表を参照してください。 

 

モジュール型式 マニュアル番号 

LQA000/050/100/150/200/310/500/600/610/810 SMJ-1-114 

LQC000 SMJ-1-114 

LWA400/401/402/403/404/421/422/423/430/435/450/460 SMJ-1-126 

LWC400/401/402 SMJ-1-126 

PAN300B/301B/309/320B/329 SMJ-1-124 

PAF300/301/309/320/329 SAJ-2-201 

PTF300/320 SAJ-2-201 
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(１) データエリア登録手順 

データエリアの登録手順には、オンラインモードでの登録とオフラインモードでの登録の2種類が

あります。オンラインモード、オフラインモードについては、「４. ５. ２ オンライン／オフライ

ン／オンラインモニター専用／オンライン待ちモードの切り替え」を参照してください。 

(ａ) オフライン状態での設定 

① ［ユーティリティ］メニューから［PCsエディション］－［アナログカウンタ］をクリック

してください。 

 

 
 

図４－104 アナログカウンタ選択 

 

② ［アナログカウンタ］画面が表示されます。すでにオフライン状態で割り付いているモ

ジュールがある場合はモジュール名称、タイプ、アドレスが表示されます。 

 

 
 

図４－105 ［アナログカウンタ］画面表示 

すでに登録されているアナログモジュール 
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③ ［アナログカウンタ］画面から割り付けデータエリアの登録No.を選択し、  設定  ボタン

をクリックしてください。 

 

 

 

図４－106 ［アナログカウンタ］画面（割り付けデータエリア選択） 

 

④ ［設定］画面が表示されます。モジュール名のリストボックスから割り付けるモジュール名

称を選択してください。モジュール名に8chアナログ入力モジュールを選択した場合、割り付

けデータの範囲が4chから8chに変化します。割り付けデータエリアのデフォルト表示は4chで

す。 

 

 

 

 

図４－107 ［設定］画面（モジュール名リスト表示） 

割り付けデータエリア登録No.選択 

ｸﾘｯｸするとﾓｼﾞｭｰﾙ名ﾘｽﾄが表示される 
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8ch AI（型式：LQA050, LQA150）モジュールは他のモジュールと異なり、選択するモード別

にツールで選択するモジュール名が違います。詳しくは、「(ｄ) 8chアナログ入力モジュー

ル」を参照してください。 

モジュール名を選択した後、アドレスを設定してください。アドレスの設定については

「(ｃ) アドレス設定」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－108 ［設定］画面（8ch AIモジュール選択） 

 

⑤  OK  ボタンをクリックすると、［設定］画面で設定したデータが［アナログカウンタ］画

面に表示されます（③で選択した登録No.の行に表示されます）。 

 

 
 

図４－109 ［アナログカウンタ］画面（8ch AIモジュール情報表示） 

 

以上でオフライン状態での登録は完了です。他に割り付けるモジュールがある場合は、③～

⑤の手順を繰り返してください。 

［設定］画面で  キャンセル  ボタンをクリックすると、［設定］画面で設定したデータは

破棄され［アナログカウンタ］画面に反映されません。 

⑥ ［アナログカウンタ］画面の  閉じる  ボタンをクリックすると［アナログカウンタ］画面

が閉じます。 

8ch AIモジュール情報表示 

アドレス設定 

8ch AIモジュール選択 
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⑦ ［ビルド］メニューから［オンライン］をクリックして、通信状態をオンラインに変更して

ください。 

 

 

 

図４－110 オンライン切り替え 
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⑧ 通信状態がオンラインに変更後、［ビルド］メニューから［送信］をクリックしてくださ

い。［送信設定］画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

図４－111 ［送信設定］画面表示 
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⑨  OK  ボタンをクリックします。ラダープログラムと一緒に［アナログカウンタ］画面で設

定した設定情報がPCsに送信されます。ただし、［アナログカウンタ］画面内のモジュールに

以下のアナログモジュールが登録されている場合、接続先のPCsが当該モジュールをサポート

しているかどうかのチェックを自動で行います。 

 

モジュール名 備考 

LQA050/150(MODE2) (AI) 8chアナログ入力モジュール（A/D変換ビット数が14ビット） 

LPUモジュールVer-Rev：0002-0001以降でサポート（*1） 

LWA435 (AI) 4chアナログ入力モジュール（A/D変換ビット数が14ビット） 

LPUモジュールVer-Rev：0002-0009以降でサポート（*2） 

 

未サポートの場合は、エラーメッセージダイアログボックスが表示され、ラダープログラム

の送信は行われません。ラダープログラムを送信するためには、［アナログカウンタ］画面か

らエラーメッセージで出力された登録を削除するかまたは当該モジュールをサポートしている

PCs（（*1）、（*2））に変更した後、再度ラダープログラムの送信を行ってください（⑧、

⑨の操作）。 

 

 

○○○○：モジュール名によって以下が表示されます。 

  LQA050/150(MODE2) = 8ch AI(LQA050/150(MODE2)) 

  LWA435 =LWA435  AI 

△△△△：モジュール名によって以下が表示されます。 

  LQA050/150(MODE2) = 8ch AI 

  LWA435 =LWA435  AI 

 

図４－112 アナログモジュール未サポート時のエラーメッセージダイアログボックス 

 

以上でオフライン状態でのモジュール設定は完了です。 
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(ｂ) オンライン状態での設定  

① ［ビルド］メニューから［オンライン］をクリックします（図４－110参照）。すでにオン

ライン状態の場合はこの手順は不要です。 

② 以降、「(ａ) オフライン状態での設定」の①～④の手順を行ってください。 

［アナログカウンタ］画面が表示されたとき、接続先のPCsのアナログカウンターテーブル

にそのPCsが未サポート（前ページの（*1）、（*2）参照）のアナログモジュールが登録され

ていた場合、警告メッセージが表示されます。 

 

 
○○○○：モジュール名によって以下が表示されます。 

  LQA050/150(MODE2) = 8ch AI(LQA050/150(MODE2)) 

  LWA435 =LWA435  AI 

 

図４－113 接続先PCsのアナログモジュール未サポート警告メッセージ 

 

③ ［設定］画面の  OK  ボタンをクリックすると［設定］画面で設定したデータが［アナロ

グカウンタ］画面に表示されると共にPCsに登録されます（*）。他に割り付けるモジュールが

ある場合は、②～③の手順を繰り返してください。 

［送信設定］画面の  キャンセル  ボタンをクリックすると、②の手順で設定したデータは

PCsに登録されません。 

 

（*）［設定］画面で選択したモジュールでの動作を接続先のPCsが未サポートの場合、エ

ラーメッセージダイアログボックスが表示され、選択したモジュールの登録は行われ

ません。 

 

 
○○○○：モジュール名によって以下が表示されます。 

  LQA050/150(MODE2) = 8ch AI(LQA050/150(MODE2)) 

  LWA435 =LWA435  AI 

 

図４－114 接続先PCsのアナログモジュール未サポートメッセージダイアログボックス 

 

登録するためには、選択したモジュールでの動作をサポートしているPCs（前ページの

（*1）、（*2）参照）に変更してください。 

 

以上でオンライン状態でのモジュール設定は完了です。  
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(ｃ) アドレス設定  

［設定］画面から指定するアドレスは、各I/Oスロットに該当する外部入出力（X, Y）アドレスと

なります（下記参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－115 4スロットLPUマウントベース（FREE設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－116 4スロットLPUマウントベース（FIX設定） 

 

  

設定条件 
ステーション番号：000（可変） 
パーティション設定：FREE 
I/Oスロット点数：16点 

PS LPU 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
0 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
1 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
2 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
3 

外部入力アドレス 
00 
01 
02 
03 

外部出力アドレス 
03 
02 
01 
00 

設定条件 
ステーション番号：000（固定） 
パーティション設定：FIX 
I/Oスロット点数：16点 

PS LPU 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
0 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
1 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
2 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
3 

外部入力アドレス 
00 
01 

外部出力アドレス 
01 
00 
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図４－117 4スロットI/Oマウントベース（FREE設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－118 4スロットI/Oマウントベース（FIX設定） 

 

外部入出力アドレスはI/Oスロット単位に固定ではなく、RI/Oステーション番号、I/O点数設定、

パーティション設定（FREE/FIX）によって変わります。詳細は「ユーザーズマニュアル 基本モ

ジュール（マニュアル番号 SVJ-1-100）」を参照してください。 

設定条件 
ステーション番号：040（可変） 
パーティション設定：FREE 
I/Oスロット点数：16点 

PS RI/O 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
0 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
1 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
2 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
3 

外部入力アドレス 
40 
41 
42 
43 

外部出力アドレス 
43 
42 
41 
40 

設定条件 
ステーション番号：040（固定） 
パーティション設定：FIX 
I/Oスロット点数：16点 

PS RI/O 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
0 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
1 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
2 

ｽ 
ﾛ 
ｯ 
ﾄ 
3 

外部入力アドレス 
40 
41 

外部出力アドレス 
41 
40 
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(ｄ) 8chアナログ入力モジュール 

8chアナログ入力モジュールをMODE2またはMODE4設定で使用する場合、ラダー図システムの

［アナログカウンタ］画面からの登録が必要です。 

MODE2またはMODE4を設定したときは［アナログカウンタ］画面から以下のモジュールを選択

し、  OK  ボタンをクリックしてください。 

● MODE2設定で使用する場合 

 

 

 

図４－119 8ch AIをMODE2で使用する場合 

 

● MODE4設定でチャネルの0～3だけを使用する場合 

 

 

 

図４－120 8ch AIをMODE4（チャネル0～3だけを使用）で使用する場合 

 

（注）チャネル0～3を使用しないで、4～7だけを使用する設定はできません。 

 

選択してください。 

選択してください。 
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● MODE4設定でチャネルの0～7を使用する場合 

 

 

 

図４－121 8ch AIをMODE4（チャネル0～7すべて使用）で使用する場合 

 

初めに、モジュール名リストから“LQA050/150(MODE4) (ch0-ch3)   (AI)”を選択し、  OK  

ボタンをクリックしてください。その後、モジュール名リストから“LQA050/150(MODE4) (ch4-

ch7)   (AI)”を選択し、  OK  ボタンをクリックしてください。“LQA050/150(MODE4) (ch4-ch7)   

(AI)”の設定位置は、“LQA050/150(MODE4) (ch0-ch3)   (AI)”の登録No.の直後に設定してくださ

い。 

 

“LQA050/150(MODE4) (ch0-ch3)   (AI)”の登録No.の直後でない場合（図４－122参照。

“LQA050/150(MODE4) (ch0-ch3)  (AI)”が登録してあるNo.2の直後のNo.3に登録しないでNo.4に登

録しようとした場合）、以下に示すエラーメッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－122 8ch AIをMODE4（チャネルの4～7）の登録位置が不正な場合 

この位置に登録しようとした場合 

初めに選択してください。 

次に選択してください。 
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MODE1またはMODE3設定の場合は［アナログカウンタ］画面からの登録は不要です（使用しな

いでください）。モード設定の詳細は、「S10mini ハードウェアマニュアル I/Oモジュール（マ

ニュアル番号 SMJ-1-114）」を参照してください。 

(２) アナログパルスカウンター削除 

(ａ) オフライン状態での削除 

① ［ユーティリティ］メニューから［PCsエディション］－［アナログカウンタ］をクリック

してください（図４－104参照）。 

② ［アナログカウンタ］画面が表示されます。すでにオフラインで割り付けているモジュール

がある場合はモジュール名称、タイプ、アドレスが表示されます。 

③ 登録を削除するモジュールの登録No.を選択して  削除  ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

図４－123 ［アナログカウンタ］画面（割り付けデータ削除） 

 

削除するモジュールの登録No.選択 
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④ 「削除します。よろしいですか？」のメッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－124 割り付けデータ削除確認ダイアログボックス 

 

 OK  ボタンをクリックすると、③で選択したモジュール設定が［アナログカウンタ］画面

から消去されます（オフライン状態での削除）。 

 キャンセル  ボタンをクリックすると、モジュール設定の削除は行われません。 

⑤ ［アナログカウンタ］画面の  閉じる  ボタンをクリックすると［アナログカウンタ］画面

が閉じられます。 

⑥ ［ビルド］メニューから［オンライン］をクリックして、通信状態をオンラインに変更して

ください（図４－110参照）。 

⑦ 通信状態をオンラインに変更後、［ビルド］メニューから［送信］をクリックします。［送

信設定］画面が表示されます（図４－111参照）。 

⑧  OK  ボタンをクリックします。ラダープログラムと一緒に［アナログカウンタ］画面で削

除した設定情報がPCsに送信されます。 

 

以上でオフライン状態での登録モジュールの削除は完了です。 

 

(ｂ) オンライン状態での削除 

① ［ビルド］メニューから［オンライン］をクリックします。すでにオンライン状態の場合

は、この手順は不要です。 

② ［アナログカウンタ］画面が表示されます。すでにオフラインで割り付けているモジュール

がある場合はモジュール名称、タイプ、アドレスが表示されます。 

③ 登録を削除するモジュールの登録No.を選択して  削除  ボタンをクリックしてください。 

④ 「削除します。よろしいですか？」のメッセージダイアログボックスが表示されます。 

 OK  ボタンをクリックすると、③で選択したモジュール設定が［アナログカウンタ］画面か

ら消去されると共に、PCsからも削除されます。 

 キャンセル  ボタンをクリックすると、モジュール設定の削除は行われません。 

 

以上でオンライン状態での登録モジュールの削除は完了です。 
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(３) アナログパルスカウンタ注意事項 

● 旧ラダー図システム（［アナログカウンタ］画面からの8ch AI（型式：LQA050, LQA150）登録

を未サポート。VER-REV番号：01-02以前）の［アナログカウンタ］画面で以下のモジュール

が登録してあるPCsまたはラダープログラムファイルを参照した場合、不正表示（モジュール

名が不定表示または空白表示）となります。なお、モジュール名が“LWA435”の場合は、ラ

ダー図システムの01-20以前を使用した場合、不正表示（空白）となります。 

 

＜対象モジュール＞ 

モジュール名 備考 

LQA050/150(MODE2) (AI) 8ch AI(A/D変換ビット数14ビット) 

LQA050/150(MODE4)(ch0-ch3) (AI) 8ch AI(4ch AI(A/D変換ビット数12ビット)として使用) 

LQA050/150(MODE4)(ch4-ch7) (AI) 8ch AI(4ch AI(A/D変換ビット数12ビット)として使用) 

LWA435 (AI) 4ch AI(A/D変換ビット数14ビット) 

 

 

8ch AI(LQA050/150), 4ch AI(LWA435)をサポート 

 

 

8ch AI(LQA050/150), 4ch AI(LWA435)を未サポート 

 

図４－125 ［アナログカウンタ］画面不正表示 

不正表示 

不正表示 
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● 表４－16に示す型式のAIモジュールをサポートしていないLPUに対して、アナログカウンター

情報の登録およびAIモジュールの実装を行ってLPUを動作させた場合、これらのAIモジュール

の入力値を正しく参照できません。 

 

表４－16 モジュール型式とサポートLPU 

 

モジュール型式 
サポートLPU 

備考 
LPU-OS Ver-Rev モジュールRev 

LQA050/150 Ver2.0  Rev1.0以降 F以降 MODE2で動作する場合 

LWA435 Ver2.0  Rev9.0以降 R以降  

 

オンラインモードで［アナログカウンタ］画面から下記AIモジュールの登録またはラダー送信

時は、登録先LPUでのサポート有無をチェックし、非サポートの場合エラーメッセージを表示

し登録できません（表４－17参照）。ラダー図システムのFD送信機能を使用した場合も同様の

チェックを行い、非サポートの場合は警告画面を表示します。 

 

表４－17 ラダー図システムのVer-RevとLPU-OSのVer-Revの関係 

 

No. 操作 
AIモジュール

型式 

ラダー図 

システム

Ver-Rev 

LPU-OS Ver-Rev 

Ver2.0  

Rev0.0以前 

Ver2.0 

Rev1.0～8.0 

Ver2.0  

Rev9.0～ 

動作 登録 動作 登録 動作 登録 

1 ﾗﾀﾞｰ送信 LQA050/150 01-02以前 － － － － － － 

2 01-03以降 × 不可 ○ 可 ○ 可 

3 LWA435 01-20以前 － － － － － － 

4 01-21以降 × 不可 × 不可 ○ 可 

5 FD送信 LQA050/150 01-02以前 － － － － － － 

6 01-03～ 

01-20 

× 可 ○ 可 ○ 可 

7 01-21以降 × 可（*） ○ 可 ○ 可 

8 LWA435 01-20以前 － － － － － － 

9 01-21以降 × 可（*） × 可（*） ○ 可 

○：AIモジュールの入力値を正しく参照可 

×：AIモジュールの入力値を正しく参照不可 

（*）警告画面を表示します。  キャンセル  ボタンをクリックした場合、送信をキャンセルし、登録

されません。 
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４. ７. ９ ラダー図比較機能 

2つのラダー図を比較し、視覚的にラダー図の違いを表示する機能です。主にラダー図を変更した

場合など、以前のラダー図との異なる箇所を確認できます。ラダー図比較は、表示中のラダーシート

と保存済みのラダー命令ファイルに対して行うため、ラダーシートが表示されていることが前提とな

ります。表示方法については、「４. ２ ラダーシートファイル機能」を参照してください。 

以後、表示中のラダーシートを比較元、比較対象とするラダー命令ファイルを比較先とします。 

(１) 操作方法 

(ａ) 比較対象ファイル（比較先）の選択 

［ユーティリティ］メニューから［DIFF］－［回路］をクリックし、［回路DIFF設定］画面を表

示します。「DIFF対象ファイル」の欄に比較先のファイル名を入力し  DIFF  ボタンをクリック

した場合、［ネスティングDIFF一覧］画面を表示します。また、  キャンセル  ボタンをクリック

した場合、何も行わずに画面を閉じます。 

 

 

 

図４－126 ［回路DIFF設定］画面 

 

［回路DIFF設定］画面の右側にある  ...  ボタンをクリックした場合、［ファイルを開く］画面

を表示します。 

 

 

 

図４－127 ［ファイルを開く］画面 

 

比較対象ファイルを選択し、  開く  ボタンをクリックします。［回路DIFF設定］画面の

「DIFF対象ファイル」の欄に選択したファイル名が表示されます。 
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(ｂ) ［ネスティングDIFF一覧］画面 

［回路DIFF設定］画面で  DIFF  ボタンをクリックした場合、［回路DIFF設定］画面を閉じ、

［ネスティングDIFF一覧］画面を表示します。［ネスティングDIFF一覧］画面では、ネスティング

ごとに差異（DIFF）の有無を表示します。 

 

 

 

図４－128 ［ネスティングDIFF一覧］画面 

 

● ウィンドウタイトル 

比較元・比較先のファイル名と、「DIFF有り」ネスティング数を表示します。 

● 比較結果 

ネスティングごとの比較結果を表示します。 

 

No. 比較結果 表示文字 表示色 

1 差異なしまたは回路データなし DIFF無し 白 

2 差異あり DIFF有り 赤 

 

［ネスティングDIFF一覧］画面を終了する場合、画面右上にある  ×  ボタンをクリックしてく

ださい。 

次の操作を行うことで、ネスティングDIFFの比較結果をテキスト形式のファイルに保存すること

ができます。 

① ［ネスティングDIFF一覧］画面が表示されているときに、［ファイル］メニューから［上書

き保存］または［ファイル］メニューから［名前を付けて保存］をクリックするか、［Ctrl］

＋［S］キー操作のどれかを行います。 

② ①の操作後、［名前を付けて保存］画面が表示されます。 

③ ［名前を付けて保存］画面でファイル名を指定し保存します。 
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(ｃ) ［回路DIFF］画面 

［ネスティングDIFF一覧］画面で“DIFF有り”のネスティングをダブルクリックした場合、［回

路DIFF］画面を表示します。［回路DIFF］画面では、回路単位にDIFFの有無を色付き網掛けで表

示します。 

なお、回路データの表示サイズは、ズーム100%固定となります。 

 

 

 

図４－129 ［回路DIFF］画面 

 

● ウィンドウタイトル 

選択したネスティング番号、比較元・比較先ファイル名、不一致回路数（比較元：比較対

象）を表示します。 
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● 比較結果 

比較結果を色付き網掛けで表示します。画面の左側には、回路番号と比較結果を表す記号を

表示します。 

 

No. 比較結果 表示色 回路番号 記号 

1 同一行 白 比較先 なし 

2 変更行（比較元回路） 黄 比較元 < 

3 変更行（比較先回路） 赤 比較先 > 

4 削除行（*1） 黄 比較元 <D 

5 追加行（*2） 赤 比較先 >A 

（*1）比較元にあり、比較先にない回路を削除行として表示します。 

（*2）比較先にあり、比較元にない回路を追加行として表示します。 

 

［回路DIFF］画面を終了するには、画面右上にある  ×  ボタンをクリックしてください。［ネ

スティングDIFF一覧］画面で別なネスティングをダブルクリックした場合、表示中の［回路DIFF］

画面を閉じ、選択されたネスティングの［回路DIFF］画面を表示します。 
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(２) 差異のみ表示 

ラダー回路の比較結果を2つのモード（差異のみ表示、全て表示）で表示します。モードの切り替

えは、［回路DIFF］画面を表示しているときに［表示］メニューから［差異のみ表示］をクリックし

て行います。表示中のモードをチェックの有無で表示します。 

なお、［回路DIFF］画面の初期表示時は、“差異のみ表示”となります。 

(ａ) 差異のみ表示（チェックあり） 

差異がある回路だけ（同一回路以外）を表示します。 

 

 

 

図４－130 差異のみ表示画面 

 

(ｂ) 全て表示（チェックなし） 

すべての比較結果を表示します。 

 

 

 

図４－131 全て表示画面 
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(３) I/Oコメント 

コメントファイルを読み込み、比較結果と一緒にI/Oコメントを表示します。比較元・比較先のコメ

ントファイルをそれぞれ選択し、［コメント］メニューから［コメント表示］－［表示］をクリック

するか、ツールバーの  I/Oコメント表示／I/Oコメント非表示  ボタンをクリックし表示します。 

なお、コメントの表示サイズは、普通サイズ（16文字）固定となります。 

(ａ) コメントファイルの選択 

［コメント］メニューから［ファイルを開く］をクリックし、［コメントファイル選択］画面を

表示します。表示された画面で、比較元・比較先のコメントファイルを選択します。 

 

 

 

図４－132 ［コメントファイル選択］画面 

 

画面の右側にある  ...  ボタンをクリックし、［ファイルを開く］画面でファイルを選択しま

す。また、  キャンセル  ボタンをクリックした場合、コメントファイルの選択を中止し、画面を

閉じます。 
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(ｂ) I/Oコメントの表示 

［コメント］メニューから［コメント表示］－［表示］をクリックするか、ツールバーの  

 I/Oコメント表示／I/Oコメント非表示  ボタンをクリックし、I/Oコメントを表示します。なお、

［コメント］メニューから［コメント表示］－［非表示］をクリックするか、ツールバーの  

 I/Oコメント表示／I/Oコメント非表示  ボタンをクリックすると、I/Oコメントを非表示にできま

す。 

 

 

 

図４－133 ［コメント表示］画面 

 

(４) 印刷 

［ファイル］メニューから［印刷］をクリックすることによって、比較結果をプリンターに出力し

ます。また、［ファイル］メニューから［印刷プレビュー］をクリックすると、プリンターに出力す

る内容を画面で確認できます。なお、比較結果の印刷は、［ネスティングDIFF一覧］画面または［回

路DIFF］画面がアクティブの場合にだけ実行できます。 

(５) 操作上の注意 

・ラダーシートを編集中の場合、この機能は使用できません。必ずコンパイルを行ってから、ラ

ダー図比較機能を使用してください。 

・ユーザー演算ファンクションの比較は、演算ファンクション名称とパラメーターを対象に行いま

す。したがって、登録アドレスやプログラムだけの変更の場合、比較結果には表示されません。 

・I/Oコメントは、表示だけをサポートし比較は行いません。したがって、I/Oコメントの差異は、

比較結果に反映されません。また、行コメントは対象外とします。 

・JUMP演算ファンクション（JT, JMP, JSE）は、回路表示上は同じでも差異ありの表示になる場合

があります。 
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４. ７. 10 メモリーデータ比較機能 

レジスター内のデータを比較し、視覚的に違いを表示します。主に設定値を変更した場合などに、

変更内容を確認できます。データ比較は、表示中のラダーシートと保存済みのラダー命令ファイルに

対して行うため、ラダーシートが表示されていることが前提となります。 

以後、表示中のラダーシートを比較元、比較対象とするラダー命令ファイルを比較先とします。 

データ比較は、設定値などのデータを格納するレジスターを対象とし、電源OFFなどによってデー

タがクリアーされるワークレジスターなどは対象外とします。データ比較を行うレジスターを以下に

示します。 

 

No. レジスター名 エリア名 

1 K キープリレー 

2 FW ワークレジスター 

3 DW データレジスター 

4 LML ロングワードワークレジスター 

5 LG 浮動小数点ワークレジスター 

6 LXW ワードワークレジスター 

7 TS T設定値 

8 US U設定値 

9 CS C設定値 

10 --- TUC設定値（*） 

11 ANC アナログパルスカウンター 

（*）T, U, C設定値の比較結果を同時に表示します。 

 

（注）各レジスターのデータは、ファイルの保存形式によってファイルに格納されていない可能性

があります。保存形式とデータの関係については、「(４) 操作上の注意」を参照してくだ

さい。 

 

 



４ ラダーシートの機能と使用方法 

 

4-187 

(１) 操作方法 

(ａ) 比較対象ファイル（比較先）の選択 

［ユーティリティ］メニューから［DIFF］－［データ］をクリックし、［データDIFF設定］画面

を表示します。「DIFF対象ファイル」の欄に比較先のファイル名を入力し  DIFF  ボタンをク

リックした場合、［データDIFF一覧］画面を表示します。また、  キャンセル  ボタンをクリック

した場合、何も行わずに画面を閉じます。 

 

 

 

図４－134 ［データDIFF設定］画面 

 

［データDIFF設定］画面の右側にある  ...  ボタンをクリックした場合、［ファイルを開く］画

面を表示します。 

 

 

 

図４－135 ［ファイルを開く］画面 

 

比較対象ファイルを選択し、  開く  ボタンをクリックします。［データDIFF設定］画面の

「DIFF対象ファイル」の欄に選択したファイル名が表示されます。 
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(ｂ) ［データDIFF一覧］画面 

［データDIFF設定］画面で  DIFF  ボタンをクリックした場合、［データDIFF設定］画面を閉

じ、［データDIFF一覧］画面を表示します。［データDIFF一覧］画面では、比較対象エリアごとに

差異（DIFF）の有無を表示します。 

 

 

 

図４－136 ［データDIFF一覧］画面 

 

● ウィンドウタイトル 

比較元、比較先のファイル名と、「DIFF有り」エリア数を表示します。 

● 比較結果 

比較エリアごとに差異の有無およびデータの有無を表示します。 

 

No. 比較結果 表示文字 表示色 備考 

1 差異なし DIFF無し 白  

2 差異あり DIFF有り 赤  

3 比較元のみデータあり 比較元のみ（*1） 赤 （*2） 

4 比較先のみデータあり 比較先のみ（*1） 赤 （*2） 

5 比較データなし データ無し 白 （*2） 

（*1）比較元のみまたは比較先のみの場合、各ファイル名を付けて表示しま

す。 

（*2）比較元・比較先に、該当データが保存されていないときに表示します。

保存形式とデータの関係については、「(４) 操作上の注意」を参照し

てください。 

 

［データDIFF一覧］画面を終了する場合、画面右上にある  ×  ボタンをクリックしてくださ

い。 
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(ｃ) ［データDIFF］画面 

［データDIFF一覧］画面で各エリア名をダブルクリックした場合、［データDIFF］画面を表示し

ます。［データDIFF］画面では、データ単位にDIFFの有無を色付き網掛けで表示します。 

 

 

 

図４－137 ［データDIFF］画面 

 

● ウィンドウタイトル 

選択したエリア名、比較元、比較先ファイル名、不一致データ数を表示します。 

● カラムタイトル 

比較結果の説明を表示し、比較元・比較先のデータ上にそれぞれのファイル名を表示しま

す。なお、ファイル名が長い場合、ファイル名が途中で切れて表示される場合があります。 

● 比較結果 

比較結果を色付き網掛けで表示します。差異があるデータを赤色で表示し、アドレスの右側

に“*”を表示します。また、比較データがない場合、データに“****”を表示します。 

 

［データDIFF］画面を終了するには、画面右上にある  ×  ボタンをクリックしてください。

［データDIFF一覧］画面で別なエリアをダブルクリックした場合、表示中の［データDIFF］画面を

閉じ、選択されたエリアの［データDIFF］画面を表示します。 
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＜比較結果の表示＞ 

比較結果は、各エリアのデータ型に合わせ表示します。 

● ビット型データ（K） 

 

 

 

● ワード型データ（FW, DW, LXW, TS, US, CS, ANC） 

 

 

 

● ロング型データ（LML） 

 

 

 

● フロート型データ（LG） 
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(２) 表示モード 

データの比較結果を2つのモード（差異のみ表示、全て表示）で表示します。モードの切り替え

は、［データDIFF］画面を表示しているときに［表示］メニューから［差異のみ表示］を選択して行

います。表示中のモードをチェックの有無で表示します。 

なお、［データDIFF］画面の初期表示時は、“差異のみ表示”となります。 

(ａ) 差異のみ表示（チェックあり） 

差異がある回路だけ（同一回路以外）を表示します。 

 

 

 

図４－138 差異のみ表示画面 

 

(ｂ) 全て表示（チェックなし） 

すべての比較結果を表示します。 

 

 

 

図４－139 全て表示画面 
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(３) 印刷 

［ファイル］メニューから［印刷］をクリックすることによって、比較結果をプリンターに出力し

ます。また、［ファイル］メニューから［印刷プレビュー］をクリックすると、プリンターに出力す

る内容を画面で確認できます。なお、比較結果の印刷は、［データDIFF一覧］画面または［データ

DIFF］画面がアクティブの場合にだけ実行できます。 

(４) 操作上の注意 

・ラダーシートを編集中の場合、この機能は使用できません。必ずコンパイルを行ってから、ラ

ダー図比較機能を使用してください。 

・ラダー命令ファイルは、保存形式によって保存するデータが異なります。 

保存形式とデータの有無の関係を以下に示します。 

 

No. 保存形式 K FW DW LML LG LXW TS US CS ANC 

1 シーケンス － － － － － － ○ ○ ○ ○ 

2 シーケンス＋データ － － ○ － － － ○ ○ ○ ○ 

3 シーケンス＋フェンス － － ○ － － － ○ ○ ○ ○ 

4 シーケンス＋ワーク － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

5 全エリア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：データあり 

－：データなし 
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４. ７. 11 MCS 

MCS画面は、アドレスまたはPI/Oを指定することによってデータの読み出しまたは書き込みを行い

ます。通信状態によってデータの読み出し先、書き込み先、および有効なアドレス範囲が異なります

（下表参照）。 

 

通信状態 データ読み出し／書き込み先 有効なアドレス範囲 

オンライン（*1） 実機（PCs）メモリー /0000 0000 ～ /004F FFFE（/7FFF FFFE） 

/00C8 0000 ～ /00C8 3FFE（*2） 

オフライン PC内部メモリー /0010 0000 ～ /004F FFFE 

（*1）オンラインモニター専用モードも含みます。 

（ ）内は通信種類がイーサーネットかつツール接続先モジュールがCMUまたはET.NET

（LQE720）の場合、有効な最終アドレスです。 

（*2）HS.RI/Oモジュール実装時だけ有効なエリアです。 

 

＜操作＞ 

(１) メモリー内容表示 

① ラダー図シートの［ユーティリティ］メニューから［MCS］をクリックします。 

② MCS画面が表示されます（図４－140参照）。 

 

 

 

図４－140 MCS画面 
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③ 先頭指定方法を選択してください。 

アドレス指定：参照するメモリー内容の先頭をアドレス形式で指定する場合に選択し

てください。 

PI/O指定：参照するメモリー内容の先頭をPI/O形式で指定する場合に選択してくださ

い。 

デフォルトは“アドレス指定”となります。 

④ 先頭アドレス（PI/O）を入力し、  読み込み  ボタンをクリックしてください。指定

した先頭（アドレスまたはPI/O）から64ワードデータが読み込まれ、表示されます。ス

クロールボタンをクリックすることによって、先頭を切り替えることもできます。 

メモリー内容の表示形式を変更する場合は、以下のグループを選択することによって

行います。 

■ ［10進/16進］グループ 

＝10進：メモリー内容を10進数で表示します。 

＝16進：メモリー内容を16進数で表示します（デフォルト選択）。 

このグループは［WO/LO/FL］グループで“WORD”または“LONG”を選択した

場合だけ有効です。 

■ ［WO/LO/FL］グループ 

＝WORD：メモリー内容をWORDサイズ（2バイト）単位で表示します（デフォル

ト選択）。 

＝LONG：メモリー内容をLONGサイズ（4バイト）単位で表示します。 

＝FLOAT：メモリー内容を単精度浮動小数点形式で表示します。 

■ ［符号］グループ 

＝あり：メモリー内容を符号付きで表示します（デフォルト選択）。 

＝なし：メモリー内容を符号なしで表示します。 

このグループは［WO/LO/FL］グループで“WORD”または“LONG”を選択かつ

［10進/16進］グループで“10進”を選択した場合だけ有効となります。 

(２) メモリー内容変更 

① 書き換えたいメモリー内容のアドレスまたはPI/Oを入力し  読み込み  ボタンをク

リックしてください。 

② メモリー内容を書き換える形式を選択してください。 

■ ［10進/16進］グループ 

＝10進：メモリー内容の書き換えを10進数で行います。 

＝16進：メモリー内容の書き換えを16進数で行います。 

このグループは［WO/LO/FL］グループで“WORD”または“LONG”を選択した

場合だけ有効です。 
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■ ［WO/LO/FL］グループ 

＝WORD：メモリー内容の書き換え単位をWORDサイズ（2バイト）で行います

（デフォルト選択）。 

＝LONG：メモリー内容の書き換え単位をLONGサイズ（4バイト）で行います。 

＝FLOAT：メモリー内容の書き換えを単精度浮動小数点形式で行います。 

■ ［符号］グループ 

＝あり：メモリー内容の書き換えを符号付きで行います（デフォルト選択）。 

＝なし：メモリー内容の書き換えを符号なしで行います。 

このグループは［WO/LO/FL］グループで“WORD”または“LONG”を選択かつ

［10進/16進］グループで“10進”を選択した場合だけ有効となります。 

③ 書き換えたいアドレス（PI/O）先のメモリー内容の入力フォームを変更し、  Tab  

キーまたは  Enter  キーを押すと、フォーカス位置のメモリー内容が書き換わります。 

 Tab  キーや  Enter  キー以外の方法（マウスやショートカットキーなど）を使用した

場合にはフォーカス位置のメモリー内容は書き換わりませんので注意してください。 

 書き込み  ボタンをクリックすると、表示中のメモリー内容（128バイト）すべてを

書き換えます。ただし、通信状態がオンラインモードかつLPUモジュールのLADDERス

イッチが“RUN”状態の場合（RUN LED点灯）は、PCS RUN中メッセージダイアログ

ボックスが表示されます。 

 

 

 

図４－141 PCs RUN中メッセージダイアログボックス 

 

PCs RUN中メッセージダイアログボックスの  はい  または  いいえ  ボタンをク

リックしてください。 

 はい  ボタン：変更した値を書き込みます。 

 いいえ  ボタン：変更した値を書き込みません。 

 

● オンラインモニター専用モードの場合、MCS画面からの設定値の変更および書き換えはで

きません。 

● オンラインモードでTUC設定値を書き換えた場合、その値はTUC設定値バックアップエリア

にも反映されます。TUC設定値については「４. ３. ８ TUC設定値一覧／編集」を参照し

てください。 
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(３) メモリー内容のモニター表示 

メモリー内容のモニター表示は通信状態がオフラインモードの場合は使用できません 

（  モニタ開始  ボタンはクリックできません）。 

モニター周期は約50msとなります。 

① モニター表示したいメモリー内容のアドレスまたはPI/Oを入力し  モニタ開始  ボタ

ンをクリックしてください。モニターが開始されると  モニタ開始  ボタンは  

 モニタ停止  ボタンへと変化します。モニター中はメモリー内容がダイナミックに変化

します。 

② モニターを停止する場合は、  モニタ停止  ボタンをクリックしてください。モニ

ターが停止すると  モニタ停止  ボタンは  モニタ開始  ボタンへと変化します。 
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(４) メモリー内容の保存 

現在表示中のメモリー内容をテキスト形式のファイルに保存します。 

① 保存したいメモリー内容のアドレスまたはPI/Oを入力し  読み込み  ボタンをクリッ

クしてください（すでに表示中の場合は、操作不要です）。 

②  データ保存  ボタンをクリックしてください。［名前を付けて保存］画面が表示され

ます（図４－142参照）。 

 

 

 

図４－142 ［名前を付けて保存］画面 

 

③ ［名前を付けて保存］画面のファイル名を入力してください。デフォルトのファイル

名は“DataSave.txt”となります。デフォルトのファイル名称をそのまま使用する場合、

ファイル名の入力は不要となります。 

④ ［名前を付けて保存］画面の  保存  ボタンをクリックしてください。メモリー内容

がテキスト形式のファイルに保存されます。 

保存しない場合は  キャンセル  ボタンをクリックしてください。 

 

HEX, WORD, UNSIGNED 

PI/O     address    Memory contents              ascii 

XW000    00414000   1234   5678   9ABC   0000    .4Vx.... 

XW040    00414008   0000   0000   0000   0000    ........ 

XW080    00414010   0000   0000   0000   0000    ........ 

 

 

XW340    00414068   0000   0000   0000   0000    ........ 

XW380    00414070   0000   0000   0000   0000    ........ 

XW3C0    00414078   0000   0000   0000   0000    ........ 

 

図４－143 先頭アドレスにXW000を指定した場合のメモリー内容保存例 
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４. ８ ラダーシートウィンドウ機能 

 

ラダーシートのウィンドウ機能は、プルダウンメニューによって提供します。 

 

 

 

図４－144 ［ウィンドウ］メニューを選択 

 

ウィンドウ機能の項目と内容を以下に示します。 

 

表４－18 ［ウィンドウ］メニュー一覧 

 
No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

1 ｳｨﾝﾄﾞｳ 分割  ｳｨﾝﾄﾞｳを分割します。 
2 重ねて表示  複数のNｺｲﾙ画面を重ねて表示します。 
3 上下に並べて表示  複数のNｺｲﾙ画面を上下に並べて表示します。 
4 左右に並べて表示  複数のNｺｲﾙ画面を左右に並べて表示します。 
5 ｱｲｺﾝの整列  ｱｲｺﾝを整列します。 
6 全てのｼｰﾄを閉じる  開いているNｺｲﾙ画面をすべて閉じます。 
7 ｳｨﾝﾄﾞｳﾘｽﾄ....  現在開いているｳｨﾝﾄﾞｳのﾘｽﾄを表示します。 

ウィンドウリストは、最前面のウィンドウからウィンドウの重なり順に表示されます。 
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４. ９ ラダーシートコメント機能 

 

ラダーシートのコメント機能は、プルダウンメニューによって提供します。 

 

 

 

図４－145 ［コメント］メニューを選択 

 

コメント機能の項目と内容を以下に示します。 

 

表４－19 ［コメント］メニュー一覧 

 

No. レベル1 レベル2 レベル3 機能概要 

1 ｺﾒﾝﾄ ｺﾒﾝﾄ情報初期化  ｺﾒﾝﾄ情報を初期化します。 
2 ﾌｧｲﾙを開く  既存のｺﾒﾝﾄﾌｧｲﾙを開きます。 
3 上書き保存  作業中のｺﾒﾝﾄﾌｧｲﾙを保存します。 
4 名前を付けて保存  作業中のｺﾒﾝﾄﾌｧｲﾙに名前を付けて保存します。 
5 ｺﾒﾝﾄ表示 非表示 ｺﾒﾝﾄを非表示にします。 
6  表示 ｺﾒﾝﾄを表示します。 
7 ｺﾒﾝﾄ表示ｻｲｽﾞ 普通（16文字） ｺﾒﾝﾄ表示ｻｲｽﾞを普通（16文字）に切り替えます。 
8  普通（32文字） ｺﾒﾝﾄ表示ｻｲｽﾞを普通（32文字）に切り替えます。 
9  小（32文字） ｺﾒﾝﾄ表示ｻｲｽﾞを小（32文字）に切り替えます。 
10 行ｺﾒﾝﾄ表示 非表示 行ｺﾒﾝﾄを非表示にします。 
11 表示 行ｺﾒﾝﾄを表示します。 
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(１) コメント情報初期化 

現在表示中のラダープログラムファイルの各レジスターに割り付いているコメント情報をすべて初

期化（クリアー）します。 

(２) ファイルを開く 

すでに編集済みのコメントファイル（拡張子が“.cmt”）を読み込んで、現在表示中のラダープロ

グラムファイルの各レジスターにコメントを自動的に割り付けます。 

コメントファイルは、テキスト形式なので市販の汎用テキストエディターで編集できます。 

コメントは1行1コメントとなります。レジスター名称とコメント間は、半角スペースが2文字入り

ます。また、コメントファイルの1カラム目に‘#’文字を使用した場合、そのコメント行は無視され

ます。以下にコメントファイルのフォーマットを示します。 

 

［コメントファイルフォーマット］ 

 ○○○○ □□□□□□□□□□□□□□ 

 

○○○○：レジスター名称 

    ：半角スペースで2文字 

□□…□：指定したレジスターに割り付けるコメント。コメント文字数の最大を表４－20に示

します。最大文字数を超えてコメントを入力した場合、コメントファイル読み込み

時にアウトプットウィンドウにメッセージが表示され（図４－146）、最大文字数

を超えた分の文字列は読み込まれません。 

 

（例）レジスターのX0000にAモーター起動のコメントを割り付ける場合 

X000  Aモータ 

 

表４－20 最大コメント文字数 

 

 半角文字 全角文字 半角・全角混在 

最大文字数 32 16 32（*） 

（*）全角1文字を半角2文字に置き換えて計算してください。 

 

 

 

図４－146 コメント文字数オーバー時のアウトプットウィンドウメッセージ 
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＜留意事項＞ 

・レジスター名称は1カラム目から入力してください。2カラム目以降だと正しく読み込まれませ

ん。 

・レジスターとコメントの間は半角スペース2文字で区切ってください。 

(３) 上書き保存 

現在開いているコメントファイルを上書き保存します。この機能は、編集中のラダープログラム

ファイルのレジスターのコメントを変更した場合に、その変更内容をコメントファイルに反映する場

合に使用します。 

(４) 名前を付けて保存 

ラダープログラムのレジスターに割り付いているコメントを新規にファイル保存する場合に使用し

ます。 
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(５) コメント表示／非表示切り替え 

コメントの表示／非表示を切り替えます。表示／非表示の切り替えは、メニューからの切り替えと

ツールバーからの切り替えの2種類があります。 

(ａ) コメントを表示する 

＜操作＞ 

● メニューからの操作 

① ［コメント］メニューから［コメント表示］－［表示］をクリックします。 

② ラダーシート回路図のレジスターに割り付けられたコメントが表示されます 

（図４－147参照）。 

 

 

 

図４－147 ラダー回路コメント表示 

 

● ツールバーからの操作 

① ツールバーの［I/Oコメント表示］アイコンをクリックします（図４－148参照）。 

② ラダーシート回路図のレジスターに割り付けられたコメントが表示されます 

（図４－147参照）。 

 

 

 

図４－148 ツールバーからのコメント表示要求 

アイコンをクリック

するとコメントが表

示されます 

コメント表示 
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(ｂ) コメントを非表示にする 

＜操作＞ 

● メニューからの操作 

① ［コメント］メニューから［コメント表示］－［非表示］をクリックします。 

② ラダーシート回路図のレジスターに割り付けられていたコメントが消去されます 

（図４－149参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

図４－149 ラダー回路からコメント非表示 

 

 

表示中のコメント 

コメントが非表示になる 
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● ツールバーからの操作 

① ツールバーの［I/Oコメント非表示］アイコンをクリックします（図４－150参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

図４－150 ツールバーからのラダー回路コメント非表示 

 

アイコンをクリック

するとコメントが消

去されます 

表示中のコメント 

コメントが非表示になる 
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(６) コメント表示文字サイズ切り替え 

コメント表示中の文字サイズを切り替えます。文字サイズは“普通（16文字）”、“普通（32文

字）”、“小（32文字）”の3種類があり、メイン画面のメニューから切り替えます（図４－151参

照）。デフォルトは“普通（16文字）”となります。 

 

 

 

図４－151 コメント文字サイズ切り替え 

 

普通（16文字）：ユーティリティ機能の［環境設定］画面で指定したフォントサイズの大きさで表

示します。 

ワードブレークなしの場合、最大8文字（半角文字）×2行で表示されます（ただ

し、コメント長の最大は半角文字で16文字となります）。 

セルサイズの大きさが普通（32文字）に比べて小さくなります。 

普通（32文字）：ユーティリティ機能の［環境設定］画面で指定したフォントサイズの大きさで表

示します。 

ワードブレークなしの場合、最大8文字（半角文字）×4行で表示されます。 

セルサイズの大きさが小（32文字）および普通（16文字）に比べて大きくなりま

す。 

小（32文字）：ユーティリティ機能の［環境設定］画面で指定したフォントサイズの約70%の大き

さで表示します。 

ワードブレークなしの場合、最大11文字（半角文字）×3行で表示されます（ただ

し、コメント長の最大は半角文字で32文字となります）。 

セルサイズの大きさが普通（32文字）に比べて小さくなります。 
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(７) フォントについて 

ラダー回路の表示フォントはユーティリティ機能の環境設定で切り替えできますが、デフォルトの

設定（*）を使用してください。［環境設定］画面からフォントの変更を行わない限り、デフォルト

の設定になっています。デフォルトの設定にするには、［環境設定］画面の［編集］タブにある  

 標準のフォントに設定  ボタンをクリックする必要があります（図４－152参照）。 

 

 

 

図４－152 ［環境設定］画面 

 

（*） 

日本語版OS： 

 フォント名：MSゴシック 

 サイズ：9ポイント 

英語版OS： 

 フォント名：Arial 

 サイズ：9ポイント 
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付録Ａ システム演算ファンクション一覧 

 

システム演算ファンクション一覧を表Ａ－１に示します。詳細な内容については、「ソフトウェアマニュ

アル プログラミング S10V ラダー図 For Windows®（マニュアル番号 SVJ-3-121）」を参照してくださ

い。 

 

表Ａ－１ システム演算ファンクション一覧（1/4） 

 

分類 
演算 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 
入力フォーマット 処理概要 

算術演算命令 ADD ADD  S + D → R SとDの内容を加算してRに代入します。 

 SUB SUB  S – D → R SからDの内容を減算してRに代入します。 

 INC INC  S Sの内容に1を加算してSに代入します。 

 DEC DEC  S Sの内容に1を減算してSに代入します。 

 MUL MUL  S×D → R SとDの内容を乗算してRに代入します。 

 DIV DIV   S / D → R SからDの内容を除算して商をRに代入します。 

 MOD MOD  S % D → R SからDの内容を除算して剰余をRに代入します。 

 SCL SCL  S：D1：D2 → R SとD1の内容を乗算し、その結果をD2で除算した

商をRに代入します。 

論理演算命令 AND AND  S：D → R SとDの内容をANDして結果をRに代入します。 

 OR OR   S：D → R SとDの内容をORして結果をRに代入します。 

 EOR EOR  S：D → R SとDの内容をEORして結果をRに代入します。 

 NOT NOT  S → R Sの内容を反転してRに代入します。 

比較命令 EQU EQU  S：D → R SとDの内容が等しい場合、Rに1を代入します。等

しくなければ、Rに0を代入します。 

 NEQ NEQ  S：D → R SとDの内容が等しくない場合、Rに1を代入しま

す。等しければ、Rに0を代入します。 

 GT GT  S：D → R S>Dならば、Rに1を代入します。 

S≦Dならば、Rに0を代入します。 

 LT LT  S：D → R S<Dならば、Rに1を代入します。 

S≧Dならば、Rに0を代入します。 

 GE GE  S：D → R S≧Dならば、Rに1を代入します。 

S<Dならば、Rに0を代入します。 

 LE LE  S：D → R S≦Dならば、Rに1を代入します。 

S>Dならば、Rに0を代入します。 

 TST TST  S  Sをテストし、フラグをセットします。 

S（ソース）、D（デスティネーション）は、レジスターまたは定数を表わします。演算ファンクション

によっては、定数の指定ができないものもあります。R（リザルト）はレジスターを表わします。 
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表Ａ－１ システム演算ファンクション一覧（2/4） 

 

分類 
演算 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 
入力フォーマット 処理概要 

転送命令 MOV MOV  S → R Sの内容をRに代入します。 

 MOM MOM  S：N → R Sの内容を先頭からNステップRに代入します。 

 INI INI   S：N → R Sの内容をNステップRに代入します。 

 EXC EXC  S：D Sの内容とDの内容を交換します。 

 PSH PSH  S → D Sの内容をFIFOテーブル（D）にプッシュします。 

 POP POP  S → D FIFOテーブル（S）からデータをポップし、Dに代

入します。 

 AST AST  S → R SのアドレスデータをRに代入します。 

 SCH SCH  S：D：N → R Sの内容をDに示すアドレスからNステップ検索

し、結果をRに格納します。 

 PSHO PSHO  S → D Sの内容をFIFOテーブル（D）にプッシュします。

［S10/2α、S10mini互換FIFO専用］ 

 POPO POPO  S → D FIFOテーブル（S）からデータをポップし、Dに代

入します。［S10/2α、S10mini互換FIFO専用］ 

変換命令 BTF BTF  S → R Sの内容（バイナリーデータ）をフローティング

データに変換した結果をRに代入します。 

 FTB FTB  S → R Sの内容（フローティングデータ）をバイナリー

データに変換した結果をRに代入します。 

 BTD BTD  S → R Sの内容（バイナリー値）をBCDに変換した結果を

Rに代入します。 

 DTB DTB  S → R Sの内容（BCD値）をバイナリーに変換した結果を

Rに代入します。 

 SEG SEG  S → R Sの内容（バイナリーデータ）を7セグメントデー

タに変換した結果をRに代入します。 

 ASP ASP  S → R Sの内容（バイナリーデータ）をASCIIデータに変

換し、パックモードでRに代入します。 

 ASU ASU  S → R Sの内容（バイナリーデータ）をASCIIデータに変

換し、アンパックモードでRに代入します。 

 APB APB  S → R Sの内容（パックモード：ASCIIデータ）をバイナ

リーデータに変換しRに代入します。 

 AUB AUB  S → R Sの内容（アンパックモード：ASCIIデータ）をバ

イナリーデータに変換しRに代入します。 

S（ソース）、D（デスティネーション）は、レジスターまたは定数を表わします。演算ファンクション

によっては、定数の指定ができないものもあります。R（リザルト）はレジスターを表わします。 
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表Ａ－１ システム演算ファンクション一覧（3/4） 

 

分類 
演算 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 
入力フォーマット 処理概要 

変換命令 STD STD  S → R Sの内容をワードデータからロングワードデータ

に符号拡張してRに代入します。 

 DTS DTS  S → R Sの内容（ロングワードデータ）をワードデータ

としてRに代入します。 

 ABS ABS  S → R Sの内容の絶対値をRに代入します。 

 NEG NEG  S → R Sの内容の符号変換処理を行いRに代入します。 

 DCD DCD  S → R Sの内容をデコードして、Rに代入します。 

 ECD ECD  S → R Sの内容をエンコードして、Rに代入します。 

シフト命令 LSR LSR  S：N → R Sの内容をNビット右へ論理シフトし、結果をRに

代入します。 

 LSL LSL  S：N → R Sの内容をNビット左へ論理シフトし、結果をRに

代入します。 

 ASR ASR  S：N → R Sの内容をNビット右へ算術シフトし、結果をRに

代入します。 

 ASL ASL  S：N → R Sの内容をNビット左へ算術シフトし、結果をRに

代入します。 

ローティト 

命令 

ROR ROR  S：N → R Sの内容をNビット右へ回転し、結果をRに代入し

ます。 

 ROL ROL  S：N → R Sの内容をNビット左へ回転し、結果をRに代入し

ます。 

関数処理命令 LIM LIM  S：D1：D2  → R Sの内容を境界値（D1, D2）と比較し、Rへ代入し

ます。 

 BND BND  S：D1：D2  → R Sの内容を境界値（D1, D2）と比較し、境界値範

囲内をデータ0としてRへ代入します。 

 ZON ZON  S：D1：D2  → R Sの内容にバイアス（D1, D2）を加算し、Rに代入

します。 

 SQR SQR  S → R Sの内容の平方根をRに代入します。 

 SIN SIN  S → R Sの内容（角度データ）を正弦値に変換し、Rに代

入します。 

S（ソース）、D（デスティネーション）は、レジスターまたは定数を表わします。演算ファンクション

によっては、定数の指定ができないものもあります。R（リザルト）はレジスターを表わします。 
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表Ａ－１ システム演算ファンクション一覧（4/4） 

 

分類 
演算 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 
入力フォーマット 処理概要 

関数処理命令 COS COS  S → R Sの内容（角度データ）を余弦値に変換し、Rに代

入します。 

 TAN TAN  S → R Sの内容（角度データ）を正接値に変換し、Rに代

入します。 

 ASIN ASIN  S → R Sの内容（角度データ）を逆正弦値に変換し、Rに

代入します。 

 ACOS ACOS  S → R Sの内容（角度データ）を逆余弦値に変換し、Rに

代入します。 

 ATAN ATAN  S → R Sの内容（角度データ）を逆正接値に変換し、Rに

代入します。 

 EXP EXP  S → R Sで指定した値の指数を演算し、Rに代入します。 

 LOG LOG  S → R Sで指定した値の自然対数を底としたときの対数を

演算し、Rに代入します。 

 MAX MAX  S：D  → R Sの内容とDの内容を比較し、大きい方をRに代入し

ます。 

 MIN MIN   S：D  → R Sの内容とDの内容を比較し、小さい方をRに代入し

ます。 

特殊命令 XCLR XCLR Xレジスターのエリアをクリアーします。 

 YCLR YCLR Yレジスターのエリアをクリアーします。 

 GCLR GCLR Gレジスターのエリアをクリアーします。 

 RCLR RCLR Rレジスターのエリアをクリアーします。 

 KCLR KCLR Kレジスターのエリアをクリアーします。 

 TCLR TCLR Tレジスターのエリアをクリアーします。 

 UCLR UCLR Uレジスターのエリアをクリアーします。 

 CCLR CCLR Cレジスターのエリアをクリアーします。 

 VCLR VCLR Vレジスターのエリアをクリアーします。 

 ECLR ECLR Eレジスターのエリアをクリアーします。 

 FCLR FCLR 演算結果フラグをクリアーします。 

ジャンプ命令 JT JT    ラベル名称 条件成立で指定のラベルへジャンプします。 

 JMP JMP  ラベル名称 無条件に指定したラベルへジャンプします。 

 JSE JSE 条件成立でシーケンスエンドへジャンプします。 

S（ソース）、D（デスティネーション）は、レジスターまたは定数を表わします。演算ファンクション

によっては、定数の指定ができないものもあります。R（リザルト）はレジスターを表わします。 
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付録Ｂ システム拡張演算ファンクション一覧 

 

システム拡張演算ファンクション一覧を表Ｂ－１に示します。各システム拡張演算ファンクションの詳細

情報に関しては、各オプションモジュールのハードウェアマニュアルを参照してください。システム拡張演

算ファンクションのパラメーターには、インデックス指定やインダイレクトレジスターは使用できません。 

 

表Ｂ－１ システム拡張演算ファンクション一覧 

 

オプション 
モジュール 

演算 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 

入力フォーマット 機能概要 

J.NET 
（J.NET-INT） 

JCMD JCMD  S：N サービス要求演算ファンクション 

JRSP JRSP  S：N サービス確認演算ファンクション 

JSND JSND  S：N データ送信演算ファンクション 

JRCV JRCV  S：N データ受信演算ファンクション 

RS-232C SD0 SD0  S：N 送信演算ファンクション（チャネルNo.0用） 

SD1 SD1  S：N 送信演算ファンクション（チャネルNo.1用） 

SD2 SD2  S：N 送信演算ファンクション（チャネルNo.2用） 

SD3 SD3  S：N 送信演算ファンクション（チャネルNo.3用） 

RV0 RV0  S：N 受信演算ファンクション（チャネルNo.0用） 

RV1 RV1  S：N 受信演算ファンクション（チャネルNo.1用） 

RV2 RV2  S：N 受信演算ファンクション（チャネルNo.2用） 

RV3 RV3  S：N 受信演算ファンクション（チャネルNo.3用） 

FL.NET FLCM FLCM  S メッセージ要求演算ファンクション（メインモジュール側） 

FLCS FLCS  S メッセージ要求演算ファンクション（サブモジュール側） 

（*1） SAT SAT  0 NXの初期化演算ファンクション 

ACP ACP  M（*2） NXのデータ送信演算ファンクション 

SATO SATO  0 NXの初期化演算ファンクション［旧NX/Ladder仕様］ 
（*4） 

ACPO ACPO  M（*2） NXのデータ送信演算ファンクション［旧NX/Ladder仕様］ 
（*4） 

（*3） 

 
TOP TOP   S（N） TCPコネクションのオープン（クライアント） 

TPOP TPOP  S（N） TCPコネクションのオープン（サーバー） 

TCLO TCLO  S（N） TCPコネクションのクローズ 

TRCV TRCV  S（N） TCP受信 

TSND TSND  S（N） TCP送信 

UOP UOP   S（N） UDPのオープン 

UCLO UCLO  S（N） UDPのクローズ 

URCV URCV  S（N） UDP受信 

USND USND  S（N） UDP送信 

HS.RI/O HIO HIO  0 HS.RI/Oの起動 

Sはワード型レジスターを表わし、Nは即値（0x0000～0xFFFF）を表わします。Mは即値（100001～

25559999）を表わします。 
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（*1）SATおよびACPはNXの演算ファンクションです。専用のオプションモジュールはありません。NX命

令の詳細は、「ソフトウェアマニュアル オペレーション NX/Tools-S10V For Windows®（マニュア

ル番号 SVJ-3-137）」の「２. ５ システム拡張演算ファンクション」を参照してください。演算

ファンクションの実装は「ソフトウェアマニュアル オペレーション NX/Tools-S10V For Windows®

（マニュアル番号 SVJ-3-137）」の「４. ４. １ システムプログラム未転送の場合」を参照して、

システムプログラムの転送を行ってください。それによって、演算ファンクションを実装することが

できます。 

（*2）ACPのパラメーターで設定する即値については「ソフトウェアマニュアル オペレーション 

NX/Tools-S10V For Windows®（マニュアル番号 SVJ-3-137）」を参照してください。 

（*3）イーサネット通信命令のシステム拡張演算ファンクションです。パラメーターとしてワード型レジス

ター（S）、即値（N）のどちらでも使用できます。イーサネット通信命令の詳細は「ソフトウェア

マニュアル プログラミング S10V ラダー図 For Windows®（マニュアル番号 SVJ-3-121）」を参

照してください。 

イーサネット通信の演算ファンクションの実装は、「ソフトウェアマニュアル プログラミング 

S10V ラダー図 For Windows®（マニュアル番号 SVJ-3-121）」の「２. ７. ２ 使用方法」の「(２) 

イーサネット通信システムプログラムの送信」を参照してください。 

（*4）NX/Ladder-S10のVerRev番号が02-00よりも古い仕様です。 
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付録Ｃ FD機能におけるPCs番号の取り扱い変更（Ver-Rev：01-26移行） 

 

S10Vラダー図システム（Ver-Rev：01-26）において、FD機能におけるPCs番号の取り扱いを以下のように

変更しました。 

 

１. ラダー図システムVer-Rev：01-25以前の動作［変更前］ 

上書き保存ファイルのPCs番号と、受信するS10VのPCs番号が異なる場合、上書き保存ファイルのデータ

部のPCs番号のみ、受信するS10VのPCs番号で書き換えます（ヘッダー部のPCs番号は書き換わりません）。

このファイルをFD送信した場合、送信先S10VのPCs番号が警告なく書き換わります。 

 

＜例＞ 

下記S10V     からFD新規保存すると、ラダーファイルのヘッダー部とデータ部にそれぞれ同じPCs

番号（=100）が書き込まれます（①）。このファイルに対して、FD上書き保存画面に出力されるPCs番

号（=100）（*1）と異なるPCs番号（=200）のS10V     からFD上書き保存を実行した場合、FD上書き

保存したファイルのヘッダー部（=100）とデータ部（=200）のPCs番号が不一致（②）になります。 

このFD上書き保存ファイルを使って、S10V     に対してFD送信（*2）すると、送信先のS10V    

のPCs番号（=100）がFD上書き保存したS10V     のPCs番号（=200）で、警告なく書き換わります。 

（*1）FD上書き保存ファイル（①）のヘッダー部のPCs番号 

（*2）FD送信は、送信するファイルのヘッダー部と同じPCs番号のS10Vに対してのみ可能です。 

 

 

 

PCs番号=100 

PCs番号=100 

［FD上書き保存ファイル］ 

①FD上書き保存前 

ヘッダー 

データ 一致 

（FD新規保存） 

電
源 

LPU OPT OPT 

S10V（PCs番号=100） 

○A  

PCs番号=100 

PCs番号=200 

②FD上書き保存後 

ヘッダー 

データ 不一致 

（FD上書き保存） 

電
源 

LPU OPT OPT 

S10V（PCs番号=200） 

○B  

（FD送信） 
電
源 

LPU OPT OPT 

S10V（PCs番号=100 → 200 ） 

○A  

書き換わります 

○A  

○B  

○A  

○B  

○A  
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２. ラダー図システムVer-Rev：01-26以降の動作［変更後］ 

２. １ FD上書き保存 

上書き保存したファイルのヘッダー部とデータ部のPCs番号は常に同じ値になるよう、上書き保存

ファイルのヘッダー部のPCs番号を、受信するS10VのPCs番号で書き換えます。 

 

＜例＞ 

FD上書き保存すると、上書き保存ファイルのヘッダー部のPCs番号と、受信するS10VのPCs番

号が異なる場合、図Ｃ－１に示すFD上書き保存時の警告メッセージダイアログボックスが表示さ

れます（上書き保存するファイルのヘッダー部のPCs番号が“9999”の場合を除く）。 

 

 

 

図Ｃ－１ FD上書き保存時の警告メッセージダイアログボックス 

 

FD上書き保存時の警告メッセージダイアログボックスの  OK  ボタンをクリックすると、データ

を受信時に上書き保存ファイルのヘッダー部のPCs番号を、受信するS10VのPCs番号で書き換えま

す。 

FD上書き保存時の警告メッセージダイアログボックスの  キャンセル  ボタンをクリックする

と、FD上書き保存を中止します。 

 

 

 

PCs番号=100 

PCs番号=200 

FD上書き保存前 

ヘッダー 

データ 不一致 

PCs番号=200 

PCs番号=200 

FD上書き保存後 

ヘッダー 

データ 一致 

（上書き保存） 

電
源 

LPU OPT OPT 

S10V（PCs番号=200） 

上書き保存時に書き換えます 
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２. ２ FD送信 

送信するファイルのデータ部のPCs番号が、送信先S10VのPCs番号と異なる場合、送信先のS10Vの

PCs番号が警告なく書き換わらないよう、図Ｃ－２に示すFD送信時の警告メッセージダイアログボッ

クスを表示します。 

 

＜例＞ 

FD送信を実行すると、送信するファイルのデータ部のPCs番号が送信先のPCs番号と異なる場

合は、図Ｃ－２に示すFD送信時の警告メッセージダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

図Ｃ－２ FD送信時の警告メッセージダイアログボックス 

 

FD送信時の警告メッセージダイアログボックスの  OK  ボタンをクリックすると、従来通りデー

タが送信されて送信先S10VのPCs番号が、送信ファイルのデータ部のPCs番号で書き換わります。 

FD送信時の警告メッセージダイアログボックスの  キャンセル  ボタンをクリックすると、FD送

信を中止します。 

 

送信するファイルのヘッダー部のPCs番号と送信先のPCs番号が不一致の場合は、“PCs番号不

一致”エラーメッセージが表示され、データは送信されません（すべてのVer-Revで共通）。 
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付録Ｄ 「S10Vインデックスレジスター重複検索ツール」の使用方法 

 

この付録は、「S10Vインデックスレジスター重複検索ツール（型式：S-7895-CK）Ver-Rev番号：01-00」

について説明したものです。 

 

１. 使用目的 

Ver-Rev番号：01-23以前のS10Vラダー図システム（型式：S-7895-02）において、ラダープログラムをビ

ルド（一括コンパイル、部分コンパイル、RUN中書換）すると、ラダープログラムに含まれているインデッ

クスレジスター付き接点（A接点、B接点、エッジ接点）のインデックスレジスターを、同一行にある他の

インデックスなし接点にコピーしてしまう問題があります。Ver-Rev番号：01-24以降のラダー図システムに

おいて、この問題を対策していますが、問題が発生したラダープログラムを対策版のラダー図システムでコ

ンパイルし直しても、修正されません。このツールは問題が発生した可能性のあるラダープログラム内の該

当箇所を検索するためのツールです（以降、ラダーチェックツールと記載します）。 

Ver-Rev番号：01-23以前のラダー図システムでビルドしたラダープログラムにおいて、インデックスレジ

スター付き接点を使用している場合、このツールを用いて「インデックスレジスター重複検索」を実行して

ください。同一行に記述された複数の接点のうち、同じインデックスレジスターを使用している箇所を検索

し、出力します。検索結果には、プログラミングした正規のインデックスレジスターと、上記の問題によっ

てコンパイル時に誤って付加されたインデックスレジスターが含まれています。そのため、検索結果に出力

されたすべてのインデックスレジスターに対して、誤って接点に付加されたものでないか、ユーザーにてラ

ダープログラムのロジックを確認してください。 

 

２. ラダーチェックツールの制限事項 

● 拡張子がVCMのファイルは、チェックできません。WSVLファイルに変換してからチェックしてくだ

さい。 

● Nコイルウインドウにおいて、Nコイルをドラッグしてコピーすると編集中状態となり、チェックで

きません。ファイルを開き直してください。 
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３. ラダーチェックツールのインストール 

ご使用のPCのOSがMicrosoft® Windows® XPまたはMicrosoft® Windows® 2000であることと、S10V基本シ

ステム（型式：S-7895-38）がインストールされていることを確認してください。その後、お手元のCDに格

納されているフォルダー「Lchktool」をエクスプローラーなどのアプリケーションを使用して、PCにコピー

します。 

 

 
 

図Ｄ－１ ラダーチェックツールのインストール 

 

４. ラダーチェックツールの起動 

PCにコピーしたフォルダー「Lchktool」の中に移動し、Ladchk.exeをダブルクリックして「S10Vインデッ

クスレジスター重複検索ツール」を起動します。［表示］メニューから［プロジェクト］、［ステータス

バー］、および［アウトプット］にチェックマークを入れ、各ウインドウを表示します。なお、すでに

チェックマークが付いている場合は、操作不要です。 

 

 
 

図Ｄ－２ ラダーチェックツールの起動 

PC 
お手元のCD 

内容をコピー 

チェックマークを入れる 
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５. チェックするラダープログラムの読み込み 

［ファイル］メニューから［開く］を選択、またはショートカットキーの［Ctrl］＋［О］キーを入力す

ると下記画面が表示されますので、チェック対象のラダープログラムを選択します。ファイルの種類は、

「WSVLファイル」だけ選択してください。以降、「補足１．問題が発生するラダープログラム例」に記載

しているラダープログラム（aaa.wsvl）を使用し、問題箇所を特定する手順を説明します。 

 

 

 

図Ｄ－３ ラダープログラムの読み込み 

 
  

① ファイルを選択 

② クリック 
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６. ［インデックスレジスター重複検索ツール］画面の起動 

［検索］メニューから［インデックスレジスター重複検索］を選択、またはショートカットキーの

［Ctrl］＋［E］キーを入力すると、［インデックスレジスター重複検索ツール］画面が表示されます。 

 

 

 

図Ｄ－４ ［インデックスレジスター重複検索ツール］画面の起動 

  

選択 
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７. 検索の実行 

 検索開始  ボタンをクリックすると、検索を行います。検索が完了すると、「検索が完了しました。」

のダイアログボックスとともに検索結果を表示します。なお、ラダーチェックツールで検索するラダープロ

グラムの検索条件については、「補足２. ラダーチェックツールの検索条件」を参照してください。 

 

 

 

 

 

図Ｄ－５ インデックスレジスター重複検索 

 
  

① クリック ② 検索結果の表示 ③  OK  ボタンをクリックし、

検索結果を確認する。 
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８. 検索結果の確認 

検索結果の行をダブルクリックすると、ラダープログラムの該当箇所にカーソルが移動します。 

 

 

 

 

 

図Ｄ－６ 検索結果の確認 
  

① ダブルクリック ② 該当箇所に 
  カーソル移動 
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検索結果に出力されたすべてのインデックスレジスターに対して、問題がないか確認します。 

 

 

 

図Ｄ－７ 問題箇所の確認 

  

該当箇所を 
すべて調査 
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９. 検索結果のCSV出力と問題箇所のマーキング 

［ファイル］メニューから［CSV出力］－［インデックスレジスター重複検索］を選択、またはショート

カットキーの［Ctrl］＋［R］キーを入力すると、検索結果がCSV出力されます。 
 

 
 

図Ｄ－８ 検索結果のCSV出力 
 

メモ帳などのエディターソフトを使用してCSVファイルを開き、問題箇所をマークします（下記は

“NG”をマーキングした例です）。 
 

 
 

図Ｄ－９ ユーザーによるCSVファイル修正箇所のマーキング 

マーキング例 
,NG 

,NG 

① 選択 
② bbb.csvで保存（例） 
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10. ラダーチェックツールの終了 

チェックが完了した場合、［［S10V］インデックスレジスター重複検索ツール］画面右上の  ×  ボタン

をクリック、または［ファイル］メニューから［アプリケーションの終了］を選択し、ラダーチェックツー

ルを終了します。 

 

 

 

図Ｄ－10 ラダーチェックツールの終了 

 

クリック 
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11. S10Vラダー図システムによるラダープログラムの修正 

Ver-Rev番号：01-27以降のS10Vラダー図システム（型式：S-7895-02）を起動し、チェック済みのラダー

プログラムを開き、項目９でマークした箇所を確認して修正します。その後、一括コンパイルします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｄ－11 ラダープログラムの修正 

② ラダープログラムの修正 
（不要なインデックスレジスター削除） 

① 修正箇所の確認 

③ ラダープログラムの一括コンパイル 

,NG 

,NG 

aaa.wsvl 

aaa.wsvl 
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12. 修正済みラダープログラムの保存と動作確認 

修正済みのラダープログラムに対して［ファイル］メニューから［上書き保存］を選択、またはショート

カットキーの［Ctrl］＋［S］キーを入力してファイルに保存します。その後、ラダープログラムをS10Vに

送信し、動作確認を行います。 

 

13. アンインストール 

項目３でコピーしたフォルダー「Lchktool」をエクスプローラーなどのアプリケーションを使用して、PC

から削除します。 

  



付  録 

 

A-22 

補足１. 問題が発生するラダープログラム例 

Ver-Rev番号：01-23以前のラダー図システムにおいて、下記ラダープログラム“aaa.wsvl”を作成し、一

括コンパイルします。 

 

 

 

図Ｄ－12 S10Vラダー図システム（Ver-Rev番号：01-23以前）で編集 

 

一括コンパイルすると、エラー出力されることなく正常終了しますが、下記のように不要なインデックス

レジスターがコピーされてしまいます。 

 

 

 

 

 

図Ｄ－13 S10Vラダー図システム（Ver-Rev番号：01-23以前）で一括コンパイル 

 

  

不要なインデックスレジスター 
がコピーされる。 
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補足２. ラダーチェックツールの検索条件 

ラダーチェックツールでは、下記（条件1）、（条件2）の両方を満たすインデックスレジスターを検索し

ます。 

 

（条件1）接点（A接点、B接点、立ち上がり接点、立ち下り接点のどれか）に付いている。 

（条件2）同じ行の他の接点に、同じインデックスレジスターが付いている（  印にまたがった場合

は、折り返した複数行を同じ行とみなします）。 

 

上記の検索条件を満たすラダープログラム例を以下に示します。 

 

（例1）直列回路の場合 

 

 

（例2）並列回路の場合 

 

 

（例3）  印（ループバック）にまたがった場合 

 

検索条件を満たす。 

検索条件を満たす。 

検索条件を

満たす。 



 

 

このページは白紙です。 
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